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岡山大学教育学部社会科数室内<地域研究助 士,教官と学生 ,それに卒粟生を加えて .毎年地域研
究を行をい ,そのつど研究成果を公刊してきた｡昭和44軍産は ,岡山市に隣接 し,市のベッドタウ
ンとして変貌の苦しV,御津郎一宮町を鋼査対象地として適ひ ,町当局と数次にわたる打ち合わせ .つ
V,で予備網萱などを経て ,本調査を実施したのである｡調査はもちろん年度内に行なう予定であった
が ,学齢紛争のあおDで投薬が延期されたとともあD.乗除には本草(昭和 45竿)4月5日から7
日まで,40数名の者が町内に宿治して調査に当たったのであるoその調査結果を .ここに<一宮町
の歴史と現代>(地域研究yリー ズ第 14集 )と屈して公にするしだvlであるo
一宮町は町名の示しているように,備前の一宮として四道将軍のひとD,吉備津彦命を柁る書簡浄
香神社の銀座まします地であb,備前の圏一円の僧仰の中心をなしてV'たばかbで夜く,また音㈲文
化発祥地の一賓をなしてvlるところである｡現に町内には教師を職とする肴が非常に多く,また高校
進学率にかvlて岡山市のそれを凌知してV'るととなどは ,この文化的伝統の故とも考えることができ
る｡
文化の発達は交通の利陵と深く関連するが .現在に洩る馬屋の地名は往古の宿駅を偲ばせ .すぐ西
に接する備中の園-と伸びる山陽道の在社は ,人馬の将領が抱えなかったところであろう｡現在は国
鉄吉備線ならびに風道 180号奄如町 内を東南から西によぎb,vlKLえにまして文化 ･産業の発達
に役立っている.
産業の面では ,明治の頃から平津 ･馬匿下地区は桃の産地として ,一宮地区は僧軍の栽培加=の地
として,その名をなしてきたのであるが .今はやや衷えを見せてV,るOこれに代るものとして酸盛 ,
噂にマスカ,卜の生産がある｡KLl｣･芳賀の部落を訪れる人は ,造成されつつあるマスカットEZl地を
含めて ,居並ぶ温皇群の景観に滞 垂の日をみはることであろう｡
一宮 ･馬屋下 .平静の三村が合併 し,^ ロ8,887人の一宮町が誕生したのけ昭和50年であった｡
その合併に前後して ,一宮町忙はひとつの異変が徐々に起こb始めてvlた｡それは技術革新と感済の
高度成周に伴う都市-の人口集中 ,そしてその ドー ナツ化現象が ,近郊地一宮に形申し始めたのであ
る｡岡山市に近接し,種々の公音にも荒らされず ,緑の山野とすぐれた文化的環境をもっこの地に ,
人 は々住居を求めるようになった｡その端的を現われが扱町の誕生である｡宅地造成が発工されたの
け昭和40年,そして両三年の間に人口1,200(現在世帯数 548.,人ロ 1.216)の一部落が田
園のただ中に浮かび出たのである｡数年前iではモンペ項の農家の主婦が鍬や鎌を手にしてV,た地に ,
･/,,ピンクセンターができ.サラリー マンの奥さんでにぎわう住宅街が出現したのであるから,i
さにことばどおb<桑槍の変>なのである｡この録町田地の筏か ,天神田地 ('200戸)緑が丘団地
(120戸)の宅地造成を終わb,芳賀佐山地区忙かけての丘酸地にはマンモス団地 (1.700戸)
の計画が進められている｡このような変塊の姿托 ,とのi地に古くから生宿する^たちにとってば ,
うたた感慨の禁じえ72いものがあるであろうO
その一宮町が ,今まさに消えてvlこうとしてvlる｡土地がIなくなるのでは7EV}｡そこに生活する^
がい夜く在るのでもをvl｡行政単位としての<町>がをくなるのである｡広域都市としての腺商 100
万都市の柵想は三村合併の当時にも唱えられてV,た｡岡山市から合併の呼びかけも何回かあったが機
が熟さなかった.それが今や他の五か町村とともに ,それぞれの鞍食で合併決蕪がなされ ,新春 (I
宮町は昭和 46年 1月8日)を期 して岡山市に合併されるのであるO
-宮町は古V,歴史をもつとともに .新 しい町づ く如こ努めてきた｡その一宮町は今や発展的に消え
てvlくのである｡古くから土地に住む人も,新しく町に住みついた^も,住む土地に愛惜を感じをvl
者は覆いであろうo
われわれ<地域研究会>は ,そのように変貌若 しvl一宮町を訊査苅粂地として選び ,歴史 ･地理 .
社会 ･建築 ･経済 ･教育 .文化の諸分野から総合調査を試みたのである｡詞童の過程で種 JT討諺倉行
ない ,また補足調査にも出かけて努力したのであるが ,ここにか見せするように不十分75:もの しかで
きなかったO特に歴史的分野におV,て ,町内には多数の古墳があb,宜重複出土品も見 られるのであ
るが ,この面の研究は短期間の調査では到底不可能であるので割愛せざる奇禍なかった｡他日を期 し
たV,と考えてV,る｡なかその他Kかvlても欠落した分野もあるだろうし,魯魚の誤Dをかかしてvlる
かもしれをV,Oこれらについては ,調査期間が短期間であったこと ,調査者の主体が萌査経験の韓 V,
5年次生であったこと,レポートの提出を急がせたことなどにも原因があるので .-官町民の方々,
ならびに一般訳者のTr海容をvlただきたvl.ともあれわれわれ地域にある大学として ,地域に奉仕す
ることをひそかを喜びとしている｡このささやかを研究労作が ,地域に ,そして学界に多少でも貢献
するところがあるとするをらば ,望外のしあわせとvlわをければをらなvlo
かわbに ,この調査をとおして ,陵かvlこ協力をいただvlた町長尊んをはじめとする町役場の各位 ,
教育委員会の各位 ,文化財保護委員の各位 ,学校長各位 ,典弘の各位 ,町内中楽所の各位 ,町民の各
位 ,怒らぴに宿泊のど便宜を提供して下盲った黒住巷ん小野田さん ･･･- ･すべての方に心から厚
く御礼申しあげるしだvlであるo
昭和 45年9月
発 刊 VC よ せ て
一 宮 町 長 草 野 入 漁
とのたび ,岡山大学教育学部社会科教皇の地竣研究会e)方々忙よって ,わが一宮町の古い時代から,
現代社会への変遷 した過程が調査せられ ,本心が上梓せられることは ,学術的に有意義であることは
勿除ながら,当町にとっては ,正に町の沿革の集大成として ,きわめで貴重な文献とな9,時に時恰
かも岡山市との合併の敬が黙し,明年1月を潤してその爽現を見ようとする直前であD,備前国一宮
として曹僻浄香神社告示Eb,広く世間に知られてV,る由緒 も探V,｢一宮町｣が ,地方自治体としての
その歴史を閉じんとするとき ,将来-逮すべき金字塔として ,本せけ地峡住民の方々の絶賛を博する
ことを確信するものであbます｡
本来 ,地域調査は ,vlずれの目的のためにしろ .文献 ･賛科等がよく保有されていることは稀であ
って ,しかもその内容は多岐にわた9.その藍哩には大変を労苦が伴うものと東知 してかbます｡
まして当町に ふ vlては ,賃料 ･文献忙欠けたものもあD,せた ,在るとしても散在して整理にはき
わめて歯難を状況であbました｡
また ,町の受入体制も何かと不行届であb埠分と不医をかけたことと存じます｡
しか しながら教官各位を始め ,学究諸兄姉には ,4月以来私心に調査研究に当られ ,克明夜実地の
勝査 ,或は更VE補足砺査を行なわれ .か上うにして資料の丑理に引続き脱帝に至るtで ,そのど労苦
は並々ならぬものがあったことと無 くと推賓V,たします｡
辛V}忙今回めでたく上梓発刊の選びとなD,地域研究･/リー ズの一巻として .脚光を浴びるととに
なった次第であb･iして .それぞれの部門を介抱せられた卒業生 ,在学生の牌係学究諸兄姉の欣ひけ ,
さぞかし多大をものがあることと心から祝福申し上げる次菜でござvlます｡
また ,主宰せられた社会科教皇の話先生にxlL,潔 く感謝と敬音を表し,同時にこの有音鼓を卒業
を遂行せられた満濃など企画と弟往な推進力を称えるものであbます｡
昭和 45年 8月
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第一章 -･宮 町 の 沿 革 と 現 況
1 位置 ｡地勢 ･広ほ う
一宮町は .昭和50年 (1955)1月1日に御帝都-宮村 ･馬屋下村および平津村の5ケ村が
合併して現在の行政単位と在ったOこの町は備前国-宮吉備津守神社の門前町から発達した商業的
集落と .水田耕作に加えて近年果樹･園芸 ･野菜栽培が著しくなった盛業集落とより構成される｡
岡山市に隣接する位置から.近年岡山市のベッドタウンとしての性格が淡く在り,住宅団地の形成
をみ .人口急増の状勢を示し .町勢発展の遠にあり.現在近解町村とともに岡山市との合併が推進
されている｡
‖) 位 置
一宮町は岡山県中南部に位置し .吉備高原と岡山平野の境IKあたり,東径 155050155a
-155054t29■,北棟 54059-55-- 54045 ●50■の間にある｡東および北部は
御津郡津高町に .西部は昔備郡足守町および福松町に .西南部は者薩 郡吉備町 ,東南部は岡山市に
接していて .市の中心街から約8Kmの距離にある.
(2)地 勢
一宮町は南北に長く東西に短い形をしており,筒が狭く北にいく忙したがって広く在ってV,ち.
また高度的には北が高く雨に下るほと低くたってかp,市部は岡山平野に接続している｡北にいく
ほど吉備高原の延長的性格が明瞭にあらわれているのであるが .西北部の横尾のあたりはそのよい
例である｡一宮町は西部の高い山地と東部の低い丘陵とが好対照をたしており.当町の地形的特色
の-つとvlえよう｡山岳では北部の葛原山505･97ZL･高滑水山250m･妙見山 2967n･稲荷
山奥の院として有名な長野電王山 294m ,西部の三光山182･5,n･大平山1917n.名越山
155mなどがあるが ,東部には高くて 100,TL前後の山しかみられないOまた南部には老松のう
っそうとして風致に肯んだ吉備中山 175,0,花があ9,その山旅には吉備津香神社が銃座している｡
西部が比軟的急峻な山地で参るのに対して-東一部が低くなだらかで波浪状の山地であるのは .その地
質の相違VC起因するものと考え られ るo すなわち捜ほ中川を境として中部から西部･北西部の
大部分は花樹岩地域であり,東部は砂凍膚 (いわゆる山砂利屈)がかなり広く分布しているのであ
る｡花尚岩地域では谷が無く.また山鹿の⊥部が畑となっているにすぎないが .谷あいの水田はか
なり広い面桁を呈している.砂川はその源を浄蒜町白応寺に発し.阿倍倉を経て樺尾池で狼谷から
てる渓流をあわせて長野 .神谷を経て商流している｡長野付近までは 1m以上の巨溌 (岩塊 )が至
る所にみられる.八大竜王の御滝付近に遵急点があるが .このあたりは絶景である｡長野より下流
では喋LjC代わって砂がみられるようになり,平野部に至り天井川の性質をしだいに帯びてくる○そ
して下流部においては洪水時以外は伏流水となって河床面には流水viみられなくなってV'る｡また
東部の砂疎屈地域では山の上まで開生され ,果樹 ･野菜たどが栽培されている.この地域の谷は洩
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く皿状であり.中川が耽れているo刊 IVi滑水を水源にした渓流と津高町古書を水源にした藻流が
山田.古弛S:経て落合で東新粕川と合流 し.芳賀および松尾の耕地を潤しながら今岡へ流れているo
中川 も砂川と同様に天井川であり.しばしば洪水に悩まされているO砂川 ･中川のほかVE規模は小
さいが用水路的性格の強い西川がある｡ これらの河川はいずれも笹ケ瀬川に合流して児島湖に注ぎ
込んでいる.また櫓醇の山地の大部分と吉備中山の大部分 ･西芋川の北側の山地の一部は古生層の
地域で .中南部の低地から北方の山地を刻み込んでいる谷VCかけては沖所属が分布している.
(3) 広 ほ う
表 1- 1-1 -宮町の広ほう
東西 占.15Km 南北 8.75Km
面q( S29.4.1 一 宮 町 dj 55h2
馬屋下村 15.955KmZ
平 津 村 5.815馳3
S50.1.1 28,51KE]2
地目別面横 (固定喪産税の対象となるもの)
山 林 7占75Da 宅 地 9 18 184n'
EE1 2450da 畑 2450da
地目別面横は .昭和 45年刊岡山県市町村勢要覧による0
2 -宮町の沿革
(i) 略 史
この地は見壕が残存していることから知 られるように ,縄文時代には海が湾入していたらしいO
磯ケ部 ･大窪 ･汐土手 ･汐見橋 ｡櫓津 ･山崎等の地名はその逝名ではないかと推察されるOまた吉
備の中部に位健していて .吉備文化の発祥の地となり,昔備津彦命の御統征以来産菓文化が発遷し ,
交通も頻軒であったOそのことは古墳の存在からも知ることができ .また当時の遺物と認められる
ものが発見音TLているO豊亀元年 (715)備前国粋高郡馬屋郷に属していたのであるが ,,喝息の
輝名は辛川市場に津高駅が但かれたのでその駅家 (まや )に起因するといわれる｡
奈良時代から室町時代の末頃までは ,町の中央を東西に通じてV,た山陽道の辛川の宿として栄え
てV,た.そして多くの寺院があったと考えられ ,その追跡が現在確認されてV'る｡iた源平 ･南北
朝 ･戦国時代には戦場ともなったO鳴谷Jr施跡など歴史的にも有名女史餌がみられる｡
江戸時代には岡山薄の所領となり.藩主池田公VCよりこの地に馬市が開かれ .遠 くは奥州からも
参集するほどに栄えていたと言われ .現在市場の地名が存在するのはそのたE:りであると考えられ
る｡
明治絶新に至り.町村制が施行され .明治 22年 (1889)尾上 ･一宮 ･西辛川 ･辛川市場の
4ケ村が合併して一宮村に ,大窪 .松尾 ･芳賀 ･福谷 ･長野 ･横尾の 占ケ村が合併して馬屋下村に,
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今岡●佐山･山崎 ･櫓津 ･首部の5ケ村が合併して平静村となったo以来これら三村は共に発展し
てきたので .昭和29年 (1954)4月に合併の敦が起り.同50年 (1955)1月 1日.上
記5ケ村が合併して一宮町が発足した.そして一宮町は岡山市の郊外住宅地としての地理的好条件
のため人口増加をみ .それVC伴V,住宅団地の開発や交通の兼備がなされ .産業も発展をとげているO
そして現在では岡山市と生活圏や続開 をひとつにしてvlると考えられ .昭和 40年 (19占5)
10月の岡山市および周辺町村広域行政連絡会譲が結成されて以来 ,同市-の合併が推進され .そ
の合併が成立するのも間近に追っている｡
(2) 一 宮 町 の 成 立
前述の通り一宮町は昭和50年 1月1日.一宮村 ･席屋下村･平津村が合併して発足したもので
ある｡｢一宮町合併話｣によると.合併の理由･経過はあらまし次のようであるO
(a)合併を必要とした理由
一宮村 ･馬屋下村お よび平津村は地理的VC舛凄し ,人情 ･風俗 ･習慣お よび生活状態などを同
じくLており.特にこれら鞠係村は小学校 ･中学校VC関する教育委員会を一部事務組合を組織Lて
共同設置し.中山中学校を共同管理し.なか金川高等学校親合(定時制 )を組級する関係村であり,
金川高校御南分校中山校舎を共同で管理してV,る現状7kどな考慮し .この際規模を大きくして強力
な地方自治体制を確立L,住民福祉の増進を図ろうとするものである.と御津郡合併申請苛に記事
れてvlるC,
(I) 合併に 関す る交渉経過 の概要
昭和28年(1955)7月8日,岡山地方事務所の指導により.関係5ケ村の村長(一宮村
長草野八郎氏 ･馬屋下村長岸静夫氏 ･平津村長丹原倍氏 )および蕎長の合同協議を発端とし,5ケ村合
同の委員会を設けるとともに .一方先進合併町村の視察･村内各球団体幹部および学取経験者との
協議会 ･部落懇談会等を開催し .鋭意研究をすすめつつあったか ,当地方は岡山市に舛接するため
住民の間に岡山市-の綱人を希盤するものがあり,5ケ村合併問題の表面化に伴い俄然その要望が
高まり,ついに平津村におV,ては同年 11月未 .一宮 ･馬屋下両村におい こ(i昭和29年(1954)
2月 1.日.いずれも岡山市に対し正式に解人の申し入れを行なうに至ったOLかL同年 5月開会の
市議会において編入見送られるに至り.同年4月 12日さらに幽係 5ケ村の村長･議長の合同協議
の結果5ケ村合併の線にもどり.委員会を継続することとなり.5月5日開会の第 4回委負会にお
いて一宮村 ･馬屋下杓お よび平津村合併促進協憩会を結成することに決定し .5月8日第 1回合併
促進協議会を開催し.具体的協議に入ることになったoLかし5月 15日急に岡山市購入問題が再
燃 し ,翌 14日開催の第 2回合併促進協議会において笹藩の結果 .再度岡山市へ解人の陳情を行な
うこととなり.5ケ村合併問題の上に-頓挫を来たす忙至った｡LかL岡山市編入問題も5月下旬
開会の市蛮会にかV,て再び見送りとなったため .6月 4日第5回合併促進協議会を開催し ,以来合
併の気運醸成に努め .9月15日開催の第 5回合併促進協訣会において5ケ村の意見が完全に-致
し ,合併条件協定等並びVC申合事項を蒋場一致決詠ナる忙至ったO
次に .合併条件協定審および申合事項を記すことにする0
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o 合併 条件協定啓
1. 形 式
対等合併
2. 新町の名称
岡山県御津郡一宮町
5, 役場の位懸
一宮駅付近とする.ただし庁舎新薬までは硯一宮村役場とする.
4. 義貞の選挙区その区画および各藩挙区に配当すべき観員定数
地方自治法第91条第 1項の定数によるO
-宮町議会議員の最初に行なわれる選挙は次の選挙区および議負数によるものとする.
第 1選挙区 (現一宮村の区域 ) 9人
第2選挙区 (現馬屋下村の区域 ) 7人
第 5選挙区(硯平津村の区域 ) 占人
5. 助役の定数 一人とする｡
d.失職者の処置
助役以下職月はすべて新町へ引き継 (◆ものとする｡
7, 財産 .営造物および負債の帰属処分
財産 ･営造物および負債に係る権利 ･義務の一切は新町へ引き継ぎ .使用 ･管理および処分
に関しては各々硯村の慣行によるものとする｡
8･ 小学校および中学校の通学区域
当分現状のままとする0
9, 国民健巌保険串薬の稽債
現馬屋下村VEおいて施行Lている国民健廉保険事業は一宮町の内 ,現馬屋下村の区域に お い
て引き続き施行す るものとする｡
10･ 各種団体の統合措置
合併後速か忙統合するよう勧奨するものとする｡
ll. 合併実施の時期
昭和 50年 1月 1日
o 申 合 事 項
l･ 5村合併は昭和51年 (1956)を期し ,岡山市へ病人することを前提とするものである
ことを相互に確認し .新町発足後速か忙その薬硯に最善の努力を払うものとする｡
2L 新町発足までに各村におV,て榛力滞納生理をするものとするC.
5･ 旧村から新町-赤字を引き継がなV,ことはもちろん ,引き継ぎ事業がある場合はその財源を
持ち寄るものとする｡
4･開村諸費は各々同様に協調Lて過大に支出Lないものとする0
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5･ 新町に対する旧村の尊重蔀項があれば相互に確密するものとする｡
占.合併により退職する職員がある場合は特別手当を支払うものとする｡
7･平津村大字首部は合併後首部部落自体の遊動により,岡山市が解人を認めた敏合は分離する
ことを承認するものとするO
このようにして新しく一宮町が発足したのであるが新町名を一宮町とLたのは .古来備前の国一
宮とLて吉備津奄神社を紀り.広くその名を知られているためと思われる｡
(3) 関係5村の概況
合併以前の5村の概況は ｢岡山県御津郡誌および鹿屋下村酷｣によると次のようであった｡
(a) 一宮村の概況
一宮村は蛮亀元年(715)塁5･改めて郷と在った馬屋郷に属L.帝政時代は尾上村 ･一宮村 ･
芋川市坂邑 ･西辛川村の 1邑5村であったが ,辛川市場巨は明治8年 (1875)に辛川市場村に
改称された｡明治22年(1889)柵 uが施行され .上記 4村が合併Lて一宮村となり.庵上村
は大字尾上となり,各 大々字一宮 ･大字早川市場 ･大字酉辛川となって一宮町成立まで至る｡昭和
29年 (1954)4月 1日現在の人口5752人｡
(b).馬屋下村の概況
吉備津彦命の御統征以来 .吉備平野⊥帯は巷政に忠まれていたが,特にこの村を中心とする地
域は褒美文化が発達L.これに伴って交通も頻繁であったことがうかがわれる｡銅の柵麻薬はその
著しいものであった｡盤亀元年より駅 (まや )席と称したO駅とは宿場の意味である｡この村が交
通の草餅にあたっていたことが察せられるOその後文魚 d年 (1595)の地方政治組級の変遷 .
明治 4年(1871)の廃藩健県 ,同 11年 (1878)の改革後 .明治 22年大窪村(旧称大久
保村 )･松尾村(松尾村･松尾村内東谷の合併Lたもの )･芳賀村 (滑水村･芳賀村 ･下芳賀が明
治8年に合併Lたもの)･福谷村(磯ケ部村･池谷村が明治 8年に合併Lたもの)･長野村 ･横尾
村が合併Lて馬屋下村となり,一宮町成立まで量る.昭和29年 4月 1日現在の人口2722人O
(C)平津村の概況
この村は津高郡馬屋郷に属していたが .藩政時代に妊佐山村 ･東播津村 ･中槍津村 ･酉檎津村 ･
山崎村･今岡村および首部村に分かれていた｡明治 1年 7月の廃藩倍麻に伴い区制を菜摘Lたが ,
同 11年区制は廃止才れたQ明治 22年町村制が施行ざれ .佐山 ･槍津 ･首部 ･山崎および今岡のヽ
5ケ村が合併子れ津高郡平津村となった｡同55年 (1900)御津郡となり.一宮町成立まで至
る｡昭和 29年4月 1日.現在の人口2457人0
3 現 況
‖)概 況
まず人口に関しては ,昭和 40年 (19占5)10月 1日には 8904人 ･世帯数 2080戸で
あったが ,45年 (1968)5月51日には 10542人 ･2555戸となり.さらに 45年
(1970)5月25日現在には 11584人 ･2919戸と近年急増の途VEあるoまた産業別人
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口梯成では昭和40年 1月現在 .総就業人口4897人 ,第一次産業 224占人で 46LO帝 ,第二
次産業 880人で 1aO飾,第三次産英 1755人で5519%となっており ,生産所得の面では各
々27000万円で 21.5啓 ,4700万円58飾 ,9560口万円74･7車で ,計 125500
万円となっているC (数字は一宮町役場調べと岡山県市町村勢要覧昭和45年刊による)
(2)産業の現況
(a) 第一次産業
-官町の姓薬は .岡山県艶薬の縮図といった感じで ,南部は米 ･麦の他蘭茸を生産し .中北部
は米 ･蒙の他果樹園芸が盛んであるCまた平坦部には疏菜園芸があり.促成栽培が盛んである｡昭
和 40年現在の曲家数は 1214戸 ,趨薬就業人口は 2547人 ,土地経営面概は .田 525,1ha･
果描闇 1551ha ･畑 80.8haで .759.Ohaとなっており,一戸当り60.9aであるo蘭草
は良男で .僻にその赴晶である尾上産の中継表Vi高鞍畳表とLて広 く知られているOまたマスカッ
ト･コールマン･桃などの解産物の生産に恵まれ .温垂ぶどうは県下有数の主産地である.加温マ
スカットは年末頃から火入れをされ .5月下旬から出荷され .東京や京阪神の市場へ出荷手れてい
る｡
また局部的ではあるが .東南苦随･よび北部では酪姓薬が行なわれ .昭和 45年現在酪出家 40戸,
乳牛 250頭を数え ,一宮町曲協の経営の下に牛乳処理場を設け ,町外からの集乳とあわせて市乳
として処理されているo
林薬は衰退してほとんど行なわれていない.なか昭和40年の保有山林面桁vj:655haである｡
(b) 第二次産業
昭和 41年(19日 )現在 ,一宮町内の番務所は鉱業 6･建設業 15･灘造築 52で ,従業
者は各 々25人 ･占6人 ･558人でvlずれも中小企業に属するo鉱業は石材関係であって ,大窪
および長野方面に採石場があり.大盤石として知られ主として建築用石材を産出L .特産品として
クレ-粉場に使用するフL/ットを送り出しているO避退造其の内 ,食料品業が 35･5帝･金属触造薬
24･2虜 .鉄鋼業?.1解を占めている.
(C)第三次産英
一宮町は .前述のように岡山市のベッドタウンとしての性格から,同市方面-の通勤率は 51
頭(昭和4 4年 10月1日現在 )と高く.商品の購入率も8割を占めてV'る｡商業はほとんど小売
商で 110余戸であるが ,地域の発展に伴い漸増の状勢にある｡また一宮町は医療機関にも恵まれ
内科 3･外科 1･歯科 1･眼科 1があるo
(3) 産 兼 基 盤
交通運搬は一澱 に便利で ,主要常道としては町の平坦地帯を東西に走る国道 180号線があり.
6線の県道が縦横に通じてお り,子らにその糊を縫って主賓町道があるo鉄道は国鉄吉備棟が通過
し ,備前一宮駅がある｡
一 占 -
また丘便地帯から舌僻高原に至る地域の自然緑地は .周辺に散在Lている史餌 ･文化財などと
ともに観光 ･レクリエーソ'ソ開発の戦痕として恵まれている｡田畑の用水は ,旭川の用水を引
用し,中北部地帯は油池に依存してか9,一般に水虫豊富であってほとんど早等のおそれはなho
(4) 生 活 基 盤
教育施設としては中学校 1･小学校5･幼稚園3があり,社会福祉施設として保育所 1･児童
館がある｡また小中学校にはいずれもプールを備えてV,右｡上水道は昭和 56年町内ほとんど全
域に布設され ,現在も拡張=事が進められてVlるoまた町内通倍連絡機関として有線放送現蕗が
あり.町民から非常に重宝がられている｡
し尿処理については ,収典方法は全部民営VC振って卦り.収集率が 8 4帝である｡
また町民の文化の度は比叡的高く,テレビ普及の当初においては県下第一位の普及率を示Lた
ほどである｡
(5) 一 宮町 の観 光
一宮町は自然の眺望がすばらしvl上に .幾多の史掛に恵まれてV,るOその代襲的夜ものを次に
記してみよう｡
(a) 吉備 津菅 神社
吉備中山の寮健に位思してお り,吉備国総額の銀所として古くから噂崇されているO
日蓮宗勧請のことから金川城主松田氏に焼き打ちされたが .元禄 10年 (1占97)池田飼政の
造営にかかった｡櫓皮茸の代表的な備前の神社建轟で三間社流れ造りの伝統を伝え .白木造りの
質素で格調高い本邦まれの優雅なものである｡拝殿 ･汲殿 ･祭文殿等は昭和 11年国費でもって
改築されたもので近代神社建築の粋といわれている｡境内の大石燈屯は安政 6年 (1859)痩
立されたものであり.高さ127n余 ,笠石の広子8畳とvlう明神造 りで全Ejiに稀夜ものである｡
また毎年 10月22日から11月7Elまで奉納菊花大会が盛大に開催されるO
(b)御田柏祭と御幡行串
各年 8月2日と5日に書備津彦神社で行なわれてVlる｡御田植祭は桃太郎 (舌傭津彦爵)の
鬼征伐にち女人だものと伝えられ ,貞盛哀民俗獲勅である｡
(C)鳴谷井姐跡
天正 10年 (1582)秀吉の高松城水攻の言いのせき止め跡がある｡長野川 (鳴谷川 )は
難工giiで水奉行が背任を負い切腹したという悲話が裁っている｡また鳴谷峡は仙境で竹沢のせせ
らぐ渓谷美がすぐれている｡近くには稲荷山奥の院などがある｡
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(a_) 茶臼山御陵
大 吉備津琴余の御釜で吉備中山の山頂にあり.⊥面芝生の地で岡山市街 ･瀬戸内海を一望の中
に眺められるO
(a) 車山 (ぎりぎりやま )古墳
尾上の南端IKあって古墳前期に属し ,見事夜前方後円墳で美Lv,I/ルエツトを作ってV,るO
(ど)石 舟 古 墳
尾上 .吉備中山Rt帝の山腹にあるo穴の中VC石棺があり ,たえず油水をたたえていZ,Oこの石
棺の墓石は備前一宮駅前に展示革れてV,るO
(g)そ の 他
辛川市場の小丸山古拙 ･天神山古墳 ,上芳賀の里人ヤコがキサイ(市川喜左術門 )の益 ,辛川
の古軸 ,西芋川大党寺石塔 ,報恩大師産Bi.の井戸など上げれば多数あるO
(6) 岡山市との合併問題 と地区開発
岡山市に隣接した西 ･北部町村は社会経済関係 ,行政的な緋題 ,開発進展の方向など行政の一体
的な運営を要請する要因を多 く抱えているので ,一宮町および周辺町村と岡山市の間に合併が推進
されているo
昭和 45年 4月2日連出の岡山市との合併推進決議を以下に記す｡
o 凍 案 理 由
東漸戸圏の中核として発展しつつある岡山市との合併構想は正に時代の普請であると思考さる
るにつき ,この際本町議会の意志決定を願うため本決議案を提出する｡
o 岡山市との合併推進vc関する決議
岡山市を中心とする岡LrL都市圏城は .所産峯都市の指定以来全国的な開発拠点として注目をあ
ぴつつあるが .子らに東湖戸圏の中核として新全総時代を象徴する福祉と市建設の共謀を図るべき
時期を迎えてV,ち.このような時代の流れの中でわが一宮町は岡山市たちびに近隣町村と相協力し
て町繁の福祉増進と産策発展VC努力してきたところであるが .生活交流 ,行政交流等の実態ならび
に将来を展望し ,予測される急散在都市化と地域開発がもたらす行政需要の増大および最近にかけ
る岡山市ならびに近隣町村との急速な一体性の高ま りにかんがみ .かつ岡山市が長期的総合的な福
祉都市建設構想を樹立するに当って .近隣町村との一体化を強く要請してvIZ'現実から .今こそ
100年の大計に立って近隣町村とともに遊んで新Lv,大岡LLl市の一発を担い大きく飛野を図る好
機であり ,またそれが束に町民の生活安定と福祉向上をぬかるための最良の方途であることを確信
する｡よって ,町民の理解と協力を得つつ近隣町村とともVE岡山市との合併を推進すべき旨決議す
る｡
以上のことからもわかるように一宮町は .岡山市と合併することにょって住民の福祉向上を期L
てV'るOまた道路網の整備 ･有線放送設備 ･上水道の施設 ･教育施設の建設整備 ･住宅団地の誘致 .
吉備高原総合開拓 パイロット職 ･湛水防除職 などの大宙薬が完成または進捗しているo
(桁 本 玲 子 )
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第 2葦 自 然 環 境
1 花梅岩の山地 と砂味 届の丘陵
槍醇の背山に登って一宮町の北方を連盟すると,性は中川のあたりを境として ,午)I以西の山地
と中川以東の山地とでは一見してその山容を具にするととがわかる.すなわち中)r以西の山地はか
なり急峻夜山々が峰をつらねてお9,それVE対して中川以東の山地は ,山地とい)より丘陵とvlっ
た方が適切と思われるほど低いなだらか夜山地がほほ南北につちか,ている｡
写真 2- 1- 1 なだらかに遠慮する砂環層の丘陵
(芋川市tBの道路よb東方の砂蹄属地故を遠望)
砂棟層地域は低くてなだらかな丘膜状を皇していることがよくわかるO
昭和45年 4月5日 森山伸一撮影
写実 2- 1- 1を見ると中川以東の山地が低い丘陵状であることがわかるてるろDoこのような
中川を攻とした東西両山地の山容の差異は .その山地を耕成してVlる岩質と対応するようである0
回 2- 1-2の地文図に示したように .中川以西の大部分は花樹岩地域であり(この地域の花樹岩
は中生代末から第三紀初期に迷入したもので鼎聾母花尚岩を主体とLてvlる),中川以東の大部分
は砂篠原地娘である｡また秒庶届けL^わゆる ｢山砂弄順 ｣と呼ばれてV,るもので .花梅岩 ･石英斑
岩などの火成岩薪を主とし .古生屈や中生fiの砂岩･展着をどの各確の唯硬岩や変成岩新たとも含
めて .多種類の丸まった様な含んだ厚さ赦 10m-1U0m以上にも及ぶ堆棟周であるO疎の大き
さは差異があって一缶には首えかへが .直径 1ロ～ 40C允の大きさのものも多い.そして唯壊し
た時代につvlてほ明瞭でないが .第三紀後期一洪現世のものと考えられている.礎が角がとれてか
たり丸くなってvlるところから.退去の参る時代にかなり大規模な河川によって耕 され .唯耕さ
れたものと考えられる｡
この花聞岩と砂礁屑の両地故の山地は対照的を様相を皇しているO先述したように ,花樹岩地峡
の山地はかな り急峻で谷も羅いが ,これVC対して砂俵層の山地はなだらかな丘陵で谷も淡い皿状の
谷であるO このことは図2- 1-3の起伏生国 (5万分の 1の地形図vc-一辺 5007W 方限をかけ･
十方眼内の投高点福豆と癒低点高庇を耽みとり.その高度差を出しそれを7段帝に区分した図 )か
らも款みとれる｡す表わち西部から北西部にかけての花樹岩地政は轟伏量が東部の砂藻屑地城と比
-9-
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0 1500m
5万分の1の地形図で500m節以下の
谷を埋めて作 った埋横切生面である｡
ベて大きいO このことは花鞄賢地
域の山地は急峻であり.砂鉄層地
域の山地は低くてなだらかで .千
の谷は洩いとと告示している｡
この低くてをだちかを砂横膚の
丘陵は山済まで開生され .主に果
樹園などに利用ざれてvlるところ
が多t^｡
写共2- 1-2 秒政層の露帝
大′J､さまざまな疎が混入して堆研している｡
それぞれの取はかなb丸まっている｡
昭和45年 4月5日 森山伸一撮影
写其2-1-5 秒取屑の丘陵の土地利用
(佐山付近)
丘陵は頂上までよく開かれ.頂上は温室浪増
に,斜面は果樹園に利用されている｡
昭和45年 4月5日 森山仲｢投影
写捉2-1-5のよ)吃 .山頂
までよく開かれてVtて .ぶどうの
温壷栽培が行なわれている0秒韓
屑の且変ではこのよう75光景がL
はしぼ見られる.帝に佐山･芳賀
毛どの果樹農薬の卓越している地
域では .砂牒層の丘酸を頂上まで
開墾し ,温室を建て7tり,果樹園
にしてモモ･カキなどの果樹を栽
培している.これに対Lて花樹岩
の山地は .急按で閉鎖しにくいた
め山hH乏とんと松や経木でかかわ
れており,山すその-部が閑藍子
れて畑に利用されている忙すぎた
いOとのように花偽者地峡と砂襟腐地検では .その土地利用という面からもかなり対照的とvlえるC
また花樹岩地域の山肌には ,しばしば直径 2-3何奴上もある岩塊がJB出してV,るのがみられるO
これは花樹岩はその飾理から風化侵蝕が及ぶので .風化の及ぶのが遅れる中心部分が宕塊として残
ったものであるQ周囲から風化手れ中心部分が裁っているため岩塊はかをり丸まっている｡岩石は
大気や水によって破轟作用5･受け土壌になる｡これを良化とい)のである｡一一般に花尚岩は結晶贋
であり耕成物賓の鉱物がかなり大きく.それぞれの鉱物は勲に対する膨張率を異にするので温度変
化の長期にわたるくり返Lにより.鉱物粒子間の蘇びつきがゆるんでばらばらの粒子になりやすい
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傾向がある｡風化作用VCtdこの温度だけでなく,水の硬結融解も大きな要因となるL ･また花尚岩
の中の黒蛮母や長石は水中の化学物質により化学的風化作用を受けやすい性質があるO以上のよう
な理由,/Cより,｢殻に花梅岩は他の岩石よ9も風化 ･糊壊しやすいとvlえる0
秒疎屑は先述したように,いろいろな概 の即 ;砂や粘土などの堆程物 と混じって堆壊したもの
であるから,その風化の梯子も花樹岩とはかなり異なったものである.すなわち砂棟層の風化は ･
個力の脚 ;風化苗れもろくなって士邸化してV,くので .花樹岩地域の場合のように中心部が大きく
残って岩塊となるようなことはなvl｡だから砂硬屈の且敦の乗面には小さな喋が多抽 出している
が ,花梅岩地域で見られるよ!?E岩塊は見ることはできないo
iた花触 地域では等尭 2- ト 4のよ9夜曲鮭がみられることがあるo先述したように花尚岩
は風化されやすいので ,山地の斜
写泉 2- 1- 4 嶺錐地形 (砂川中流部)
息奴な斜面と谷のさかいにできており巨岩の堵
他がみられる｡
昭和45年 4月5日 森山伸一撮影
面が急峻な場合vcは ,表層近くの
よく風化された物質が.降水や出
水時にくすれ落ちて運搬 ･堆穣さ
れてできた地形が崖錐である｡だ
から崖錐は急峻な谷鮭斜面の下や,
小さな谷の出口にできることが多
V,｡写爽 21 114のようにこの
地形は開生されてモモ･カキなど
の果樹園に利用され-L-いるところ
が多いOまたとの地形には大きな
岩塊が昇出しているのがよくみか
けられるが ,a.れは風化手れた土
壌がくずれるさい ,風化に耐えて
地表近くに残っていた花間貸がま
わりの士敏といっLLにくずれ落ちて他罪に露出したものであるO
-方砂傑屈の丘陵では .先述Lたように谷が皿状で洩V,ので花園岩地域でみられるような崖錐は
みられないO
図 2- 1- 4の水系図なみれば .花属岩地故の水系と砂礎屑地域の水系の様子がかなり異なって
いることがわかる. この水系園は航空写英と5万分の 1の地形図をもとにLて ,自然河川と降雨の
と車には水が流れると思われる明般復啓をとって記入したものである｡ これによると花樹岩地域と
砂礁屑地域とで総 ,谷の発蓮の春慶と谷の方向性におV,てかな9異なってvlるO花樹岩は一般に風
化 ･侵蝕に対する抵抗力が弱いため ,よく風化されたところは降雨により侵蝕 ･漣施されて谷が生
じやすいoまた花樹岩には節理など岩石の削れ方vc十定の方向性があるOだからその割れ目にそっ
て谷が発生しやすいとV,う傾向がある｡そのため花尚岩地域の谷には一定の方向性がみられる場合
が多vt.図 2- 1-4の水系図をみると ,接尾から長野付近にかけての谷は ,ほほ東北から西南の
-1C,-
方向に走っている谷と .ほほこれに底交する方向の酉北から凍丙に走ってV,る谷との唐合によって
柵成されている｡このように正交する谷の組み合せを格子状の谷系と呼んでいるO格子状の谷は花
崩岩地域の谷系模様の僻色ともV,える｡ この上)に花博営地域では谷が発達Lやすく,その谷に方
向性がある場合が多いといえる｡
一万秒硬層地域では ,山地は丘陵株で著しい比福をもたず ,ルーズた椎棟地屑よりなるので深V,
谷は数多くは発適LてVlない｡壕たこの砂棟屑地域の谷には特定の方向性は75く樹櫛班の河系模様
を畳LてvIZ'O
以上述べたような両地域の谷の様子の差異仕両地故の地形的紫観を異にする重要な要素とvlえよ
う｡
図 2- 1- 5は 5万分の 1の地形図上で 5007L帖以下の谷を埋めて描V,た放縦切峯両国であるO
切宅面とは谷を無視して尾根を迎ねた仮想の百であるovlわは山地の模型に布を聴 くかぶせたとき
の布の起伏ともV,えるoこの図上の作乾把より,山地が侵蝕されて現在のような谷がて卓Z'以前の
地形忙近いものを御元することができる｡
この切端面を見ると一宮町の範囲では .二つの山地両と一つの丘陵面を訊みとることがで薄るO
すなわち柏尾付近の 24D-2占07n前後と,飯盛山一.聯あの尾にかけての 100- 1207乃前乱
それに砂礁屑の丘陵地城の20- 807n前後にかなり広い平坦面がみられる｡そしてこれらの面は
北方よ9南方に僧段状倒重くなっており .このことはまた書傭市原形成の造地形過勤の機構を示唆
しているし ,また一考町が膏傭高原と岡山平野の墳VE位圧してV,ること5･表わLているともvlえよ
う｡
また図2- 1-5の切払面の†卸篭と長野のni]把等両軸の髄なところがあるが .現在の砂川の遵息
点もこのあたりVC位催してVlる｡このことは .現在の砂川の谷頭蝕 が下流よりこの超急点まで進
- - -- -
写凍 2- 1- 5 旧輪四の掛 ､谷 (横尾付近)
谷が淡く.山容もなだらかであるO掛 ､谷の
かくの-方まで水田に利用されている.
昭和 45年4月5日 嵐 山伸一政財
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んできてV,ると考えられる｡した
がってとの適意JR以北はま7t'現在
の砂川の谷頭侵蝕の及んでV,ない
旧諭裾の地形ということができる｡
だからこの遜急点以北に位置する
樺尾周辺の地形は旧倫裾地形であ
り,書傭高原の延長とV,A ,吉備
石原VE似た様相5:皇するO相馬周
辺も花樹宕地域ではあるが .今ま
で述べてきたエう75花樹砦地域と
はV'くらか地形の様相を鼻にするC
すなわち挿尾周辺の谷は旧輪廻の
性格を襲わしてV,て ,皿軟で放く
山も急峻ではたい｡写其 2- 1-
5をみると谷が浅いことがよくわかる｡そLてこの谷は浅くてかなり広V,ため ,かなり上部の方ま
で水田に利用手れている.
一宮町と高松町の境と在ってVlる花尚岩山地の山稜は .亀王山 (287m)一三光山 (1847n)
一大平山(1927n)と南Kのぴて ,その両端の名越山付近は古生層山地となり急斜面をなして吉
備津一境目の谷に落ちこむ｡その南の吉備中山も主として古生眉よりなる山地で一部vc花樹岩が侵
入している｡
一方束の津高町と境をなす砂喋屑丘陵の山稜も.南にのぴるKLたがって高匿を戚じ杭坂の南東
では 507nほどVCなるが .山浦の商で西南西-東北東にのぴる古生層の山地 ,相棒の山(9 5nL)
一坊主山 (120m )でさえぎられるO この古生層の山地の爾面は花尚岩が露出して ,ところとこ
ろ励塵地形をみせて ,ここでは常北7JIから西南西に流路をとる笹ケ瀬川の谷に落ちこむ｡ この笹ケ
瀬川の谷を越えて南には失坂山一京山のBad_land.化している花樹岩山地がみられる.
一宮町南部の山地を構成する古生屑は山口層群に対比されているもので .灰黒色夜vIL熊色で撤
密 ･堅硬夜粘板岩よりなり.ところによっては砂貿枯硬岩 ,砂岩を含みまたホJL,ノフェルス化し
ている部分も多い.この地域の古生膚の走向は西爾西一束北東であり,北藩の傾斜をもっている｡
この走向は古生屑山地の山稜の方向と近似のようである｡また西帝酉から東北東を示す古生屑山地
の山稜方向は .それと平行する昔備津一境目の谷 .棟木⊥首都の谷の方向とともに ,一宮町両部の
地形桃造の主方向である｡この方向は昔備高原再縁地域VCみられる主賓夜方向であり,吉備高原形
成の梢造過勤の表現と考えられる｡ (森山 伸- )
2 対 照 的 な 砂 川 と 中 川
一宮町を耳流する砂川と中川とは ,その河川の状況 ･流域の地形 ･地JiEなど ,きわめて対照的で
ある.今岡付近から両河川流域の山容を眺めると .その対照拘な差異に気付く｡砂川流域の山容は
急峻で .中川流域の山容はなだらか夜地形を呈している0 1で述べたように .この差異は両河川流
域の地質構成に起因している｡ 15万分の 1の岡山県地懲図を使用Lて .砂川流域の剤 地JEを区
分すると ,花嵐岩地域 87留｡沖概層地域 15好と主に花闘岩で占められてV,る｡中川絶域では .
花樹岩地域 48多･砂襟屑地域 56帝･沖税同地域 1占帝と砂磯眉地域の占める削合が多vl.この
よう七両流域の地賓構成の差カi山容を対照的なものにしてV'る原因の一つであろう0両流域の･LJ客
が対照的なことは .国土地理院発行の地形図からも靴みとれるし .またこの車の 1で示されてV'る
切峯面図 ･起伏立国にも表現されているO図 2-2-1に一宮町をrr流LてV'る砂川と中川の両河
川の概略図を示す｡ただし ,両河川の津南町を流れている部分は省略Lてある.
砂川は ,源を津高町日応寺fl近忙発し ,笹ケ瀬川に合流するまで約 15Kmの延長距敵をもち ,流
域面柿は砂川が山地域から沖放平野に出る出口の大窪までVCついて地形図上で書棚け ると約 14.4万
m'である.そLて砂川は ,高清水山から流れ出している支流と ,梯尾盆地から流れ出している両支
流が .津南町El応寺付近に涼を発L ,績局地を通って流れてV,る砂川本流に長野上流付近で合流L
ているo接尾盆地は .青備島原上のノJ壇 地を想超させるような旧輪廻の盆地ち･その山容は別含状 ら
- 18_
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図 2-2-1
か石 谷も皿郎 逸る｡盆地内の支流の河床VEは,抄の堆顔はほとんど見られず .ところにより花尚岩
の甚盤が見られるOとのことは ,旧輪増の谷が新しい侵蝕をうけてV,ることを示L ,旧輪廻の谷そ
のものでなV,ことを意味する｡砂川の本流は古尾より少し下流VCKnick point(遷亀点 )をも
ち ,構尾盆地から流れ出してV,る支流は .新屋故より少し下流の八大屯王の御滝付近にknick
pointをもっている(等充 2-2-1)o
写其2_-2-1 砂川支流のknick point
付近の急流 (御滝の茶上)
韻尾盆地から流れ出している支流の遊息点で河
床には花樹岩の基盤が諸出している｡傾斜 12
- 150 0
昭和45年 4月 三宅精一機影
図 2-2-2は.2万 5千分の 1
の地形図より吉相りLた砂川の縦断
面図であるO との図からも
Knick point が判祝できるo
砂川はknick poinC 付近で
は ,花闘岩の基盤の上た柑れつな
流れが岩をかんで流れ .そのせせ
らぎに野鳥の快いメロディーが莫
Lく-ーモニーLて ,繰Lたたる
ような谷間VCさわやかに広がる｡
この車の 1て示された,-Jk系図を見
ると ,長野付近までけ乱交する水
系が目立ち ,格子型水系てあると
雷えよう｡これは .長野付近より
上流の花樹岩地域の割れ目の方向
性に起因しているものと思われる｡
1
_ I -i - I-- I--
5 10
図2-2-2 河川縦断面 (砂川と中川 )
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長野より下流の河床では .環が散放して砂の堆棟が顕著になり,砂川は次第に天井川の性質を帯び
てくるoLたがって ,砂川を天井化Lている砂の供給は .knick pOiut より下流部の急峻な
粕 裾の地形を皇す花憐岩の地域からのものであると思われる｡そして .この地域の山鍵には崖錐
地形と思われる巨硬がElにつく(この牽 1の写共2-2-4を参照 )｡砂の唯横が見え始めた
knick poir]t より下統部で採処した河床抄硬の分析結果および砂川の焼断面図を図2-2-5･
図2-2-4･図212-5に示す｡河床か疎の採如 ,その場所の平均的な状況を表わすとみられる
部分をとったが .少丑であるので戯解才にはいくらか欠けると思われる.なお ,砂の採典屯所は図
2-2-1VC官己入してある｡¢尺度と粒径との対比未を葬2-211に示すo
襲2-2- 1 粒径 と ¢尺 度 との関係
粒 径 (加 ) ¢ 粒 径 (h2m) ¢
1 占 -4 1 0
8 -5 0.5 1
4 -2 0.25 2
図2-2-5･図2-2-4の累加曲線･粒径ダイヤグラムを注意して見ると.特異な現象に気
付く｡｢投に .河川の砂の堆原物は ._上流から下流に行くほつれて砂の粒径は次第に小手くなるの
が普通である｡砂川の場合 .砂の粒径が次第に小さくなってVlるのは調査地点 7までであるoとこ
ろが ,調査地点8- 12では .粒径の大きいものが次第に増L .,Jq い粒径の砂が減少しているo
この現数は何に頓司するのであろうか.この原因について .解明する具体的夜祭科はまだ持ちあわ
せていないが ,大窪より少し下流付近の宅地造成に一つの原因があるのではなV,かと思われる節 も
ある｡また前述Lたように砂川流域は主忙花尚岩で占められており.knick pcint より下椎
の河床vE堆概している花樹岩の砂は ,川水を大変最速させやすい｡横断面図2-2-7を見ると砂川
は .完全に天井川となっているoLたがって .僻に新田付近より下流において .川水はかなり浸透
しているものと思われる.大聾付近では .砂川の耽連結遅 くたり,辛川市場付近では ,砂川の水は
全くなくなり伏流してV'るO以上述べたように ,調査地点 8- 12は ,流れが遅くなってV,ること
や伏流Lているため .大雨の時は (この時は砂川は下派まで水が流れる )流速が増すため ,そこに
唯耕してvlた粒径の小さい砂は迎び去られ ,粒径の大きい砂は遊ばれた9,そこに唯練するのであ
ろうOそLて .大雨が過ぎると砂川は .再び元の砂川VEもとり,粒径の大きい砂の堆伊がそこに見
られるものとも考えられるが .まだ政測忙すぎない｡
一方中川は .源5滴 高町富盲に発し ,笹ケ瀬川に合流するまで .延長臣松約9b ,松尾橋まで流
域面研約7.7万秒をもつ(図2-2-1を参照 )oただし .図2-2-1でVi.浄高町を流れてV,る部
分を省V'てV'る｡砂疎剛 傾 城面所の 5絹 も占めも中川は .河床砂碇の唯凍結.砂川ほど著しく
夜vlようである｡川水は伏流することたく常時凍れていもOそLて .中川流域は .地形がなだらか
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図2-2-4 粒径ダイヤグラム (砂川)
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2_i o o m
図2-2-5 砂川 の横 断 面図
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｢なためか .山頂まで開拓され ,温垂ブ ドウ･桃などを栽培する果樹園地帯として有名である.中川
舵 ,砂川に比べて1流から下流まで ,誠岸=蔀がよく孜ざれてV,る｡中川から採典した河床砂硬の
分析結果を図2-2-占･図212-7呼 ,河川柏断面図を図212-8に示すOたか ,河川横断
面図は図2-212に示してある.図 2-2-i･図2-2-7を見ると特異な現康に気付くOつ
まり.調査地点 5では-2¢(JhZDZ)より大きい礎が .かな9の丑を占める.ところが .執査地点
5では .-2少より大きい裸は ,全銀なく-1め(2Ju)より小さV,砂のみて占められている｡ こ
のことは ,一郎 風化 ･良蝕すれやすvl砂感屑地域から供給ざれた紗疎が .過般中に次第に摩耗し
て ,棟が見られたくなったと考えられるoLかし .前述したように .砂疎の採典皿が少たいので .
′半 ノ -4 -1 0 1 〆
I-十 一二 十
1 -1 0 1 ダ
/CO
TC
二__I- _ : I /-_ 図 2-jJ 何錠砂裸粒径累加曲線
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図 2-2-7 粒径ダイヤグラム (中川)
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図 2-2→8 中川 の蛸断而図
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戯密さには欠けるO樺断面図から計糾した砂川下流と中川下流の梯断面萩と川倍を乗 2- 2- 2に
示す｡
表 2- 2-2 砂川 と中川の 柿 餅画 餅 ･川 原
調査 地 点 番号 横 断面 凍 (仰 ) 川 原 (7n)
中 川 l 5 2ム5 18.9
4 ll.5 9.7
2.4 8
i砂 叫 1 10 57.i 28.1
ll 44.8 22.0
この表から中川下流は .砂川下瀧 に比べて川幅も狭 く.榔断面餅も少ない.特に .中川 4の地点
では樺断面秘が少なく,しかも ,直角に曲流している所であるOそして ,中川は秒硬屑がその流域
面辞の 5占帝も占めているため .雨が降ると砂硬層を早 く透水し .中川-の水の流入が痕も早V,ち
のと思われる｡ これらのことが ,しばしば見舞われる洪水の際に彩申してくるものと思われるoつ
まり,中川は砂川に比べて.(1)梓断面稗が少ない｡塀に ,今岡下純の直角に曲流している部分で少
なvlo(21松尾から今岡の区間では .曲流部分が多 く.今岡下流では直角に曲流している｡(3)流域面
額の5占虜を占める砂牒周は適地 三が大きいO(4)1且上までよく開拓され .山肌が樹木などにかかわ
れてなV,ため ,保水 (含水 )丑が少ない｡(5)河韓には細粒砂嫌が多vl削合を占めるため ,河水の敦
透丑が少ないDという五つの濁表が洪水の際考えられるO食後に対照的な中川と砂川を簡単に襲 2
-2-5に示すO
琴 2- 2- 5 対 照 的 な 砂 川 と 中 川
砂 川 中 川
河 川の延長 距 離 15 9Em
流 域 面 併 14_4万.m> 7.7万m>
表 層 地 質 花 倒 岩 花偽者 十秒礎屑
川 幅 広 vl せ せ い
梯 断 面 横 広 い せ ま い
山 容 急 峻 な だ ら か
砂 横 の 堆 席 丑 多い (天井川 ) 少 な い
河 床 の 没 適 性 大 ノ｣､
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(三宅 和一 )
3 沖 積 平 野
(】) 押掛平 野 の形 成
一宮町の南部一帯は ,低平で肥沃な水田地帯となっている｡この平野は仲裁世 (約1万年前～
現在 )における晦健によって形成された低地で,神領届よ9梢成されているが,海岸地域でのいわ
ゆる沖m'屑とは押掛世のみならず ビ-ルム氷期の偉大海面低下期 (約2万年前 )がかわり ,海面が
上昇しはじめて以降の堆解物をひとまとめにして沖冊層とよんでいる｡
この海面上昇のありさまは ,貝塚爽平によると ,模式的には,下図のようであったと考えられる｡
これは ｢世界各地の安定地域において ,梅両付近にすんでいた生物の池体の年代の深さの関係をも
とめたシェノL 卜'などのグラフを参照にしてえがかれたもので .欧米のビュルム氷期から後氷期にか
凍叙 位 ビ.1 1レム 永瀬 沖 耕 せ
幽 ｣ 幽
中 瀬 施 せ
身 凍旦 j嘘 々
河 ノ臥 よ､は"此 谷
谷息iEi=｢
(煤 汝織 布)
励 他地鉄a
三 角 叫____二
m叫 ･鵡
図 2- 5- 1
約 2万年前以来の海面変化の樺式曲線と海岸地形および神域層の形成
性,日本の考古学 Ⅰ先土器時代 41ページよ9
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けての氷河の後退とよく対応するだけでなく.わが国の海岸の押銑層の屑相の変化ともよく対応L
また海岸地形の変遷をもよく醗明するOすなわち .日本の沿岸の沖析屑はt='エルム氷期の谷を埋め
たところでは ,たV,てVl下部よりF下部砂硬眉Jr中部泥層｣『上部砂硬屑Jよりな曳ところによ
っては中部泥層のあいだに帝い中部砂眉があるoa,のうち砂鎌層は海岸停滞期に河川または河口堆
軒物として ,泥質層は海面上昇期に沖合海底の堆鋳物として形成子れたのであるO この経文棒進と
よばれるものは ,縄文時代前期に最高位に適し.その後 ,多少の海面低下によって現在の水準にさ
がったことが .日本各地の見場 .とくに関東地方の且頓の研究によってしられている｡なお ,縄文
時代前後以降の海面の相対的変化とLては ,縄文時代中期 ･後期の両面低下や弥生時代とろに小さ
い海面上昇糊が考えられてvlるO｣と甘かれている｡
これ5:一宮町の沖横低地を含めた岡山県商の沖鋳平野につvlて見てみようO瀬戸内低地帯に ,外
海から海水が侵入し始めるのは,ちようと岡山市地域やその周辺地域に .旧石器文化最後の人々が居
住していた頃で今から1万年位前と推定されてvl右｡これ以後瀬戸内の内湾における著しい沖耕作
用が始まって粋筋世に入Z'のである｡一宮町の平野を含む岡山県帝の沖桁低地にも海水の流入が始
まり,海面はじェじェ忙高まった｡この海面の上昇は洪萩世偉終氷親以後から沖攻世中頃 .文化時
代でいえば旧石器時代終末から縄文時代早期に至るまで抵抗され .縄文前期になるVEかよんでよう
やく停止する｡
??
?
?
?
A文投ル仲
堺の土船
4文法朋飴
b①土Z;
Jt文中期の
土石
文化止軸な
し
駒山沸正史 17Pエ9
鼠2｣ 12
大内田且甘地計状#煉式園
縄文中期宋までは ,こうした海面上昇とともに沖耕作用が進み岡山
腺雨の沖q(地峡に淡海がLii来ていった｡これが中期末から後期にかけ
てはさらに進展し,山稔の浜辺ではすでに汲水化の傾向があらわれ始
める｡
この好例として一宮町把持環する吉備町の大内田見頓があげられる0
この見壕についての配速を ｢岡山市史･第｢嗣 ･原始時代 ･第二飾 ･
縄文文化後半の時舶｣の中からひろってみると,｢この点堀は ,国鉄)
山腸線庭瀬駅閣部の独立山塊北斜面につくられたもので,瀬戸内の縄
文辻跡独特の立地点 .つまり谷口VEつくられた砂洲状地 形VEの っ
ている｡発掘した虐下部は .甘灰色粘土博で .これには遺物が見られ
なかった｡この粘土層の上のカキの細見層の上には,角膜交じ96泥屑
があり,カキ･-イガイの欽丑と ,後期樋 の縄文式土器が発見され
てV'る.子らにその上膚は-イガイの屑で .カキ･ヤマトツ･}ミを倣
Li一に交じえ,後期中葉の縄文式土器を包含してvlたo最上部の見屑は .
ヤマト./ジミの純艮眉で .後期兼の縄文式土器が採典されているo｣
とある.以上の上)夜ことを価単に図示すると左のようVCなる.
こうした-y束は .大内田見守周辺の海が ,骨色粘土層が堆析したと
思われる深い海の状態から経文中期から後期末に至る間VC,カキの主
として棲息する高城水の状態から.やがて ,-イガイの観象に適した
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図21 515 ポ-リンク柱状図(矢板平射 ~胤地所のポー リング調査よb作成)
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状態となり,ざらにヤマトソジミの観払する低威水たいLは中鮫水の状層へと進んでいった沖耕作
用の前進をよく示している.
一宮町では欠坂の平砕牛乳の所のポーリングのデータがあり.これによって当地域の押掛作用の
あらましを推察することができるoこのデーク忙 よる と,洪耕世戊末期には .この地域は現在よ
り50激 7,i低い谷をたして古荘ケ瀬川が流れていたと考えられるQこの谷は .備爵瀬戸東部の洪耕
世良末期の-40--50mの平良而忙対比されるもので あ ろ う｡この谷は洪解放碇末期以後の
海優によって次第に盤研ずれていく｡進底砂層 (28- 54m )の上 ,22･5m- 28mまでの粘
土層結 ,粘土の色が甘色 ･線色系統のものであることから比校的疾い所で唯帝したものと考えられ
るoその上部a･om～ 22･57花までの間の粘土とソル ト質砂 の互周があるが ,これは小さな海面低
下や海面上昇を表わLてV,るのであろう｡ この時代に/Jルト更紗が出てくるようになるから.粘土
の堆軒する状態から少し伐術の状態-とうつったと考えられる｡さらVC.その上部打 .軟弱なシル
ト質砂 ･シルトが唯併し .子らに ,その上に砂が唯棟している｡この時代になると海は後退L .こ
の河口となってV,たと考えてよかろうo
経文幣適期の碇大海侵の範囲ri.沖村面の拡がりから ,大建 ･松尾･神田あたり7tで ,広く湾入
していたと推定される｡当時 ,帝の西側は大平山から名越山-と岬がのひ ,その先は狭V,水道で切
れて.吉備中山が離れ島として浮いてvlた｡湾内に仕上今岡の丘陵が小島として浮いており,湾の
繁忙低い砂棟屑の丘陵が櫓を拡げたよF)に商にのぴ ,その-つの支脈(,i山崎付近で海に没し .さら
にその東の支脈は ,古生眉よりなる坊主山 .楢津の菅山につながり.その先は津島につづく水道で
切られ ,その水道を-だてて南に矢故山 .京山の花樹磐の山塊が島となってV,た｡やがて海は砂川
三角州を前進才せつつ退いて ,低醍な沖席平野が海面上VC毅をあらわす｡
この平野部が一応の安定を見せるのはvlつころであろうか｡ここに手がか9となる史料があるD
｢岡山市史･鰐的拐 ･岡山市の条里 ･第四節･搾南部条里の南限と岡山市西境｣に ｢笹ケ瀬川下流
には ,今もなお地 的三日月湖を残L.笹ケ瀬川の流路変化のはげLさを示してV,る｡旭川の-支
流が睦水川用水路方向の旅路をとっていたとも推乱されるO
この浄福デルタの生長と魚里の隣保はとうであろうかO駅屋郷条里の爾限結尾J:-野山を椿ぷ感
であるoその商に大安寺流群数脚痕にみえる長江原と比莫幣原がソロンティ7-として梯たわって
いたと考えられる.
大安寺流記獲財帳に
御野郡五十町歩 ,長nI上京 ,四重
来丹比英人墾田 ,南海 ,酉酔高堺江
北石木山之限 .右天平十六年納鳴者
津高郡五十町 .比糞柴原 ,四書
東堺江 .南海 .簡備中境 .北山杯
百姓墾田捷之眼
とあり.笹ケ瀬川が入江状に入り込み ,左岸に長江原 ,右岸に比糞笹原があったことがわかり,
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比美柴原がLLI塵G.亡り両にデルダ決に突出していたとも知られる.上記驚財帳に此美葦原の西の僚
中塊が参るとLるされているo当時にかいてば比美滞原の東は堺江 ,南は海となってお り.北は山
女ちびvc百姓墾田碇であるから.その想像図を現地形の上VC描けば次のととく在るO｣とある｡
この蟹料から考えられることは ,当町南部
図2-5-4
現在の岡山市西境すなわち備前国の
西境村沢を奈良時代に改元した岡
岡山市史よb
の押掛低地は ,平野となってV,なV,が ,大部
分の平野はすでに条里のひかれた安定Lた平
野となっていたと考えられZ).
(2) 沖研平野の性質 ･形状
上記のように形成された平野はどのような
性質 ･形状を待つものであろうかとvlう功を
訳べて見よう｡
平野の画餅は .約 6.5戊であり.その範囲
は磯ケ部からどうどう池の所のほうまでかよ
んでV,たと考えられるO高庇は1万分の1の
地形図に示耳れてV,る高度から水田の面の高
度を求めてみると図2-5-5のt:とく怒る｡
低V,節 (久保谷 )あたりで ,1.5- 1,47nで高V'所 (大建 )あたりで 871近 くとたる.大窪あた
Dか ら,徐 々に低まっていき辛川市場あたりVCなると ,ほとんど傾斜の考えられない平野とかわ
るOこの図からみると ,大窪の谷口を戚状地的といえるかもしれなvl. この事は ,大窪一帯の水田
高庇を細かく調べてみると,よりはっきりと把握できると思う｡また散泊のあたりは内陸ではある
が ,大窪あたりよりは .ずっと低 く,どうどう他の直下の水田での高度で5mぐちV'である｡高座
につV,て付記しておきたいことは ,当町の冠水地域についてであるo
冠水地域結 .低地であると同時に排水不良の土地である｡ こ こは ,地形的には ,.沖村面の傾斜の
遷疑点付近に位偲L ,徽扇状地的な傾斜から三角州的平坦面に番行L傾度が緩 く変る地域であるO
子らに ,この地域では健性的な地盤沈下があると思われる｡
5万分の 1の地形図を新旧二葉とりたして水車点の高度5:比較してみよう｡明治50年測図 ･大
正14年第 2回修正測図の地形図によると .備駒一宮付近の水準点両度は219A7nと記されてお り,
明治 45年勝正測図の地形超では ,2･87,Lと記されてvlる｡大正 14年一昭和 45年の間に 10m
程度の地盤低下がかこっている｡こうLた地盤沈下は継杭的におこなわれてきたと思われる｡また.
昭和 21年の南海大地笹にともなって地盤沈下があったことが記録されている.
｢地盤沈下復旧耕地-S菜計画｣によると .地域は中沖地区で排水状況として次のようにLるして
いる｡｢本被等地の排水は本随門により自然排水されつつ有るも昭和21年の南海霞災に基因し地
盤沈下 55an(調査捌丑の締果樋底標高沈下前o･587n.沈T後 0･28m･)を来し爾来高郷時及洪
一･52-
図 2- 5- 5 高庇分布図
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水時に潮水及適流し地区内-の投入甚しく排水不良となり湛水数 日に及ぶ聾有Do｣
以上のような地形的条件の地域が,醍 /瀬川･中川 ･砂川の三天井川の高V,堤防と ,国道 ,国鉄軌
道敷等に囲まれるとV,う人為的条件が加えられ ,それがJ=流域の出水 .排水の状況と排水路の条件
とからんで湛水地域となるものと考えられるO
次に沖耕低地の土壁分布について述べよう｡次の図は出協の土壌調査であるo
平野の北部は ,砂風土が一般的で .平野両部は植士あるいは枯壌土が｢般的である｡これは砂川
中川の河川の砂の粒慶を見ても上流部は砂状の粒の大きなものでも9.下流部は粘土が多くなる｡
図 2- 5- da 土 類 分 布 図
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図 2- 5- 6 b 土 類 分 布 図
砂川 .中川け平野に出るとしだいに天井川化する｡とくに ,前述の平野面の遜暖点付近で著しい
ようである｡天井川とは ,いうまでもなく,河床がその岡津地の平地よりも高い所にある川をいう
のである｡天井川地形の発達している地方では多くの砲合その川の上流地方が花樹岩地であるo花
蔵岩の風化は化学的に分解Lて土執となることが遅 く樹木の生育を遅 らせ る.洪水の際は ･その
土砂が多血VC押し流されて .平地に出ると .それらが河床に准看け る.河床が砂のために布くなる
と .水が各方面にWLれると耕地を埋めるので人は築堤 して流路の固定をはかる｡流路が定まると河
床は .ますます高 くなるので ,その砂をかき上げて堤防 れ たいVL高くしている. こうして天井川
が形成されるO砂川は .その名前がすでに天井)J地形を形成する条件を示唆しているo砂川 ･中川
両河川とも山間の盆地渓谷を流れてV,る区間にかいては .あせ り多 くはないが ･ある程度の水丑を
もっているが ,平野に出ると河床は砂のみとなって平野面よりも高 くなるo特に砂川ではこの傾向
が薯Lv,｡天井川地形を皇している河川は平素は水が滑れて降雨の際VEは一時VTL常水を流すので髄
概用水を恒常的得ることにあまり僻 はできたいので ･神田の大池的 じめ ･奥田池 ･今岡の大池
など各谷に溜他を造 って水田に搬概している.しかし ･それITも質草には髄水不足を告げるので平
封の中央VCも升池を築いて貯水しているo
(国分 寛仁 )
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4 湛 水す る平 野 と治 山 ･治 水 問題
川 湛水地域と湛水防除
一宮町の南部は ,沖耕低地が広がり.笹ケ瀬川 ･砂川 ･中川 ･西川をはじめ用排水路が流れてい
る｡ この地域は.主として水田地域で大雨ととVC冠水し ･湛水するり図21 - 1は ･一宮町南部
の湛水地域を示す略図である｡
図 2- 〟l l 一 宮町南 部湛 水地 域 略 図
この湛水地域を三つの地区に区分して .仮りKA地区 .B地区 .C地区と呼ぶことにするO国鉄
吉備線と吉備中山にはさまれた西川流域のA地区 ;砂川 ･中川 ･笹ケ楓州･の堤防で囲まれたB地区
(中沖 );その束の中川と笹ケ瀬川との堤防 には子まれた国道 180号線の南北にまたがるC地区
が最も湛水のはなはだしい地域である｡そして ,これらの地区ld,背からしばしば湛水する地域で
あったようである｡明治末年から大正にかけて .一宮村では毎年 .地価制限外課税を行ったことが ,
地価制限外哀話祥空砲 として記録されている｡これによると一宮村では ,湛水防除などのための土木
費の占める割合が大きく,その財源として地租制限外課税をせざるなえなかった-B席を述べている｡
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岡山煉御津郡一宮村会襲決せ
不村費支弁ノ為メ左ノ諜峯ヲ以テ地価副
ヲ賦課スルモノトス｡
宅地地租 金宅円二付拾弐銭六厘
一地価割
井他ノ地租 金壱円=付弐拾九銀四厘
伯 ,明治 4Ll年度分
明治4 4年 5月9日誠決
御津郡 明治 4 4年 5月 15日
一宮村 発第 217号
地軒別限外課群ノ勧 請
本村会二於テ経常費支弁ノ為メ別紙ノ通
り地価割地租制限外紙税ノ件議決候二付許
可 ヲ請 フ｡
明治 4 4年 5月 15日
岡山県御津郡一宮村長 伐野魂尺
理 由 零
本村ノ地勢クルヤ概ネ平tfl殊二両半部ノ､
低産ニシテ悪水滞溜スルヲ以テ東隣平津村
卜組合ヲ設ケ底樋水門ヲ設思シ笹}/瀬川ノ
下粍二放出シ笹ケ顧川-年 土々砂塩梅スJI,
ヲ以テ沿岸ノ諸相往昔ヨリ組合ヲ組級シテ
之L,カ淡味 ヲ行-.)用水-東一塁半以上 ヲ
隔ツル旭川分流ニッチ御野村外五ケ村組合
御野村外十ケ村組合白石村外-ケ村組合管
理ノ樋管及水路ヲ経テ笹ケ敵川ヲ犠打流入
I/北方或-西方二逆流セ･/ムルノ恨行ナl)
且ツ笹ケ瀬川ノ支流クル砂川中川ノニ所村
内ヲ商流セルヲ以テ之等用悪水難及組合斐 ~
-多額ノ支出ヲ畢セリ此経常費ヲシテ戸別
割三昧扶センj'J細民ノ負埴こなへサルノミ
ナラス用悪水費-寧口土地二賦抹スルノ適
当ナ^ヲ認メタル-付明治四十一年三月法
律第三十七号欝五条舞二項三号二依り鯉止
地価制ノ制限ヲ超過ソテ賦課徴収スルコト
ヲ茅決シクJL所以ナリ｡
文召汚緊 円 四月什九日
#
長闇了 部 花甲第二七八号
一宮村役場
四十四年五月二日受付
第五四四号
内務省地節粁二六1-ち
明治四十四年三月十三日発第二｢一七号爵討i
岡山県働捧郡一宮村村会讃決明治四十四年
度地喝附加萌制限外課税ノ件許可ス｡
明治四十四年四月什七日
内務大臣法学博士男爵 平田京助
大蔵大臣 公路 桂 太郎
岡山県御津郡-宮村明治四十四年度歳出一覧表
経常盟 ･ ･- ･- 計 5.855.8ム5
土木慧 1028.680
通路修繕Tti,橋梁修繕飛,塊防修繕Ft
摘 鞄弛発
電 帝柴 Ar
頓管並堪:攻守
壱首円
五給円
参百八拾五円
四拾円
諸費
臨時壁 -･･--･･････計 1499.555
合計7555200
用悪水路f2及組合焚負払額取調官
用悪水路や五首七拾五円
円訳
金百円 木村円堤防修繕安
全五捨円 仝 潜他罪
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金参官八拾五円 仝 用惑水路竣汲祭
金四拾円 仝 樋管修繕史
--､用悪水組合祭負趨金弐百四拾五円拾六鈍六厘
内訳
金四拾九円参拾七鋲九厘
一宮村外-Ji村組合賢負姐
金七拾円八拾弐銭七厘
白石村外一々村組合盟負担
金参捨参円参捨Fe銭
伊島村外七ケ村総合焚負担
金四拾六円七拾鋭
御野村外五ケ村組合iI負担
金四拾四円九拾五鈍
御野村外十ケ村組合比良也
合計 金八百弐拾円拾六銭六度
右之通9-健也
明治四十凶年三月十三日
一宮村長 浅野奏尺
この ｢地価制限外頚捕13斬｣は,明治14年から大正 15年 までが見出されたoそのflB類から-宮村
の歳出額と土木費とをめきたしてその割合を井出すると次の表 2-4- 1のようになるO
黄 2-4- 1 地租制限外課税蘇師と同唖類に記録された一宮村の歳出甑と土木史
一､年＼ 爵決月日 申請月日 l許可月日 歳出A (珂 土木史B(円) B/A (%)
45 2.28 5. 2 4,24 7659.822 1855ー500 15.8
大正 2 2.27 うー 5 4.14 805&800 1160,000 14.4
5 2,24 2. 20 5_ 4 9445ー559 1202.800 12-7
4 2.18 2- 20 I 4,15 8489.826 1245_760 14.7
5 2.16 2. 21 5. 24 8567.615 1510.000 15,5
占 2. 7 2. 9 4. 10 8占54.180 1550.000 16.5
7 2.22 2, 26 4. 8
8 5. 7 4.15
9 2.25 5. 5
12 l
晦日 i)土木武円訳 (ir)空白部は不明
通臥 橋梁.攻防修括貿 OiI)御津郡一宮村役場 ｢地価制限外蔑懲類｣よb作成
溜池費 ;栴菓盟
債菅並堰埠盟
諸 丑
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これを見ると,明治末から大正にかけて土木祭の占める削合が大きく,そのため地唖制限外課税をせざ
るをえなかった番佃を察知しうる｡とのこと帆 しはしは湛水する地域をかかえて治水 に腐心した様子
をあらわしてレゝる｡
さらに.昭和 2 1年の南海地EIiによって55C冊も地盤が沈下したため.高柳時や洪水時には,潮水 ･
洪水が逆流して地区円に侵入し排水不良となb淋水に拍灘をかけることとなった.このため,排水を上
くした9.潮水 ･洪水の逆流を防ぐべく昭和 28年 12月18日から昭和 27年5月21EH,CかけてJ_
拳がなされた(甲仲地区樋門=号l｢地盤沈下復旧耕地争葬計画畝｣に上る)｡現在でも用排水路の野原,
僅門設位,排水ポンプの殻僻など離水防除冬芽に力を入れているe,昭利 45年 12月の中川地区 ｢淋水
防除草葵｣の計画概要によると次のようである｡『昭和21年の南海大地房によb地盤沈下を起し,排
水不良となった｡その対策として,土木部河川課にかいて.昭和 27年には.中川憾門5ウ所と昭和
29年に矢坂大樋を改修し,湛水被害を防止していた｡その后.排水河川である笹ケ瀬Jr憐域において
山火乱 闘盤.ゴルフ場,宅地造成等にエD,山地が完乾し,降雨侵蝕によ9,土砂が河川-流出埋称
した.その乱 昭和 51年にLは.児島湖が完成され 排水が二次元的となD,流速低下を起し,河川へ
土砂が埋堆するようになD,河床上昇に伴って水位上昇を起してかb,最近では,j＼洪水にかいても被等
を蘇っておD,年々多衛の匙水破音を受けており,曲作物にもちろん社会的破箸は甚大であるので,こ
こに上記被害を解消すべく下記工事を行うものであbますoJという群集目的に対し,計画概要は次の
ようにある｡ 『J:記原因を解消すべく,計画韮確雨茄 1/ 2口年 (50連続 )確率の 180･4m51を28
時間で排除すべく,右岸=区 (中川=区)にあって比,¢ 1000布m横型軸汗ポンプ,デ ィー ゼルエン
ジy88PS 2台,左軽=区 (矢板=区 )¢1500訳噸 型軸所ポンプ,辛-クー 110RW 1台を設
思し,併せ,右軽=区にあっては地区円の導水をスム-メ忙行うべく排水路IJ- 1121･0,i(下巾
占.507花,高さ1.40m,両岸ブロック梯 )を改倦するものであ打ますO』しかし,lZiだ湛水を完全に
免れるまでに壮登っていない｡稲穂がかくれるまでも湛水し,曲作物 ･金地が被害を受けた9.住宅が
宋下侵水したbすることがあるとか開L^ているo最近比.岡山市郊外-の住宅の進出が日ざましく,～
宮町のとの地域も宅地化が及ぶようになった｡水E]忙盛土をして宅地造成を行ってLnるが.この地域の
湛水は,居住条件を悪くしているoところで, この地域を締れる水路の水は,笹ケ#JHに集められて,
児島湖に導かれるわけであるが,この地域は, 57n以下の底地であるため,その排水は必ずしも良好と
仕官えない.特に,西川流域の水田で払 海抜 1.6mの故地があるという｡とれらの地域をfr通する河
川の河床高度を, 2.5万分の1の地形図の計軌によって上所まで遡9,河川縦断形を背 くと.図2- 4
-2のようになるo
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局.Jrlり
1 4 6 g 10 1ユ /ヰ I6(km)
図 21 4- 2 河川縦断形比牧園
河川横断形については:ナで忙論 じられているが,図2- 4-2に見られる通D,各河川について,上
流に対して下折の傾斜が苦しくゆるやかであるoこれは,具体的には,上旅の急流と下蹄のゆるやか在
流れとを示している.即ち.上流の急な山地部と下流の低平地部とを示しているo次に,河川の水系の
ようすを図2-415･図 2-4-4で見れば･削 ヒ忙細長い砂川水系 ;丸味を帯びた馴 I水系 ;最も
両横の′j､さい横枠水系 ;扇形の中川水系と,それそれ特徴があるo
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図 - 2- 4- 5 砂 川 ･恰 甜排 水路 水 系 図
-ll-
岡 2- 4- 4 中川 ･西 川水系図
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これらの各水系の集水面横を, 2･5万分の 1の地形図から敬算すると,砂川の鋲水面硬約 15-67KEn2
;中川同 aO71Kd2;西川同 14･658血2;槍浮用水路同 4175Km2tなる.
由) A地区
この地区で注目すべき点は,図 2-4- 1でも示したように,国鉄吉備線と吉備中山にはさまれ,か
つ.吉備瀞が西川をまたぐ析梁付近から中山幼稚園.亨らに一宮駅から北西にかけての帯状の区域が.
最 も湛水の赦 しhところだということである(写衣 2- 4- 1)｡この原因として,次のことが考えら
l れる｡
(1) 当地区は,最低田面標高 1167n,基準田面標商 1.8mが示すように低平地であることO
(｡) 国鉄吉備襖の線路敷きが,ほは簡川に沿って走b.かつ,それが田面エ9 17n以上 も高く姓防
の役をなしてお9,-万からは吉備中山が迫D.菅備浄彦神社付近で巾が急に狭せくなること｡
H 西川上流の花尚岩地域は,風化を受けやすく,従って,土砂が生産 ･運搬され,河床に堆辞 し,
河床面を高くしやすいことo
H 国道の改修によ9,高松町から出水した水が全て西川に集水するようになったことO
的 西川は,砂川とほぼ同じ位の集水面棟を持ちながら.表2-4-2に見られるように,水魔の
等丑が′J､さく .大雨の時などに典範した水を,十分に添しきれないこと｡
などが考えられるo
表 2- 41 2 A地 区 の水路 断面 凍
測 地 点 断 面 耕 (S)流 路 巾 流 路 最 深 平 均 流 路 深
や せ が み 穂 a一0〝㌔ 占.ロ ムm 1.587n 1.一8 m
一宮駅上流 5007n 5ー80 5,40 1.00
(注) (i)数値は聾者の略測忙よる.
(tJ)平均流路深-S十流路rT]
ここで.湛水状況ならびに被害についてみると乗 21 4-5の示す通 Dである｡
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葬2-4-5 西川地区湛 水 及び被等 状況
一､一＼聖聖昭56年6月25- 29日 昭58年 8月 9- 10日 昭 40年 9月 14- 17日
降 雨 丑 121.口和 104.2抑 514.Onzm
湛 水 日 数 8 日 8日 10日
舶大湛水面桝 7D Ja 85 150Ja
排水ftポ ン プ 500(千mJ) 620(千mJ) 1100(千が )自 然 2 卿 28 秒 4
被 専 o鹿作物(米 ;野菜 ) 0度1働 (栄 ;野菜) o良作物 (栄 ;野菜 )
o曲菜施設 (魚地 ;用排水 0度薬用施設 (姓地 .,用排 o曲集用施設(魚他用 ;排
絡 ;魚道 ) 水路 ;舶 ) 水路 ;魚道 )
○住宅床下浸水= 戸 o住宅 o住宅
床上浸水 5戸 床上没水22戸
床下 . 41戸 床下 〝 82戸
(注) (i)｢防災関係歩兵昭和14年予算打合環科｣ (湛水防除拳葵 )
昭和45年 12月 岡山腺西川地区エD
この蓑 2- 4-5を見てわかるように,自然排水よDも.ポンプに上る人=排水の方が仕るかに多ho
昭和 45年 12月の ｢湛水防除杏葉｣計画によると.r計画基準雨丑 1/ 15年(5日連続 )棉範の
157･0mを59時間で排除するよう,口径 10aO脚昧型軸流ポンプ2台と併せ地区円排水路
L-265147n,底巾7-6･75'n._ヒrlJ7･59耽.高さ 1407njを計画 し,湛水韻書防止をねらっ
ているo次の写真 2-4-241.その排水ポンプ場で.すでに完成しているQ
写其 2- 4- 2 西川排水ポンプ脇 等寅 2- 4- 1 湛水するA地区
昭和 44生完成 右は音備中LLJで.その山麓の典落
昭和45年 5月 測本弘道股彰 は山神
昭和 45年 占月 16日
国分寛仁船影
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m) B地匝
との地区は,写兵 2-415に見られるように.砂川 ･甲川 ･笹ケ瀬川の堤防に囲まれた低平を水E]
地区で.北の国道沿いには,住宅が智輿してVlる｡
lr.
′. !
J■
巨 :･:::･: ?',-㌔
写菟 2-4-5 擬防で囲まれたB地区
左端に西川排水ポンプ揚がみえるO左から西川 .砂川 ,右端に笹ケ敬川堤防が見える
昭和 45年5月 関本弘道投影
そして, この地区に流入する水は,今岡付近に籾った水が.国道をこえてきたD,砂川 ･中川の堤防の
下部の樋から入ってくる水である｡ところで,砂川 ･中川虻.第2牽 2節の河川横断面図で示されるよ
うに,河床の方がまわDのB]面上Dも高く在るところがあるOいわゆる天井川であるC従って,この地
区に潜った水は,砂川 ･中川には排水されず,笹ケ瀬川へその水位が陰ったとき排水きれるのみであるD
これが湛水する最大の原因である｡そして,この地区の駐ケ瀬川-の排水樋門は,写其2-1- 4のよ
うに(2･5nx2･Om)のものが一つだけで.排水能力
は小さhoそのために.砂川 .中川 ･在ケ滞JIの牧防は
水田に流れこんだ水を堰きとめ,排水を困難にする役割
を坑じているQ次に,この地区の湛水及び故客状況を示
すと,表 2-414の通Dである｡
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<寅21 4- 4 1〕地区排水樋門
(2.5×2)･7Tl排水能力は小さい
昭和45年 5月 軌本弘道船影
襲2-･l-4 中川 地区 湛水 及び 被害状況
壷融 埠頭聖日 昭56年6月25-29日 昭58年 8月 9- 10日 昭一0年 9月14- 17日
降 雨 点 121.0mm 104.2mm 514.Onzm
湛 水 日 数 8 日 8 日
最大港水面硬 144 La 157 La 291 La
排水∫L⊥lT_ポ ン プ 1150(千mJ) 848(千畑 ) 501一(千mb)自 然 51 畑 412 mJ 726 約一
被 害 o姓作物 (栄 ;野菜) o左 同 o左 同
o塊薬用施設 (良地;用排水 ウ左 同 o左 同
路 ;鑓適) ○住 宅 ○住 宅
o床下浸水 ー12戸 東上浸水 8戸 床上浸水 48戸
味下段水 80戸 床下配水 184戸
(注 ) (i)｢防災関係争葵昭和44年予井打合幣制｣ (湛水防除事業 )
岡山県中川地区 昭和 45年 12月 よb抜粋
点近払 国道沿いから,しだいに南に向って住宅が増えつつめる.次に,図 2- 4-5にかいて昭和44
年7月7日の砂川 ･中川の水位変化 ;又,表2- 4-5にかいて同年 7月上旬の雨出を示すと次の通D
である｡
JO I/ /} /J I+ /J /J /7 /T /? iZc i/ lJ lj- }ダ
図 2- 4-5 昭和44年7月7日軌 Il･中川水位変化
(荏) (I)一宮町建設練制定資料 エi)
-4占一一
表 2- 4- 5 昭和 4 4年 7月_上旬 の雨丑
訂 ＼-＼＼ 雨 虫(nP劫) 備 考
1 日 dd,0(棚 ) 大雨注意報 6:58- 25:00
2 1.0
5 0
I 20.5 大雨注意報 18:古口～ 5日, 9:一0
5 14.5
6 0
7 50.0 大雨注意報 占:58- ll:20;17:00- 8日, 6:55
8 84.5 大雨宇報,沸水注意報 d:55- 18:40
9 0.5 洪水注意報 8日. 18:40- 21:50
10 ま5
(荏)(I)｢岡山県気象月報｣昭和 44年 7月,岡山地方気象台よb
(li)両立は岡山市での数値で表示
(JlO昭和44年7月の雨血比,267.Onzmであ9.同月の雨丑の大部分が上旬に降っている｡
図2- 4-5の水位変化グラフをみると,砂川と中川でいくらかその形が異なれ 砂川と中川では,
水の出方 ･退き方の水位変化について若干の相違があることがわかる｡又,砂川 ･中川ともに姫防の高
さに比べて水位が非常に高く危吸を状態にある｡昭和 41年 7月7日は,岡山地方気象台から二鑑も大
雨注意報が出された日である｡ところで.時間ととの雨丑を示すとグラフの見方は,一層はっきbする.
が,短時間に銀中的忙雨が降ったとき,水の出方が激 しく.従って,排水が担難となわ湛水するものと
思われる｡砂川 ･中川の横断面概を,前出の河川横断面図から計測すると,次の表 2- 4- 6のように
なる｡
表2- 4- 8 砂川 ･中川の械断面凍
測地点 断 面 赦 (S) 旅 路 巾 旅 路 最 深 平 均 流 路 深
千川 松尾橋下 1 0m 2占.50nt 18_90m 2,507n 1.407n
今岡直角曲旅点 1一.25 9.70 2.14 1.16
中 川 穂 22.55 ado 2.70 2.60
町 ー川 宮 瀬 楕 44.79 22.00 5.50 2.055中山小学校下流 1【】 _25 85 198
(注)(i)数値吐,第2奇の河川横断面から算出したもの｡
(JI)平均流路深E=S十流路巾
一17-
これを見てわかるように,砂川の零長は,中川のほほ 2倍である.甲川推.今岡の直角にカープする付
近で,大雨時にしばしば溢れるとか閃いているが,断面棟が,上流の松尾橋あたDの半分以下であるこ
とを見るとうなずける｡軸くところによれば,平川を今岡の曲流するあたDから酉辛川付近の砂川に磨
び,中川の下流部を廃川にする計画があるらしい｡
(C) C地匝
この地区は,図2- 4-5,図2-4- 4の水系図からもわかるように.集水面横は,最も′トさい飽 l
区である｡
(1) しかし,この地区は,低平地である上,未盤帝の用排水路が撤横に走っていることo
表2- 4- 7 排 水 路 の 状 況
断 面 頼 (S.)深 さ 巾
今 岡 排 水 路 5,.76Tt 0,8 7n 4.77n
山 崎 排 水 路 4.90 1.0 4.9
(荏)(i)数値は.任意地点での鐙者の略刺による｡
(li)断面裸(S)-深さx巾
(｡) 国道以北に典成した水払 四ヶ所の暗渠からしか国道以南に導水されず,国道は,北部に湛水
をなす堤防役をなしていること (写真2- A- 5).
写英 2- 4- 5 湛水するC地区
左を削ま風道 180号線 ,その右下は平津牛乳の建物 ,右韓は横棒
表2- 4- 8 暗 渠 の 規 模 昭和45年 8月1占日 国分寛仁撮影
暗 渠 扇 面 棟 (,f) 深 さ 巾
A 1.doh 0.807t 2.08Tn
B 4.1占 1.50 5.20
C 2.70 1.15 2.55
D 2.d4 1.10 2.一0
(症)(l)数値は.来者の略刺に上る｡
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(I) 下師部で,住宅建設用紅塵立てが行われ,排水が朝雄 .陶酔になるおそれがあることo
⇔ さらに倍近は,上流部で,山地忙宅地造成が進b5られてお 9,用排水路へ土砂の流入堆郡が讃
しいこと｡
などが,この地区の湛水原因として考えられる｡現在.罷ケ瀬JlI-の排水口に,排水ポyフ'のとbつけ
が行われているoそれに,平行して.用排水路の改修工事も進められている｡しかし.滋近の相次ぐ=
場 ･住宅等の進出で,この地域の埋立てが著しく,このために排水は一層複雑 ･鍋難になっていく傾向
がみられるo
(2)砂防
砂川 ･中川の上流地域は,風化しやすい花樹岩の地域や堆殻のルースを砂磯屑の地域であるため,土
砂の供給が容易であることは,すでにくり返し述べてきたが,花尚岩,ことに租粒の花樹岩比非常に触
放しやすいと言われている.ところで,生産された土砂は,雨溌流水によって運搬されるのであるが,
山地表面の被笹の様子.即ち,葦や木が植えられているかどうかに上って,土砂の流出は大きく左右さ
れる.山地表面の被野状況の違いによって起る所出の様子は ;r徒党の山地侵蝕試験の醸紫を総合する
と.平均的な森柵 態の山地では.平均鞘 出発士常軌 --1叫 ;0- )であり,禿緒地や巌暁地よ
bの年流出表土探(･i. 100- 1.1q1m(1qm- 1C彼)等藍であるo最 言われている｡砂川 ･中川の上
流地域は,風化励壊しやすい花梅岩 ･砂瞭層の地域で.しかも,人工的に山林原野を伐採して採地とし.
畑地化しており,土砂が大茄に生産されている.次に.片山峰吉続載の ｢馬屋下村琵｣から砂防に関す
る一部分を引用して示すが,これをみると.昔から.砂防に力を入れていたことがよくわかる｡
｢滞代 の砂防｣
r滞代の砂防は,｢重 不々喝之仕方二候o依而宵山申何倍候o｣と言 うので,｢若ッ右山内-テ柴草刈
ル者有之候-′く互吟味ノ上名主二届出可申･其趣可レ令二監進_厳数詮索ノ上所節可一申付一俵O｣と
大変を剣幕で叱っているOこれが藩代の砂防かと思っていたところ,裏永占年大建村名主貞助の ｢御用
意御軟8Jの一節に.｢年 奥々山流砂相称y川筋村々洪水之飾輿危ク髄成奉二欺上_匝O川奥･十石山
御留山-臥 仰fL o 49年以軌 文化2年ヨ.)都督評方定御手代小川滑兵術殿,御留山-引越ソ年々
谷 砂々留轄柑被レ成,追々工樹木モ生立･砂川筋流砂相止O｣とあるから砂防比･念情に行われたので
あろうoその后は,双方仲よく代官所から壮山担Dの源助が出張b村人も像力して,款十年間は,｢何
首姓-同工偶躍上ナシo為-御救_破レ成L,To尤モ異か虐 獲二傍へ人別召連禿出尻偉功所応-日新
寸志之芝巻仕砂能留居中候o｣上正 しければ下よ(馴染むで.后年.官有林払下げの時のよい言い茸を
造っている｡これによって先例の通Dに春秋二回に松のIf硬や,むろ松,あや木などの雑木を ｢為一御
救_｣鯉桁で頂いていたo又.比柴巷の避風は,永くつづいて明治の中期ごろまで婚礼 大乱 松尾.
芳乱 長野等の禿げた所え,毎年道つくりの午后から鍬もつこうてそこかしこ芝巻きしていた｡
----- 中 略 ---･-･
森林取締の制度は設けられたが,人口の自然増加で兵の利用度を高め.濫伐が行われて禿山が多くな
り,早天には渇水となD,降雨番に大洪水となり土砂を流下して溜他は埋D,河川は天井川とたったo
そこで, 100年から150年位前から治山治水臓 が起され,土砂打止めの為に深間の諸所に砂泡堰
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礎を築設する方法を施行したOこれによって,長野の源助山払 通称十石山となって.仰々十石山の呼
称は,被等舶係地区民から賦課米 10石で作欝したから.比の呼称とたったのではあるせいかo又,池
谷にある放水路付土壌碇は.立派に現存 している｡明治44年から県出補助や皆腺炎で治山事業が行わ
れる様になったoj(｢馬屋下村誌｣ 10冊の甲の6よb)又,同誌によれば'昭和 25年の大LLJ火各
で5200町歩 (円周屋下村257町歩 )を焼いたために.卜 壌跡性,今后降雨ととに土砂の流失が
予想され,対策を要望ナ-,水 昭和 25年 5月20日の山悔新開 )と.言われているように一土砂の流
失が心配されたOそこで.対策として防水淘弛.用水髄の建設や模WL砂防が行われ.I-昭和50年匿ま
で継続的に,村請負争菜で治山野菜を行い, 15町 5反8畝歩を15554560円で施行し,残b
120Fr余は自然復旧地とみなし完了する｡Jというように審かれてあ9,砂防に力を入れていたこと
がよくわかる｡現在,糾 rl･中川の上流山間部には,計 4基の砂防ダムが建設されているo写英 21 4
- ムおよび写実 2- 4- 7は,中川 .砂川上流のダムである｡
写其 2- 4- 6 秒川上流ダム 写寅 2- 4- 7 中川上流ダム
昭和 3 1年完成 昭和 40年完成
中川上流のダムは,砂樺で一杯にたってか9,十分その効果を発揮してVlるOところで,叔近仕,中流
以下の丘陵地でも宅地化や畑地 (果樹園)化が著しいので,中旅以下の梱林計画や砂防計画も十分に考
慮されなければなら在ho砂防計師は,そのまま直穿下流の湛水防除の問題ともつながってくるのであ
るから大切をことであるo (執本弘道)
引用文献 ･資料
(I) 倒幹部一宮村役場 :明治 44年,｢地価割制限外潜請督粗｣
(2) 片山峰書編纂 :｢馬屋下村誌｣(10冊の中の 6)
(3) 岡山腺 昭和45年 12月 :r砺災硯係卑菓昭和 = 年予井打合や科｣ (湛水防除都築 )
(4) 同 同
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中川地区
西川地区
(5) 伏谷伊- (1970):｢茶托=学｣ 地球出版
(61岡山地方気粂台 :｢岡山県気象月報｣昭和 44年7月
5 岡山地方の 気候
気候に飼しては,一宮町で現地調査の機会をもっことができなかったOそのうえ一宮町での適当女親
乱戦料も見当らなかったoしかし.一宮町仕岡山地方気象台に近壊 しているので.岡山地方気象台の調
べによる昭和40- I4年の岡山の気象データをもとにして岡山市付近の気候の特色を概述することに
する.他地域との比敏には,理科牢喪と利運fr'l夫氏監倦 ｢日本の気候｣を参照したC
岡山地方の気候の特色を概括的に述べると.温暖で降水温位年間を通じて少なく,下図に示した中国
地方の′J＼気候区分甲瀬戸円気候区に屈するO
図21 5- 1 中国地方の小気候区分図
和遵柑夫監完参･日本の気候よi)
襲 2- 5- 1 岡山の気象(昭和 40- 41の5年間の平均 )
畢一義｢ -- -＼ ユ 1 2 5 + 5 占 7 8 9 10 ll 12 計
気忠 平 均 2.9 5.7 7.012.817.i21.A25_527.122.I15.510.4 5.0 14.5
救 筒 平 均 aS 9,5ll.018.825.9267 29.950.427,722.114.810.8 20.0
最 低 平 均 ⊥1.9-1.2 1ー5 7.0ll.420.521,922.818.010.1 4.7 0.0 9,5
湿 度 平 均 70,470.049.069.0d9.675.占80.占7占.07占,474.276,472.8 75.a
平 均 零 式 4.9 5.7 5.6 占.4 8.0 7.2 7.5 5.5 6.5 5.2 5.0 5.4 5.9
風 遷 平 均 2.4 2.0 2.1 1.9 1.9 I.8 1.9 1.9 1.8 1.5 1.5 2.0 1.9
降水丑 合 計 41.745.08aS114.5(159,8178.2 54.一55.9189.274.一58,827.1 1285.0
日時周陶 合 計 154.2t 152.5182.1'7日 』 52.218?.?171.02一2.5169.1180.815占.9145,7 2155.5
-51-
要素 月 1 2 5 4 5 6 7 8 9 110 ll 12 計
水 平 面 日 射 丑 占867. 占8289954B1払1B1鮎 1盈弧.O l11727.占5.282.I98909〔61B戯 7.46151J 1182952
天気日数 快 冊 8. a,6 7.0 5ー4 6.一 id 2.2 i.6 5-4 &0 80 4.4 74,2
負 天 7. 10.0 ll.015.占12.017.a18.2 9,015,0 9.4 8.0 8.4 157.占
不 照 ま 2.2 4.8 5.6 5,一 4.6 5.0 n4 5.ム 5.0 4.0 5.4 45.0
覗象日数 降水丑≧ 20.1加 占, 7_4 10.4ll.8ll.2 ll.215.0 8.818,8 7.8 a4 5_2 112.6
d≧ 211)萩在 5. a.2 8.8 9.4 9.8 9,210.8 5.6 8.0 5.6 7.0 5_占 89.0
8≧218J〕nZDZ 1. 1.4 5,4 4.0 5.0 5_2 6.8 1.8 4.占 2.8 1.a 0.8 5a8
n >_250.Dam 8. 0.2 0.4 0.4 1,6 2,2 2.a n4 2.2 0.一 0.2 0.0 ll.8
響 i. 7.a 2,4 000000 0 0,4 2-8 1?.i
# 2. 1.2 1.0 1.I 1.8 2.0 1二占 0,2 0.a 2.2 4.8 2.0 21.0
管 0 0.2 0.8 01.4 1.8 5.4 5.8 8.8 1.0 u4 015.2
稲 08 00800 0 0000 8
轄 氷 0 0 000 00000 0
胡 雪 1. 2.□ a8 0D0000000 4.0
榊山気象台年表よb算出
(1) 気 温
昭和 40- 44年の岡山地方気象台気棄年表によって気温年変化曲瀞を描 くと.下回のようになる.
′′/ -il＼
ノ/● ＼＼.＼､
./■ / ＼ ◆＼.
l
平均丸浪 - - 最低紳 定温
E丑≡冨田ヨ 図 2- 5- 2 岡山の気温年変化曲線
(1965- 19占9)
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これによると,収暖月は8月,FR一寒月は 1月で,月平均気温比それぞれ27.1℃, 2.9℃を記録し,
虫酸月と虫寒月の月平均気温の差は24.2℃に遵する｡
また.月平均気温と月虫低平均気温を比軟してみる食らは,その差は冬から春きき忙かけて大きく,
ム月には蘇小になる.これに比べて月平均気温と月堤高平均気息との差は8月が般小となD.その差
5.5℃で,1月～ 2月● 4月～ 7月にかけてはその差が天きくたっている｡ 5ケ年間の年平均気温は
14.5℃である0
1951年～ 19占0年までの月平均気温,月平均降水丑をもとにしてつくったのが凶2151 5で
ある｡
?
? ?
200100
図2- 5-5 鳥取 ･広島 ･岡山 .高取のクライモグラフ
(1951- 19ム0)
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この図でFu取,広島,岡山.福松の4地区を比べてみると,気温において吐, 4地域とも毒性見られ
たし､う;.降水丑に差が見られ, これがクライモグラ7の型に差異を生 じさせている｡
鳥取比.他の5地域 と対照的な塾を呈 し.冬の陣水部が非常に多vb なかでも1月仕出多雨月となっ
ている.これが日本和式気候の特長である｡岡山 ･高松 ･広島壮絶だ同型で,瀬戸円式気候の温暖/9両
夜型と走っているが,広島は冊山 ･高松とはやや異なり, 6 ･7月の降水淀が多くなっている｡ これ結
梅雨の影母を強く受けるためと思われる｡
岡山地方吐 1891年の統計開始から1968年の間に.57.2℃ (1942年.7月24日)とい
うJi1両気温を,- 8L9'C(19占5年 , 1月24日)という鹿低気温を記録 しているo
当地方の気温の目敏毒蛇春 ･秋に大きく,良 .冬に比助的′)､さhoそれは, 1月･8月に吐 9- 9･5
'Cであるの忙対して.4月 ･10月には 11.5- 12･SJcであることからわかるo
tた.日成高気温が 0℃未柄 (英冬日)の日数綻,10日以下でこれgi.中国地方のどの気候区より
も少女い日数であるC日収高気温が50℃以上 (其Ll日)の日数¢15- 70日であb,これ仕中国地
方の他地域にくらべて虫も多いC.
(2)降水茄
表 2- 5- 1にも示されているとかD,岡山の年降水茄吐.平年 1580mbT以下で 1951年から
19A0年までの統計に上る鳥取の 205占加.広島の 159dnzmなどにくらべるときわめて/少なho
特に, 12月から3月までは冬の季節風のため月降水丑分布図は冬型で.このため岡山では僻に 12月
～ 2月は月に 50mzZ以下の降水丑である｡
1951年から1960年までの統計をもとにして月降水丑を示 したのが図 2- 5- 4である｡
.i.U丸
W .LI
付 ?????????〞???
?
手 上 月
㍗
?〜〞??? ? ???? ??????
図2- 5- 4 鳥取 ･広島･岡山 .高松の降水冊年変化
(1951- 19占0)
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これからわかるように･岡山の場合もっとも降水舶 移 い月紘 7月で,ついで占月であ9,これは梅
雨忙上るものであ9,9月の降水丑は台風の影年に上るものであるO
広島 ･高松においても,多少のずれはあるにしても,同じ上うな傾向がみられる｡
これに対して鳥取では･梅雨 ･台風の影帝もはっきD出てきて比いるが.それに加えて冬の季節風
(11月～翌 5月)による降皆も大きを削合を占めていることを忘れて比ならない｡
岡山の月FEl]降水日数の年変化台車レ叶のが図2-5-5である.
日降永章/仰娩以上
??
? ? ?
0/ l t3 〆 √ 6 7 8 7 ′D // /}8
図2-5-5 岡山の月間降水日数の年変化図
岡山tR:;bいて日降水立が lpznz以上の年間日数結 120日～ 150日で,特に冬の季節風の時期 (11
月～翌年5月)は非常に少なく, 12月などはわずか ▲日である0日降水茄 50m以上の年間日数は
11日で少ない｡この月別分布をみると前にも述べたエ)托.梅雨 ･台風による降水最であることが明
らかであるO
統計開始年から19占8年に至る間の岡山の降水量の長大配合をあげてかくならは次の如くである｡
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表2-5-2 岡山の降 水丑 の最 大記録
〔統計期軌 ･統計開始年～ 19占8年 )
nZDZ 年 月 日 統 計 開 始
日 降 水 丑 177 1992.7.25 1891
1 時 間 降 水 茄 69 1950,9. 7 1940
理科年東上b
(3)鳳
岡山の平均風選は5,TL/Sにも遷したいほど襲いものである.これに比例 して年陶鹿風日数も10日
以下と少ないoその頻匿としては,冬に虫も多いが,最大風速は台風によるものが大きく,過去にかけ
る岡山の最大風速は台風に上って記録されていて.SEの風向で25･8,花/Bを189占年 8月18日
に記銀している｡また, 1951年から1960年までの統計による月別最多風向をみてみると次のよ
うになる｡
喪 2- 5- 5 月別恩多風向(16万位)
(1951年から1960年までの平均)
地 名 1 月 4 月 ■ 7 月 10 月
鳥 取 SE SE SE S
広 島 NNE NNE NNE NNE
岡 山 W A E N
理科年表よb
ノ 1 3 4 √ 占 7 8L T /o // /i
(｡日 照鯛 図 2~5-6 岡山の月間暴風冒警写警 竺 … 咋 )
岡山の日照時間は,8月が最高で約250時軌 その日冊翠紘6070に連することもあるo
叫Nl230}C/SO0
? ? ???
-jl墾
二 ｣
1 2 5 4 5 8 7 8 9 tlO ll 12月
･-5也-
- 5-7
の月別日照時間
理科年表よb)
図 2-5- 7にも示されているように,岡山の冬季にかける日照時間は.鳥取のそれの約 2.5倍とた
ってかb .岡山についていうならば.夏季と冬季との日照時陶の差が少ないということがい :I_るであろ
うOまた,快晴日数についても,日府時間につレゝてみられたと同じ上うな慣向がみられる.そして占月
には堤も少ない快冊日数を示し,秩(10･11月)には最も多い快蹄日数を示すO轟天日数(1日の
平均等丑が75以上の日数 )紘.全年で150- 140日であ9 .降水日数 (日降水長 0･17nm以上の日
数 )は全年で100- 150日である｡
′ .1 tP y ∫ 4 7 8 タ /o // 71甘
(5) 湿 度
′ ユ J V f 占 7 5 7 /o ′/ /1鳥
図 21 5- 9 岡山の月別故天日数 (1965-19ム9)
岡山における年平均湿匿は75.占%である0年変化をみてみると,最も低い月は5月 14月で69 0
70,最も高い月仕 7月で80% くらいであるO
83%
c c
好
7(I
占∫
/ 1 3 4 ∫ 17 8 7 ′D // /1胃
図2-5-10 岡山の湿皮年変化(19占5- 1989)
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(6】冨 ･霧
笛馬日数をみてみると,約 15日で,8月に最も多く58日となっているo蕗の年間発生 日軟性 21
日で11月に多い｡この地方の頻は,前線などに伴 う恵天候 (虫 り,または降雨の前櫛 )の際に発生す
るものと,天気のよい時(階また仕上層要による薄雲 )夜間の放射冷却が主原因と在って発生するもの
とに大別できる｡
いずれの場合にも海面からの冷却が形零 し,移旅寝の性格をもっていることが特徴であるC春から梅
雨期にかけての敬(･1,暖湿な気流が瀬戸円転に送bこすれる換金が多いが.一方海面温度が気温エb低
く売る時期でもあるので内海の彩は,との取殺 も多く発生する｡
r7) 降 雪
年間を通じての岡山の降雪 コ数仕20日くらいであるo Lかし,軟質をみるようなことは少なく,し
たがって大雪が降るとと比大変珍しい｡ (′｣､野いく江)
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第 3章 人 口 と 集 落
1 人 口構成 とその変動
御津郡一宮町の総人口は,昭和 40年 (19占5)の国勢調査によると8904^ て,その内訳は
男4259人,女 4665人で女 1□0人に対する男の削合壮 92人でやや女の方が多くをっている｡
そして昭和 44年 3月 51日現在の流動人口調査の推計人口は 10848人となってお9,約 5.5年間
に 1944人,21･8%とかな9高い増加を示している｡ これが一宮町の人口と人口増加の最近の姿
であるが,一宮町の人口の動態はどうであったのか,鹿近の細か夜動きはどうなのか,また産業別の
人口構成の変化比どう動IJlたのか｡国勢況査.あるいは毎月流動人口調査の鮭果などからその動きを
遣って見ることにしよう｡
(1)人 口の増減
第 1回の国勢調査は大正9年 (1920)におこなわれた｡それよ9以前の人口の動きは,はつ皇
Dとはわからないが,この時の一宮町 (この時点で紘一宮村,馬屋下村,平事如寸に分れていたが統
計上 5つの村の合計で示すt,とにする.なお昭和 50年に5相性合併した｡ )の人口は占594人
で男 5081人,女5515人であ9,世帯数比 15占8戸であった｡それが 45年後の昭和 40
年には^口は8904人にをi),この間の人口増加の伸びは 59.2肇で岡山県全体の人口増加の伸
び55.1感と比べると大差はないが,日本全休のそれが 77.4%であるのと比攻すると増加率はそ
れほどでも夜レ,. 45年間の59.2%の増加率を 1年毎の平均としてとってみると0187%とをる｡
図51 1- 1を見てもわかるように毎年等しく人口の増加があったわけで壮なく時代による変化が
明らかである｡ この図によると第 2次世界大戦が始まる時までのわずかの人口増加と滅少.峨曙中
表 5- 1- 1 一宮町の人 口変化
世 帯 数 人 口 総 数 男 女
1920年 1568 占594 5081 5515
1925年 1588 6595 52t]2 5595
1950年 1574 占772 5295 5479
1955年 159占 6850 5555 5495
1940年 1585 6658 5257 5581
1947年 1771 864占 4147 4499
1950年 1775 8757 4240 4497
1955年 1786 8899 4510 4589
19占0年 18〔17 8844 4270 4574
から敬後の数年間の急散在勧 n,昭和 50年代の停滞期という人口の変化を示している｡なおとの
図には示さなかったが昭和 40年以後の,隣接の岡山市の都市化の影響による人口の急激な増加が
見られるが,これについては後述するとと忙する｡
-59-
/70
/io
/∫0
/Qo
/∫♂
/20
//0
/OC
/?20 /72∫ /?}0 /7351 /740 /舛7/打O /yT /?io /78∫
図 5- トー1 -宮町における人口の動向
(1920年を 100として )
柑 舶 伽 ける一宮町の人口変化は前述のようにわずかの増加から減少へという方向を示し
ているO この時朋は第 1次世界大戦後の日本経済の繋削 つかのま･昭和 4年 (1929)帽
った世界恐慌の余波を受けて日本- も大- への集中･- 柳 企業や銀行の劉産 ,紙 鮒
紬 いて朋 作か ら小作か の増加が目立ち･日本経削 危機欄 した.そして鮒 の進出に
よって朝鮮潤 等の侵略と日- - - 練の道を踏み出そうとしていた暗htg-日の頃である｡
大正 9年から昭和 15年 (1940)までの男女おのおのの増加を見ると男- いては 176人
(5･7蕗 )･女では68人 (2･lFb)とともにわずかではあるが増加している｡ これ柵 述した
ような日本の情軌 滞紫にあったことが考えられるO
第 2次世界大戦後の昭和 22年 (1947)にかいては･昭和 15年 (1940)に比べると
世帯数,人口数とも著しい増加を示している○それは世帯数において性 588戸.増加率では24･4
如 及び,人口故にかいては 2008人.増加率では 50.5藤とな9,人口増加の年率は4,5%と
それまでの年率の約20倍にもなっている.この時期にかける岡山県の増加率は21.6多とかな9
高い率を示しているが,日本の総人口のそれは915虜しか示していない｡この時期の一宮町の人口
増加率は日本全体のそれの約 5･5倍を示していることになる｡この原因として考えられることは窮
2次世界大磯の激化に伴って超とった都市から地方への疎開などに上る転入者の増加とれ 戦後に
かける外地からの軍人,民間人の引揚げなどであるOとの時期におけるこのような急激を人口増加
は単に一宮町だけでなく日本全国のほとんどの盛付において共通して見られる現象である｡ともか
くもこの時糊の人口増加はこのような理由によって起こったものと考えられる.
昭和 22年から昭和 40年4/-Cかけての一宮町の人口は258人,増加率 5.0蕗とわずかをがらの
増加を見せているけれどもその年輩は 0､2%と大正 9年から昭和 15年の年率とほとんど同じであ
9,伸ひは鈍化している. これは岡山県の人口の伸びとだいたい同じ傾向を示している｡すなわち
岡山県の人口比戦後の急散を人口増加を見せたのちも,引揚げや自然増加たどで増加を続け,昭和
50年(1955)の国勢調査で壮哉高の人口数を見せた｡そののち昭和 40年まで紘滅少を続け
たがその後壮県南の水島工業地帯などの発展に上って徐々に勅 pを続けている占.この時期において
日本全体の人口は25.8肇と原調を伸びを見せていろ.一宮町においてこの時期に人口増加率がSD
勿と鈍かったのはどうしてであろうかo昭和48年までの時点で壮岡山県総人口の動きとだいたい
同じ理由によったのではないかと思われる｡すなわち昭和 22年を過ぎても引揚げ者の帰還や自然
増加によって人Eは増加した｡そしてその後の大都市の復興とか,第 2次.第 3次産業の振興夜ど
によって大都市,｣二葉地帯への労働者の転出が目立ち.昭和 55年 (1960)には若干の人口の
減少を見た｡その後願接の岡山市の都市北による人口押し出し現象上か
の聖 讐 地域の新盤業者堕 堅 塁る県南部の水島を中心と
び人口は増加忙転じ丁昭和欄 査では8904人にt
(2) 岡山市を中心とした近隣市町村の最近の人口の動向
表 5- 1-2 岡山市近隣市町村の人口変化
(19占4)
ど忙伴って再
国 勢 調 査 人 口 住 民 豊 餐 人 口 (5月末 )
昭和 55年(a) 昭和 40年(b) b/a 't昭和 42年区) 昭和 44年(Y) Y/Ⅹ
岡 山 市 50占757 558ム95 1.104 561797 570096 1.025
玉 野 市 占5292 占6252 1.012 占8占10 占8415 0.997
御 津 町 15.229 1197〔】 0.905 12702 124ム0 0,981
一 宮 町 8629 8904 1.052 9514 18981 1.179
浄 福 町 8569 8108 0.969 8595 8412 1.002
瀬 戸 町 11445 10921 D.954 11118 10996 0.989
山 防 町 8616 8022 0.951 8025 7975 0.994
赤 坂 町 6858 6091 0.915 8112 5988 0.980
牛 窓 町 11529 10552 0_89占 1D4占5 18248 0,979
国 勢 調 査 人 口 住 民 登 録 人 口 (5月末 )
昭和 55年(a) 昭和 40年掴 b/a i昭和 42年(x) 昭和44年(Y) Y/Ⅹ
邑 久 町 20150 18724 0.?29 18885 1P150 0.980
長 船 町 7110 6748 0.950 6955 67占4 0.975
上 道 町 占954 9175 0.944 668ム dd02 0.987
滞 崎 町 7959 9175 1.156 9_289 9204 D.987
東 児 町 5482 5187 0,946 525占 521占 α992
興 除 村 7占50 7518 0.985 7855 7555 0.987
藤 田 村 5448 5504 0.974 5607 5704 1.017
吉 備 町 8256 8占72 1.055 9dlS 1055占 1.048
妹 尾 町 975占 9848 0,989 9884 10075 1.019
庄 村 占494 6578 1.015 ddDl 66占8 1,010
福 田 村 5425 5540 0.975 5527 5892 1.105
高 松 町 11491 11555 0.972 11555 ll.556 1.018
ここで岡山市を中心とした近隣の市町村の桑近の人口の動向をみることにしよう｡昭和 55- 40
年の人口の動向をみると岡山市,玉野市,一宮町,戦時町.膏備町,正村が人口の増加地域となっ
ておD,岡山市から西部,南西部の交通の便利を地域であるOとの傾向は昭和 42- 44年 5月末
現在の住民登録人口の結果にも表われている｡すなわちこの時期の増加地域は岡山市,一宮町,津
高町.書備町,妹尾町,高松町,藤田村.庄村 ,福田村であD.やはD岡山市を中心として西部席
西部にかけての地域である｡昭和 55- 40年と昭和 42- 44年の時期にともに増加地域であっ
たのは岡山市,一宮町.吉備町,庄村である｡これ らの地域は岡山市は別として国道 2号.180
号線や山陽線 .吉備線などに沿った,また岡山市や倉敷市などの労働力を大丑に必要とする地域に
近いところである｡その他では岡山市や倉敷市の市街地にくらべて,地価の安い所,交通の便利を
地域へと企業の進出が行われ,そのためそれらの企業に必要な労働力が流入して^口増加になると
いうこともある｡岡山市の東臥 北部地域が人口増加地域になっていないのは,岡山市への労働力
市場としての供給は現在のところ十分で,さらに南西の倉敷,水島の企業への労働力市場としては
遺すざるということが考えられる｡
一宮町の場合地元の企業として労働力を引きつけるようなものは特にないが岡山市の影響を強く
うけているoすなわち･岡山市の都市化に伴ってあふれた人口が勤務地から近くて交通の優のよい
(バスで約 10分･5kmほど)一宮を居住地として求めるのは当然であろう｡レ､わゆる岡山市から
の人口押し出し現象による人口増加である.このことは昭和 41年に一宮町にかいて緑町団地のよ
うな団地の造成がおこなわれはじめたことなどによってもわかる｡試みに昭和 40年以後の一宮町
の人E]の増加具合を見てみると昭和 4 1年には 9688人,42年, 10272人,45年は 10848
人と着実に伸U'をみせているo私営の団地などの造成･あるいは種々の団地計画が進んでいるし,
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また国道 180号線 ･国鉄吉備横など交通の俵の上いととから今後も岡山市のベッドタウンとして人口
は伸びつづけるものと思われる｡
図 5- 1-2 岡山市周辺の人口変化の分布
(Ⅹ:
S 40年国勢親査 S44年住民登銀
Y
S 55年国勢調査 , S42
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図 5- 1- 5 岡山市周辺の人口変化の分布
注) 1. 太枠は一宮町
2･ S40牢国勢珂査
855年国勢碍査
S44年住民を嶺
S42年住民登録 巨
共に増加傾向にあるもの
漸次減少傾向にあるもの
共に減少傾向にあるもの
5.基 礎 数 値
･昭和 55年 ,40年の国勢調査
･昭和 42年 ,44年令 5月末の住民畳最人口
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(3) 転入 ･転 出
一宮町の第 2次大戦後から昭和 40年までの人口の変動はあま9なくわずかに増加しているという
ことは前に述べたとお9であるがその後の教年間の増加は年間約 占00人と大幅VCl申びている.転入
者数と転出者数の差,そして出生数と死亡数の差に上って人口の増減は表わされるけれども,よ9大
きな割合を占めるのは人口動態である. こE,ではこれらの転入者.転出者についてどこの地域 との結
びつきが強いかを調べてみることにする｡ (それに上ると以下のような表になっている｡ )これは昭
和 40年から44年までの 5年間について一宮町へ転入してきた者の前任地と一宮町から転出した者
の転出先なまとめたものである｡
蓑 5-1-5 県別転 入者 前 任地
前任の 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 計 前任の r昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 汁都道府県 40年 41年 42年 45年 44年 都道府県 40年 41年 42年 45年 44年
北海道 52 ll 2l l 31 5 兵 庫 ld 15 55 50 40 154
岩 手宮 城山 形 521 奈 良鳥取 15 110 25 12 87 1529島 根 1 12 7
福 島 2 岡 山 411 989 791 888 759 5858
茨 城 1 2 広 島 15 12 23 55 2占 10占
埼 玉 9 1 山 口 52 19 5 1 15
千 葉 5 5 4 12 葡 島 2 1 2 5
東 京 20 17 19 24 91 香 川 1 8 27 9
神吉.川 82 25915 2 815 20 愛 媛 1 14 852 5 5 20
宮 山 1 1 高 知 2 5 4 9
石 川福 井 52 福 岡佐 賀 41i ll15 51 27占
山 梨長 野肢 阜 1 亡ー2 長 崎熊 本大 分 54 451
静 岡 1 1 4 宮 崎 1 2
愛 知三 重滋 賀京 都大 阪 51A2 4占1021 占2l 40J 17644 4182d157 鹿 児 島 5 121
-占5-
表 5- 1-4 県別 転 出者 転 出先
転出先の 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 計 転出先の 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 計都道府県 40* 41年 42年 45* 44年 都道何県 40年 41年 42年 45年 44年
北 海道 1 1524 12 12 159 5 大 阪 52 55 27 45 52 ld7
岩 手 1 兵 庫 105125 19 55 55 58 155宮 城 5 奈 良 8 41522 占 754占 24
秋 田 1 和 歌 山 1 5 7
山 形茨 1 2 鳥 取島 根岡 山 1565 1457 691777
埼 玉 15 広 島 101 1ム 125 Ll2 5占 116千 葉 1 2 5 2 8 山 口 57 1 4
東 京 ll 17 5] 16 98 徳 島 5 占
神荒川 10 占257 54 41 5 50 香 川 6 16 17 ム1
吉 山 1 17ll 2 愛 媛 10 2J1 1 451 5 20
石 川 1 高 知 2 2 5 7
福 井 127 福 岡 5 2 4 1ム山 梨岐 阜静 岡愛 知 52 11427 佐 賀長 崎熊 本大 分 1 2581
三 重滋 賀京 都 19 2 5ll 42 7145 鹿 児島 5 5
それによるとこの 5年間に一宮町-転入 してきた者は 4,702人 で毎年 900人ないし1.100人
がほかの市町村から転入してきており,反対に一宮町からほかの市町村へ転出した者は 2,658人 (年
平均 528人 )で毎年 400人をいLd0D人がほかの市町村へ転出してか92,0占4人の転入超過
孟崇 .完 アoG孟芸霊芝冒',.警 笠冨二孟孟誓言君主警誓 孟t三芸買芸芸霊芝苦言芸孟誓 言苦言 ]
て･ここで壮絶かO都道府県との関連について述べてみよう.
岡山県以外について比転入者･転出者ともに大阪府が トップで次いで兵庫県 ,広島県とをっている｡
その他の目立つところでは東京臥 香川保 .愛知県,京都府などであるO これからかおせかに言える
ことは東京 ･大阪やその周辺の何県とか岡山県の近隣の県などに当町よDの転出者 ,当町への転入者
が多いということである.たとえば大阪を例にとってみると県外転入者の 18.2蕗 (転入者全体の5.3
aA)･県外転出者の 1914妥(転出者全体の &5%)と転出先,前任地としての確聞たる不動の位置
を占めているのではか o^Tiた転入者･転出者の数を比べてみても大阪府の場合,それぞれ 157.人,
1t'･7人とあせり芸奥は見られないOつまり,出稼ぎ的労働者の数は多少は含まれる托してもー宮町
近辺の会社教務の人々の転勅によるものがほとんどであると推定されるO
-･6占-
転入 ,転出の状況も男と女が同じとい5ので抹なく.そこに枚童がある.それを示 したのが l表5-1
-5から表 5-1-14 である｡ これは昭和 48年か ら44年までの5年間の各年VCついて男女別の
転出先 ,前盆地を都道府県別に ,岡山県内忙ついては市町村別忙したものである｡
表 51 115 昭和 40年 男 女別 前任 地 ,転 出先 (府県別 )
前臣(また噛出先)の甑幹線 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また(並丑洗)の甑酔眼 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
北海 道岩 手茨 城埼 玉 52 2 12 l l1 18 奈 良和 歌 山鳥 取島 根 15 21 157 51 21 14
千 葉 5 1 広 島 15 ム 101 61
東 京 20 12i15 8 ll 5 山 口 52 2 51
神奈川 82 521 10 6 4 徳 島
吉 山 1 1 香 川 占 5
山 梨 1 1 愛 媛 1 1 10 5 5
静 岡 2 高 知 2 1 2 1 1
愛 知三 重滋 賀 51 21 1 1 福 岡佐 賀長 崎 4 1 51 21 1
京 都 6 5 95 210 4206 5 熊 本大 阪兵 庫 2118 ll10 106 124 宮 崎 1 1
表 5- 1- 8 昭和 41年 男 女別 前 任 地 ,転 出先 (府県別 )
青鮭 (また価 丑洗)の柑 妹 転 入 者 数 転 出 者 数総数 l男 女 総数 男 女
鳥 取 10 4 6 1】16 110 6島 根 1 8 1
広 島 12 48
山 口 1 1 5 2 1
香 川 9 5 7 5 2
愛 媛 1 1 2 2
前臣(またか頚珪ヒ洗)の鮎猷県 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 輿 女
北海 道埼 玉東 京 11 5 A 1524 1て5 59
､神奈川 2 1 1 625 521 52石静 岡愛 知 59 25 4
滋 賀 1 1 2 1 1
京 都 2 1 1 7 5 4
大 阪 51 18 15 55 1占 17
一占7-
表 3- 1-7 昭和 42年 男 女別 前 任地 ,転 出先 (府県別 )
総数 男 女 総数 男 女 i 総数 男 女 総数 男 女
秋 田 1ー7 192 I 812i 4 12 1 18 奈 良 2 2 5i1 5 1 2
福 島埼 玉 鳥 取島 根 51 21 41 51 152
千 葉東 京 217 29 広 島山 口 2〔15 145 125 715
神奈 川山 梨 54 25 5129 徳 島香 川 215 110岐 阜静 岡愛 知 14占 愛 媛高 知福 岡 8 52 512 12 12三 重滋 賀 24 2 佐 賀長 崎 254 21 1 12
京 都 10 2 8 5 5 大 分
大 阪 2 9 12 27 18 鹿 児 5 1
表 5- 1- 8 昭和 45年 男 女別 前 任地 ,転 出先 (府県別 )
前臣(また胞 洗)噛 県 転 入 者 数 転 出 者 数 青性 (また倣 洗)卿 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 臣数 男 女
岩 手 2 1 1 1 1 21 大 阪 40 22l18 45 2D 25
宮 城 21 兵 庫 50 17 151 55 25 12
山 形福 島 1 1 奈 良 1 1 i 1 5
E8茨 城 1 1 和 歌山鳥 取 2 1 51 21 1175
埼 玉 2 1 島 根 2 1 4 4
千 葉 5 5 2 5 広 島 55 0 5 2 5
東 京神 奈川 192 152 占 5〔〕4 15 151 山 口 5 5 2
宮 山 1 12 14 1 1 1 徳 島香 川 18 18 2 216 2ll石 川 62 愛 媛 5 5 4 2
福 井 1 1 高 知 5 2 1
肢 阜静 岡 12 12 福 岡長 崎 ll a2 5 5 2 1
愛 知 7 6 a熊 本 1 1 14 1 15
二 重滋 賀京 都 5ll 59 2 鹿 児 5
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表 51 1- 9 昭和 44年 男女別 前 任地 .転 出先 (府県別 )
前臣(また蛾逝洗)の敵新陳 転 入 者 数 転 出 者 数 竃 転 入 者 数
転 出 者 数
北海道 51 27 1 1 18 1 兵 庫 40 25 15 58 22 18宮 城山 形 59 2 】5 奈 良鳥 取 87 2 75 45 52
茨 城 1 1 島 根 12 7 5
埼 玉 9 2 広 島 26 14 21 1
千 乗 4 2 2 2 2 山 口 1 1 1 1
東 京 24 9 15 16 8 徳 島 2 1 5 1
神 奈 川 81 41 42 5 2 52 香 川 27 17 10 17 7 1U
古 山 1 1 愛 媛 5 2 5 5 1 2
福 井 17 15 高 知 4 4 5 5 5 1
長 野 5 510426 福 岡 5 21 5 4
岐 阜静 岡 1 1 長 崎熊 本 1 1 4 2 2
愛 知三 重 17644 7218 ll4 82 52 大 分宮 崎滋 賀京 都大 阪 255 151 114 鹿 児 島 2
表 5- 1- 10 昭和 40年 男 女別 前任地 ,転 出先 (市町村別 )
前臣(また胞 洗)の市町村 転 入 者 数■ 転 出 者 数 前岳(また雌拙先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
岡山 市 219 118 101 142 64 78 熊山 町 1 21 1 1 1 1
倉 敷市 19 ll 8 7 4 5 和東 町 1 1
津山市 占 4 2 5 2 1 備 前町 1 1 1 1
玉野市 1 2 1 5 2 5 日生町 1 1 1 1
児 島市 6 4 1 1 佐 伯町 1
玉 島市 4 2 2 5 5 三 石 町 2 2
笠 岡市 9 512 4 a 5 1 邑久町 1 1西大寺市井原総社 25 2 125 72 牛 Jg長 船東 児 2
ら高梁 市 4 1 5 2 1 1 潜時町 1 12
新 見 7 5 1 輿除村
加茂川町 . 0 6 4 5 5 5 妹尾 2津南町 る 5 5 9 早 島
御津町 2 1 1 5 5 2 書価 町 1 1 5 5
舵 (†た㈲ 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前任(またd`出先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数柊数 輿 女 総数 罪 女 総数 輿 女 総数 男 女
寄島町船穂矢掛美星井傭昭和 51 1 412 115 51 18 備 中町哲 多西港原臭浄奈義 451 21 251 51 2 1
高松町 52 15 17 美作町 24 1
足守町賀静 102 42 占25 41 4 大 原町久瀬
有洪町川上灯成羽 占51 41 中央町 10 5 5
表 5- 1- 11 昭和 41年 男女別 前任地 ,転 出先 (市町村別 )
縦巨(ぜた噛拭 )吃市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また胞 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 罪 女 総 数 輿 女 総 数 罪 女 総数 男 女
岡山市 461 525 558 208 86 122 興除村 1 2 1 5 1 5
舟敷布 55 18 15 20 7 15 妹尾 町 5 5
津山市玉野 18 9 9 7 51 2 早 島町 4 2 2 1
児島市玉 15 15 12 5 21 21 茶屋町舌備 125 12 9 5101 6
笠岡市 57 4 5 2 2 庄 村他方町 4 2 52 21 21
西大寺市井原市 9 5 6 2 1 金光町 6 4 2
総社市高架 22lワt 14.9 81U lldワ 162 1U 矢掛町費星 2 1145 1 1 1
新見市 19 15 6 6 5 1 芳井町兼備 1 1 1 1
建部町加茂川町 75 25 5 12 1 1 高松町足守 505 162 152 52
津南 町御津 1624 814 81U 105 452J 占9 究柵町有溌 26 14 12 2 21
山恥町赤坂 21 1 ll2 15 12 川上町成羽 1 1 1
吉井町瀬戸 15 15 備 中町大佐 4 51 5 41 2 21
備前町 5 5 2 神郷町 2 2
佐伯町三 石邑久 5 21 52 2 2 落合町勝山漁鹿 45 521 12牛窟長 船 4 51 1 鏡 野加 茂 25 1 14
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前任(また切ら我先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 朗色(また絹巨杜氏)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
作東町 1 1 4 中央 町 占 4 2大原ク謙南 6 2 柵 原 5 1
表 5- 1- 12 昭和 42年 男女別 前任地 .転 出先 (市町村別 )
前臣(また胸 先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 毒性 (また髄 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数.総数 輿 女 総数 男 女 総数 顔 女 # 男 女
岡山市 471 254 257 180 48 92 庄 村 2 12 2 415 51 1215
倉敷市 48 21 27 19 ll 8 福 田村
津山市 4 2 2 5 2 1 山手 村 1 1
玉野市 1621 98 715ll 7 4 5 寄 島町 1 1
笠 岡市西k寿 29 14 15 金 光町胸襟 25 1井原 2 2 5 2 芳井 1 1
総社 14 5 8 2 占 兼備 町 5 1 1 22 10
高梁 市 18 9 9 5 12 2 昭和 町 5 5
新 見 占 12 4 1 1 高社 51 19
建部町 5 1 2 1 1 足 守町 25 15 12 4 1 51力頗l 10 2 8 5 北房 1 4 12 25
津高町 12 712 5 5 1 2 賀陽町 1 1
御津町 5 5 12 541 7 有葵町 ll 8
山陽熊山瀬戸 514 21 17 15 川上成羽備 中 4 15 5
和気 1 1 1 12 落合 2 2 4 5 1
備 前町 4 2 15 勝山町 7 215 4252 l 21 21
佐伯町 2 1 1 敵原町 1 1
三石邑久 4 12 2 川上村勝北 1 12
長船 21 2 1 実作 5 2東児藤 田村 51 51 2ll 17 4 英 田相 帯 1 1
妹尾 町 5 2 中央町 2 1 1
早島茶屋吉備 珊原 2
表 5- 1- 15 昭和 45年 男女別 前 任地 ,転 出先 (市町村別 )
前任(また一類出先)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 誌 齢 tの市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
岡山市 582 289 295 208 98 110 玉野市 ll 占 5 5 _2 5
倉政市 57 21 16 46 24 ◆ 22 笠 岡 市 4 1 5 2 1 1
前臣(また瑚白土洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また峨 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
井 原 市 5 1 2 1 1 12 庄 村 2 2 2 7 2 5総 社 17 7 10 18 6 福 田 1 1 1
高 梁 市 7 5 4 5 2 14 清 音 村 1 1
新 見 市 A 5 5 54 51 鴨 方 町 1
建 部 町 4 3 芳 井 町 5 1 2
加茂川町 12 4 8 昭 和 町 1
津 高 町 8 5 5 高 松 町 5占 18 18 8 占
御 津 町 7 2 2 21足 守 16 8 8 7 5 4
山 陽 町 5 42 1 北 房 町 5 1 2 4 5 1
赤 坂 1 1 賀 陽 1 1
熊 山 町 2 25 有 漢 町 4 5 1 1 12
青 井 町 2 5 1 2 Jll上 町 1 1 4125 1 1瀬 戸吉 永和 気備 前 1510 152 成 羽哲 西落 合勝 山 57 5 2
日 生 町佐 伯 2 2 12 1 12 蕩 原 町川 上 村 1 1 51 21三 石邑 久 5 4 25 鏡 野奥 津 5
牛 窓長 船上 道東 児蔽 崎輿 除 村妹 尾 4 251 北田美 作大 原東粟倉村旭久米南 2
早 島茶 屋吉 備 13 17 8 久 米柵
表 5- 1- 14 昭和 44年 男女別 前任地 ,転 出先 (市町村別 )
前臣(または転土氏)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前臣(また峨 杜氏)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 罪 女 総数 罪 女 総数 句 女 総数 男 女
岡 山 市 480 257 225 282 127 155加茂川町 7 4 5 2 1 1
倉 敷 市 27 15 14 50 19 ll韓 高 町 12 5 7 5 2 5
津 山 市 18 12 6 9 ム 5 御 津 町 16 5 ll 5 51 2
玉 野 市 10 5 5 8 5 5 山 陽 町 5 1 2 1 1
笠 岡 市井 原 52 2 52 8 4 4 熊 山 町士 1 1
総 社 25 10 1 16 9 7 口井瀬 戸 1 1
高 梁 市 a 2 4 5 1 2 和 気 町 7 5 2 1 1
新 見 0 5 5 4 2 2 富 永 1
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再王位(i蛾謎洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数 前任(また胞 洗)の市町村 転 入 者 数 転 出 者 数総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
三 石 町邑 久長 船 142 12 51 571 251 145 有 湊 町川 上成 羽 125 12 1 15 215 1
上 道 町東 児井 崎除 村妹 尾早 島 27 14 備 中 町大 佐哲 多落 合勝 山久 世 512 41 1
吉 備 町 10 6 415 15 8 5 狼 原 町 5 2 12 1
庄 村 1 1 5 27 5川 上 村 1 1 1 1
福 田 村 a1 21 2 2 八 束 村 1 1 4 1
清 音 村粗 方 町 12 12鏡 野 町加 茂 1 1 51~ 21 1
寄 島 町里 庄矢 掛糞 星昭 和 25 25 117 110 古勝 央 町北田作 東 5高 松 1 占 9 旭 1
足 守 町北賀 陽 121 52 91 75 52 41 久米南町米 2 2
これに上ると,転入者が昭和 40年に 558人,同41年 1105人,同42年 952人,同 45年
1079人,同44年 1027^ であるのに対し,転出者はそれぞれ574人.505人,4占7人,
605人,687人といずれの年も164人,占00人,485人.474人,540人と転入者のほ
うが転出者を上回っている｡昭和40年は別として同41年から急激に転入者が増加している｡ これは
日本住宅供給公社が昭和 41年よ9当町の綴町地区に 580戸近い団地の造成を始め,また,この団地
の造成を契機として一般の会社が私営の団地を造成しはじめたこともその一因であろう｡ほかには岡山
市から近くて交通の俵もよいことが多くの個人住宅を建てさせることにな9,ひいてはそれが当町の人
口を増加させる原因ともなっている｡
男女別にみると転入者のうち男性 2575人,女性 2527人,転出者は男性 1517人,女性1521
人と転出者の男女比Iははとんど同じであ9,転入者のそれ壮男性が約 50人あま9女性を上回っているO
岡山県内の転入者VCついて杜岡山市がほとんど過半数臥上を占め,昭和 40年には県内転入者の55･5
i,同 41年には66.8%,同 42年には 59,5%,同日 年には65･5%,そして同 44年には65･2
重をそれぞれ占めている｡これは単なる岡山市と隣接しているための地縁関係による転入者数としては
あまDにも多すぎる｡岡山市よ9地価の安い当一 宮町に居住地を求めた人々の数であろうOその他･
大企業の寮,アパートの存在も無視できないOそのほかで転入者の多いととろは隣接する高松町･足守
町,津高町とか倉敷市,総社市などの市地域などである. とのうち前者 (5町)は地縁関係による転入
であると考えられる｡
他方,転出者においても岡山市との関連は強レヽ それは昭和 40年に壮 56･1感,同 41年には 57･5
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弟.同 42年に壮 49.7%,同 45車に吐 56.1車そして同 44年には 60.5%と県内転出者の過半数
を占めていることからも上くわかるo全転出者の割合でとってみても57.9%という高い割合である｡
そのほかでは地顔関係での高松町や倉敷市,西大寺市,総社市をども多いO
(4) 年令別による転入者,転出者の動き
黄 5 - 1- 15 年令別転入 ･転 出者数 (昭和40年 )
＼､＼才 ＼ 転 入 者 範 出 者 ＼ 1 転 入 者 転 出 者 -総数 罪 女 総数 輿 女 総数 輿 女 総数 男 女0一､_4 占2 59 23 57 20 17 55～59 56 25 ll 25 ll 12
5-～ 9 25 ll 14 ll 5 6 40.)44 20 10 10 9 4 5
10～14 24 12 12 15 7 8 45～49 19 ll 8 4 1 5
15～1? 61 24 57 55 56 19 50′～54 8 6 2 5 4 1
2〔】′､24 121 48 75 102 52 70 55′.ー59 7 4 5 8 5 5
25′-ー295〔】～54 8748 4628 4122 占254 294 5510 60以上 20 9 ll 9 5 4
表 5- 1- 16 年今別 転入 .転 出者数 (昭和 41年)
ゝ＼ 転 入 者 転 出 者 才 転 入 者 転 出 者総数 局 女 総数 男 女 総数 輿 女 総数 男 女
D～ 4 142 52 90 45 22 25 55.-ー59 94 41 55 25 14 9
5～ 9 87 42 45 18 7 ll 40.-ー44 65 28 55 ll 5 6
10～ 14 80 54 26 10 5 7 45～49 57 20 17 12 5 .7
15へ一19 71 55 56 72 51 41 50.-ー54 25 16 9 14 9 5
20.-ー24 154 85 51 159 55 84 55.)59 22 9 15 5 4 1
25～2950 54 18749 10885 798占 9842 45≠二 5519 dQ以上 55 18 17 16 8 8
表 5- 1- 17 年令別 転入 ･転 出者数 (昭和 42年 )
汁 転 入 者 転 出 者 チ 転 入 者 転 出 者総数 輿 女 総数 輿 女 総数 罪 女 総数 男 女
0.-､ノ 4 108 45 占う 48 50 18 40′､ー44 巨 28占 2552 251占 148 ll8
5.ー 9 55 54 21 20 ll 9 45へ_49
10.ー14 55 16 19 9 6 5 50へj4 )5815～19 118 69 49 74 55 21 55～59
20～245 95 5. 16509 498495 11476 1128570 4256 704928 占0以上 55 18 17 8 4 4
一一74-
襲 5- 1- 18 年令別転入 ･転 出者数 (昭和 45年 )
＼ 転 入 者 転 出 者 才 転 入 者 転 出 者総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女 総数 男 女
0へノ 4 155 71 占4 ム0 55 27 55～59 71 41 50 2〔】 7I 15
5.ー 9 85 55 50 21 9 12 40～44 45 25 18 15 10 5
10.ー14 59 20 19 17 9 8 45～49 27 15 14 12 占 占
15.-ー19 88 51 57 110 72 58 50～54 27 15 14 12 7 5
2〔】～24 209 81 128 1占7 66 101 55～59 26 15 ll 15 8 5
25′ー2950～54 18824 9970 8954 985 5224 441 60以上 59 18 21 22 10 12
表 5 - 1- て9 年令別転入 ･転 出者数 (昭和 44年 )
＼ 転 入 者 伝 出 者 才 転 入 者 転 出 者総数 男 女 総数 罪 女 総数 男 女 総数 男 女0.ー4 11ム 81 55 81 59 42 55～59 54 55 21 55 22 ll
5.､一 9 50 27 25 51 19 12 40～44 41 17 24 16 10 6
10～14 5占 17 19 16 7 9 45～49 22 1占 a 15 9 占
15.ー19 8〔】 57 25 7d 48 28 50-､.54 17 8 9 7 5 4
2〔1.ー24 284 109 155 179 89 110 55～59 19 ll 8 4 5 1
25～2950-J54 20588 11755 8855 15?75 485 7150 40奴上 55 16 19 17 占 ll
一宮町における人口の地域的を動きはおよそ以上述べてきたようであって流動総数しいが.それで紘
年令的にはどのような届であろうか｡それを示したのが表 5- 1- 15から表5-ー 19であって.こ
れは昭和 40年から同44年までの 5年間の転入者.転出者を5才段糟で示したものであるがひとこと
で言うなら若年層の流動が激しい｡この 5年間忙おける転入者で若年局 (15- 24才)の占める割合
壮昭和40年 55.8%,同41年 18.5藤,同42年 29.5帝,同 45年 27･5%,そして同 44年紘
55.8愛で転出者のそれはそれぞれ 42_0蕗.41.8虜,5?.8%,45･8%,57･1虜とな9これに
25～ 29才の占める割合を加えると58- 54車と58- 82愛にな9きわめて高い割合に浸ってく
る｡男女ともに 20代が最も流動が敦しいが男性の場合には 15- 19才が比教的多レ㌔ 15- 19才
の場合,男性の方は就職の関係で学校を黙えると他地域-転出,女性の方は地元での就職が考えられる
ため女性の方のこの年代の転入,転出は少7fhのである50 20代が最も多いのは男性の場合では転軌
結婚,女性の場合は結婚,他職による帰郷75:どのためと思われる｡ 50代以上の流動もかな9激しく特
に男性の方が大きいOこれも転勤によると考えられる.
(5) 産業別人 口構成の変化
最後に産業別人口構成の動向を見ることにしエ)｡産業耕進上からみるとその地域がどの程度近代
化しているか,また壮生活水準が高いか低いかとい5ことが比っき9とわかるので産業別人口構成は
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年令別人口構成と並んで利用価値が大である｡
褒 5- 1- 20 -官町の産美別人 口柵戒の変化
■昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和 昭和
22年 25牢 50年 55年 4Q牛 22年 25年 5α牢 55年 4畔
糸 井 2849 2455 2549 2442 2242 金融 .保健 .不動産某 52 42 95 90 715
1522 1550 1244 1108 985 22 27 d4 55 56
1547 1285 1285 1554 1259 1【】 15 51 57 57
林菜及び狩猟菓 4 45 5 6 5 漣輸 .通信兵 234 250 257 248 547
5 40 5 占 2 228 217 21占 222 282
1 5 00 1 14 15 21 2ム 45
乳業及び水産拳雅美 00 0 1 1 屯気 .ガス .水道弟 15 ll 55q 00 1 0 ll ll 29
D 0 D □ 1 4 0 4
水 薬 7 S 58 51 29 サー ビス井 175 259 271 411 5545 7 49 7 07 147 155 225 285
0D 1 2 2 68 92 118 18占 255
建 設 菜 108 108 165 177 252 公 務 295 154 164 146 1708 50 88 0 58 46 35 45
0 015 9 22 57 20 20 51 27
奥 造 其 518 450 452 57一1 599 分類不能の産業 70 17 0 7 0260 291 289 555 566 48 7 0 2 0
58 159 145 221 255 22 10 0 5 0
卸売 .′J､売薬 150 242 550 594 544 合 計I 42dd 4167 4506 4578 4879
81 151 202 220 283 2455 2477 2546 2555 2占84
49 111 128 174 271 185ー 1690 7ー占0 2025 2195
数値は上から総数 ,男の数,女の数である｡
一宮町の産業別人口練成の研 D22年から40年-での推移は表5-1-20に示されるO昭和 40年
の第一次産業 (農林水産業 ).第二次産業 (鉱業,共進建設業 ),第三次産業 (商業 ,運輸通倍公務サ
ービス業 )の割合壮それぞれ4ム1%,18･1%,55･8%であるo試みに岡山県全体のものと全国平
均をとってみると一岡山県ではSo･1碑.55･5多,56･4% (総理府統計局 ｢19占8年就業補遺基
本調査報軌 1968年 7月 一日現在 )で･全国では24･7%.52･5%,410%である｡これらの
数字を比べる限Dでは一宮町は第一次産兼.それも姓業就業人口が圧倒的に多く過半数近くを占めてt^ l
るoこの原因として考えられることは岡山市に境を壌するため&産物の供給地,すなわち近郊盛付的を
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役 割 を果 していることや伯に主要な地場産薬を有しないことなどが考えられる｡ しかし昭和 22年
には第一次産業の割合が 5分の2強であったことを考えれば大幅女波少であ9,現在進んでいる岡山
市のベ,ドタウン化(ri合併によD一席促進されるであろう｡そして産巣別人口碑成吐変化一第 2次,
第5次産業人ロの増加-をとげるであろうと推刺される｡
(8) ま と め
以上述べてきたことをせとめると一宮町の人口は昭和 1G年までは増加を続けたが第2次世界大戦
の始ま･'たとろは若干の減少を示し,峨後,一時急故を増加をみせた後は昭和 40年ころせITは捷憧
恵増加を続け,その後位近に至るまで大幅な伸びを示している｡このような現象は地方中心都市の周
辺の町村に多く見られることで一宮町にだけ見られる憤向で比をい｡そして転入者数が転出者数を大
量に上回っているが若年層.とくに 20才台の流入が激しい転入超過となっている｡地域的には岡山
市との関連が深く,転入 ･転出ともに約 5割を占めている｡このことは一宮町が次第に岡山市の圏域
に組み込せれ岡山市の市外住宅地化していることを襲わしている｡県外では大阪,兵庫,東京などの
大都市と広島,香川などの岡山県に近壊した県に多く.県外からの転入者,県外へd)転出者の数はほ
とんど変らないO産業別人口構成を見ても岡山市との関連を強く示し,近接した地域としての役割を
表わしている｡
今後も一宮町への人口の流入は続き,人口は増加していくであろう｡そしで無秩序な宅地造成,住
宅造成へと進行していく危険性がないと披言えなレヽ そういう危険性を避けるために性計画性をもっ
た行政政策が必須で,たとえば道路の整備とか区画軌 などが必要と思われる.
(ノト 野 剰 朗 )
○ 統計紫科 出典
表 5- 1- 1,図5- 1- 1,襲 5- 1- 20
国勢調査報告書 ,圃山県統計年報
表 5- 1-2,図5- 1- 2,図5- 1-5
｢広域行政の分析紫科｣◆岡山市企画盤企画課
表 5 - 1-5-表5-1-19
住民董卓人口移動報告幕
住民移動弄
毎月流動人 口調査
よ9作成
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2 集落の形態 ･立地条件 と発展
(1) 一宮町における集落の立地のタイプ
ー宮町での免清を見ていくと大きく分けて 5つのタイプのそれが考えられるであろう｡
すなわち,
① 平野部つま9水田地帯もしくはそれに画して位置する集落であり･道路とか河川の流路に沿っ
て発生したタイプ｡当町最大の典落規模を誇9,かつ町の中心でもある一宮をはじめ砂川沿いに
遡行すると辛川市乳 辛川中,国道 180号線沿いに酉-行 くと五軒屋などがその例としてあげ
られる｡
② 山麓や丘の薮に位置する型の集落である｡当一宮町においてはこのタイプが最も多く見られ,
吉備中山の麓に南よD尾上,和田,山神をど,酉辛川には山際,山すそ伝いに北東に目を転ずれ
ば旧居屋下村の中心地であった大乱 そして松尾 ,芳賀,下芳賀 (①のタイプに近い),佐山,
南へ下って旧平津村には西構津,中檎浄,束檎津.首部とその例は枚挙にいとまを欠かないほど
である｡
③ 前掲の両タイプの集落エDも高い位債にあ9.概して周囲とか両側よD山が追っている谷間に
小さくまとまって見られるタイプの典醇であるoこの塾は町の南半分にはほとんど見られず,旧
馬屋下村を中心とする北半分の地域に数か所分布している｡つま9長野,横尾 ,滑水などの部落
がこの例である｡
の5つであるが,ほかにこれらの間にそれぞれの両方の型の性格を兼ねそ75:えたものも見られる.が.
ここではこの 5つに限ってかく｡これらのうち代表的な 2･5の集落についてはのちほどふれる｡
(2) 集落の形態
形態というように切9放してみると集落は散村と集村とに分つことができるが ,前者の例が当町
では下芳賀を代表とする散村集落であ9.後者のそれが西横棒 ･中槍津 ･東椿津を代表とする集村
典藩である｡これら及び集落を形成する単位である民家についてはのちほどふれるのでここでの詳
述は避けることとしたレ,o
(3) 集落の立地条件
集落の立地条件は水,水害,土地の傾斜や日照及び交通との関係などいろいろと考えられるが,
中でも水との関係つま9飲料水を得やすいということが集落発生のための最大かつ決定的要因とい
えよう.集落はこのような諸条件に適応しながら発展あるいは衰退していくものである. ここでは
そのメカニズムを民俗学的をききとDの方法でみていきたい｡
次に代表的なものをあげると山麓よ9ながらもどちらかと言えば平野部に立地する散村の下芳賀
と文字通9山麓に立地する集村の宿弊があるが両方とも条件によDそれぞれ異なった性海を備えて
いるのでこれについてふれていく｡
(4)下芳賀の場合
立地のタイプでは平野部に展開するような塾にあてはまD,集落形態は散村にはいる.集落と水
との関係が重要であることについてはこれまでたびたび述べてきたが.ここ下芳賀には東西 2カ所
に村井戸 (共同井戸 )があ9,そのいずれもが現存しながらも現在ではほとんど使われなくなって
いる｡
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図5- 2- 1 一宮町の集落分布
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a) 東の井 戸
この井戸が掘られたのは約占0年ほど前の明治45,4年ごろといわれ,昭和 27,8年ごろに
一一部の家が簡易水道を引くまで付近の 10軒あま9が利用した｡そして,昭和 5ム年 5月 1日に上
水道が布設された (全町いっせい)ときてさえ4 ,5軒は依然としてそれを利用していた｡ この地
区で水の湧出する所はこく限られていたらしく各戸用の井戸はあま9多く見うけられない｡そして,
水丑もあま9豊富でないので昔から用水の不足ということが最大の悩みであったらしレ,.
写真 5- 21 1
下 芳 賀
東 の 井 戸
図 5-2-2
下 芳 賀
東 の 井 戸
I)) 酉の井 戸
この井戸は今でもだいたい原型を保ってお9,写夷 S-2-5のように作られた当時の人 の々名
を刻んだ石碑もかたわらに残っている｡この碑にもあるようにこの井戸は以前はさだかでなし佃;,紘
っきDしているところでは明治 7年 5月に掘られたものであ9 10軒あまりの家が利用していた｡
その他の利用しない家は各戸の井戸を使用し乞そうである.そして.簡易水道が昭和 12年 12月にかん
づめ二亡場 (現在 も県道 わ きVCあ る )に水を引くために設けられた.水源は山の上の朝地であ
D,トトギ鞄との間に簡易水道の設備があるOこの簡易水道ができてからは井戸はあせ9利用され
なくなD.現在は上水道があるためほとんど使われていない｡
これが下芳賀で判明した共同井戸及びその変遷である｡生態学的を意味における集落発展をみる
際の大きを観点として分家がどのような場所と方向をもってなされるかをみていく方法がある｡下
芳賀での分家の方法をみると,ここは水害などの恐れもないため交通その他の便利のよい所とか自
分の持っている田畑-と分家がされておD.その結果,集落は散村状を皇している.
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写夷 S-2-2
下芳賀 西の井戸
図･5-2-5(a)
下芳賀 西の井戸
写実5-2-5
下芳賀 &-の井戸
図 5-2-5(b)
下芳賀 西の井戸の脇にある碑の銘
(5) 槍 津 の場 合
山味に立地する籍 2のタイプであ9,せた形態上は集村集落の場合である｡典村集落は先述したよ
うに水 (飲料水 )がPli:宵でなく,またどこを掘っても水が出るというわけではないので家が自然に固
せってきたものである｡ したがって各村にかける共同井戸の果した役割は大きレ㌔ この櫓津は集村の
うちでも上述のように塊村的に発達してきたものが取水の影響などもあって山葱伝いに路村的に広が
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っていったものである｡これはききと9によってわかった分家の方法からも明らかである｡便宜上,
ここでは旧槍津村を西梅津 ･中檎浄 ･東槍韓の 5地区に分け,その各地区の共同井戸について述べて
いくことにする.なお各井戸の呼称については付近の人 の々ものを採用した｡
印 西檎津
a) 大井 戸
これは旧鉄道ベDにあ9,いつ頃掘られたものかは不明であるが以前は酉槍津部落のほとんど
が利用し,年中,永の枯れることはなかったそうである｡全体に酉檎津は水が豊富なため(東槍
津が高く,中椿韓,西檎津へと行くにしたがって低 くなっている.そして東の首部もまた低い)
明治末期から大正年間にかけて各戸に井戸が普及したoしかし,山の北にある山浦部落は水の出
もあま9芳しくなかったらしく井戸の水が枯れたときにはこの大井戸から給水を受けたこともあ
るという｡そして,現在ではこの井戸は口も半分にせばめられ防火用水としてしか利用されてい
ない｡
写夷 S -2-4
西櫓津 大井戸
図 5-2-4
西宿津 大井戸
b) か祖 師させの井戸
これは昭和 2 ,5年とろ掘られたもので当時は20軒あせDの家がこれを利用し,良質の冷た
い水は人々に甚ばれたといわれる07fたこの井戸は山を少 登々った高みにあるため深く,水丑ほ
けっして重富とはいえをいがそれまで大井戸のみにたよっていたこの付近の人 が々よく利用した
ことはいうまでもをhoこの名は井戸のすぐ東にある祖師堂に由来してかD,この井戸は上に/J＼
島根をも備えているほどの広い井戸敬をもつ9っばをものである(写実 - 2-5参照).
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写実 5-2-5
西檎津 か祖師させの井戸
(ロ)中楢 津
@ 5-2-5
西椿津 か祖師きまの井戸
a) 前の井 戸
この井戸も掘られた時期は不明であるがいずれにしても明治以前であるらしho井戸数は 4坪
であD,もう1つの村井戸である"大井戸〃の 2/ 5の両横をもっている. ここは酉盾韓と具夜
9水が不足していて井戸だけでは十分な水を供給できをかったため昭和初期 (昭和 5.4年とろ)
には 15,4軒が発起人とをって価易水道を布設し,のち5軒あせ9が加わって現在に至ってい
る｡つま9現在 17I8軒が簡易水道と町の上水道を併開しているのであるoそして簡易水道が
布設され-/･Cのちでも昭和50年ごろまでViふろ水用忙使用されていたが現在では埋められてしま
って ,その跡を偲ばせる石塊だけが残されてL^る｡
図5-216 中宿持 前の井戸
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也) 大井 戸
もう1つの中槍津の村井戸であるo これも"前の井戸 "と同じく掘られた時期は古く不詳である
が少なくとも明治以前のものといわれる｡井戸敦はふ坪であ9昔よ9名主名俵で伝えられてきてい
る｡井戸の北側にはおよそ2叫性との高さをもつ旧庄屋塵敦の石垣が今も残っているOこの井戸を利
用した家は 10軒あせりであり良さは 14,5尺(4,5tnほど)という.ついでをがらつけ加えると
ここでは 7月7日に｢井戸かえ｣をすると良い水がてるとtJltJl伝えられていて毎年 1回七夕には半
ば年中行事化した形でそれが行なわれていたC現在ではここも使用されることはないらしく白く濁
った水がエビんでいるのみであるo
麺 を :.,･拒 ._
図 5- 2- 7
中 櫓 棒 大 井 戸
この中檎津比水が十分で夜く 前`の井戸,大井戸"の両方でよく水が枯れたそう~筏ゐoそこで人々
は部落の南40DtnあまDの所を西流する笹ケ瀬川まで水をくみ忙行くなどの苦労をしたといわれ
る｡このような状態におかれてVlたことが当町のほかの地区 (少なくともここで扱っている下芳賀
椿韓の両地区 )には例を見ないほどの早期の簡易水道布殻 ,長期にわたるその利用とをって現われ
たのであろう｡
レう 東椿 搾
a) 大井戸
この "大井戸"は現在も使用されてお9.これがいつ視られたものかは不明ながらもか75:9良
質の水をわき出させたので昭和 55年とろの最盛期には 11.2軒,およそ 100人あせりの人
が々利用したといわれるOそして,ここは土地が高いため (椿津村では旧県道の南側は北側よ9
もやP低い位置にある.しかしそれでも水田面よりおよそ 2mあせDも高い位置にある宅地用地なので
あるo )水揚げポンプでもって水をくみあげるという苦労はしながらも,現在たか る戸の家の人
たちがこれを利用している｡また,ここも酉横棒と同じく井戸から直接に町の上水道-と移行し
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てお9簡易水道の段階はない.だから水に関しては各戸で井戸と上水道を併用しているというのが
この地区の現状ではある｡
写真 5-2-7
東檎津 大井戸
図 5- 2-8
束帯棒 大井戸
b) 村井 戸
もう1つの村井戸一 名称が不明夜ので仮に村井戸としてかく- は先のL大井戸"に比べ
ると規模も′｣､さく,個人の宅地の一隅にあって共同井戸的性格は)ナレloそして"大井戸J'よDも
高みにある関係上,深さも相当にあDその上,便9人も次々にいなくなったらしくて今ではそのロ
に打ちつけられた木材が利用者のまったくいないととを寂しく物舞っているO
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匡15-2-9
束梅津 村井戸
以上,西椿津 ･中椿津 ･東椿津と5地区にわたってそのおのおのの共同井戸につきいろいろと述べた
が,このように全体としてこの 5地区を見た場合 ,集落は井戸を中心に発生し.発展したようである｡
もっとも.この傾向は昭和5ム年 5月 1日に一宮全町に上水道が布設されるに及んで非常に弱まっては
いるが --｡ 本文中に数鹿出てきた旧県道は山すそをぐるDと回って卦D,それよ9低い所には多少
の特例を除いて宅地はほとんど見られず.その特例でさえ水田と境を接する南側に高い石垣を築くこと
によって水田よ9も2mちかくもかさ上げしている｡｢また 5地区とも集落の大部分がその旧県道上9上
部すなわち山腹を谷に沿って高度 20m付近まで広がり登っているのが一目瞭然であるO次に水平のつ
ま9横の広がDに目を転ずると一部先述したように東椿津を分水界として水は東西両方向へと流れ下る｡
したがって西もしくは東に行くほど田畑は冠水しやすく,事実,西椿津など紘過去幾度となく洪水のう
きめにあ.>ているのだが,宅地もその例に漏れなかったので住まいは自然に高みへと建てられるように
なった｡この傾向は分家をしていく際に非常に覇者に見られ,分家は山すそ伝いに東または西へと行な
われていったのである｡特にそれは比軟的低V,西槍津において著しく,比額的高い東椿津ではあま9見
られず,そしてその分布は割合自由な広がDを見せている.
(6) 集落の性格 と村落 - 結びにかえて -
では,明治 22年に村制が実施されて平津村となるまで厳然と 1つの村 (椿津村 )を構成していた
この5地区がなぜそれぞれに 2つづつの村井戸を持ち,またききとDによって分ったこと夜のだが,
お互いに他の 2地区を意識し,けんせいし合っているのだろうか｡下芳賀の場合をみると,散村状を
-,7_:-二 ∵ 三=--IJi-:_:'::-_: -~二 二 ~:二 二 芸I_三 二
にも水の影率が出ているのではをいかと思われるOすなわち,この槍津の 5地区は西槍津はともかく,
あま9水に恵まれているとはいえない状態である｡したがって昔から水に対する関心は探かったと思
われる｡だからそのような水に対する執念といっても過言でないような地区の人々の気持がこんなに
までその態度をかたくなにさせたのではないだろうかo水とは集落そのものばかりでなく人間集団の
紐帯をも強めるものといえようo換言するなら水の絶対丑が少ないということがその地域の団結を深
め･他地区への対抗心を生み出すのであろうということである｡すなわち前者が集村としての発展で
あ9後者が各地区間における頼争心なのであるQ
以上 見てきたように今まで人叫土洪水の恐れがあれば高みにしか住まいを構えをいというように
自然に対しあまりにも消極的であったが機械の発達に伴って,しだいにそれは横板的な裟勢へと変わ
9･本年 (昭和 45年 )からのすでにすえつけの終わった排水ポ/ブの活躍で洪水の危険がなくなれ
ばよ9活発と表れ 住宅は山から交通などの便利のよい水田地帯へとおりてくることが確実である｡
そうなれば今までの集落の形態は｢変し･ここにあげた檎港地区でさえしだいに散村形態をとってい
くであろうことも想像に難くない｡
岡山市との合併問題を控えて半げ岡山市のベ,トタウン化した当一宮町の集落はどこも多かれ少な
かれ旧来の集落の体質改善を迫られてか9･今やその変換点に立たされていると見るのが妥当咽 ろう｡
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表 5-2- 1 下芳賀及び櫓幹の上水道 ･現勢
地 区 名 村井戸の数 水丑 簡易水道使用の有無 各 地 区 の 現 勢
戸 数(戸) 人 口 (～ 1戸平均人数㈹
下 芳 賀 2 乏 有 88 417 4.74
酉 檎 浄 2 忠 無 200 752 5.66
中 槍 津 2 乏 有 148 555 5.占1
束 槍 津 2 並 級 58 147 5.87
注) 11 村井戸の教.簡易水道使用の有無はききとDによる｡
2.各地区の現勢欄のうち,戸数,人口比町役場住民課賢科 (昭和 45年6月現在 )による｡
参考文 献
O 中野尊正 (19ム9):郷士の調査法
o一宮町教育委員会 (1949):舟土軌本いちのみや相本
o御沖郡教育会 (1922):岡山県御醇郡誌
参考 資料
o 図512-2よ9回51219までのうち図5-2-5(t))以外吐町役場企蘭抹所蔵の地
療図をコt='-し,井戸の位忍を示した｡ (国中0.⑳また吐0印が井戸の位置,数字は地番
である｡ ) (相 沢 一 正 )
3 住宅 団地の形成 と発展
(1) ま え が さ
現代にかける都市化の汲はきわめて急敵で,かつ原器な大瀧市銀中の様相をもっているo
この原書を人口鵜中はただちに大都市地竣tL泥剤を化宅韓を発LE_せしめたO こうして･過
大人Ljは軌有近郊-と,性宅地を求めて拡大していく傾向が食園的紅紫しレ､o県下にかいて
も,この上うを人口の都JF典中性新著で, 戯山村地域の過疎化現象を起こす原田になってtJl
る｡県下市町村の人口増蚊を見てみると.n山恥舟歌打聴 社菰 一宮町･言備町 福田村なt-
吐転入者が転出者を1回る社会称 戎9は大体yCかL^て社金波の状態で･人口減少地域であ
る.この人口増加の紫観壮都市とその近郊托限られて見られるo総社市吐合政市の,一宮町
膏備町など仕岡山市の近郊として^口増加の思しい所で, これは都市地故(岡山r旨･倉釧 了PC
っL^ては産集就業人口 悌 二次.窮三次直美)の都市人口の拡大とhう意味で･一宮町r総
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社市,吉備町をどはその膨張した過大人口の緩和とhう意味 (住宅難打解のため)で近郊-
とその住宅を求めてLlく｡特に一宮町性近年,人口増加峯は県下第1位であり.その原因をる
ものに住宅団地建設 (一宮町馳地)(R:伴う人口吸収があげられる｡一宮村,.碍屋下村,平静
村の三村が合併した昭和 50年当時の人口は 8,649人,それから14年後の昭和 44年で
壮世帯数 2,805世帯,人口 11.059人にふくれあがったOそしてその内団地人口は約 18
%を占める1,160人である｡このように一宮町人口の増加に大きく作用してhるこの団地
に特に注目を払ってみる必要があると思われるので,以下住宅団地につhて詳細に検討して
みたho
(2) 岡山市にかける住宅棟援和の役割をになうー 宮町団地
一宮町団地につtnて述べる前に,一宮町が岡山市近郊に位置することを考えるならば,i
ず岡山市の住宅建設の動向を述べることに上って.-官町団地の役割を考える必賓があろうo
岡山市の壕乱 こと数年来若しh人口伸び率を示しているoこれは岡商工業地帯の発展に
よるものである｡ この人口増加に伴う住宅開成は大きをものがあD,当新田団地,藤原田地,
益野団地をど殺近急速に住宅団地が数を増してhるO しかし舟誹住宅の場合.土地,建て物
あわせて最低200-500万円奴上とあって,お山それとは建てられなh｡ このため多く
のサラリーマンには公営住宅-殻到するが,年間 280戸たらすでは急速を人口増にかhつ
くのは不可能で, このため私営のアパートが盛んである｡ この公営食宅の建設時期につhT･
みると.最も早hもので昭和 21年頃からすでに実施され,遅いもので昭和 59年頃から住
宅建設が行をわれた｡ このような住宅建設状況から,人口がどの方向に動hてV,るか｡そして
住宅建設の進む方向性どちらかを理解することに上って,一宮町団地唾殻の背貴をみておきた
山｡昭和 50年頃には都心部が市外に比べて,増加してVlたのに数年前までQj:岡蘇 芳田地区
を中心とする市内南部の市外地が急激に伸び.魚近では高島.八幡,滑水地区のある東北部,
西大寺地区の東部がつづき.都心部仕叔少している｡そして今まで伸びてLnた西側への伸びは
以前に比べて鈍っているOすなわち岡南,芳田地区は445戸の鉄薪コンクリート造りの当新
田団地,259戸の簡易耐火構造平屋唾の西市団地,98戸の新保芳田団地などの市営住宅が
計画的に建てられているために.またその他私営住宅がぞくぞく建てられてhるために急敦に
伸びた｡次に東北部地区はやはb公営,私営の住宅の建設が畝 .を克め.昭和 5 7年頃から,
うなぎのほj=て人口'世帯数ともにふえてhる｡当地区の住宅建設は他地区に比べて比軟的新
し仏のが特長である｡例えば戸数 1･0DO戸以上の大団地である市営高島団地 (1.568戸)
は昭和 59年に嬢殻が始められ,腺開発公社の手による藤原団地は昭和 57年に始められ,h
まで壮市内を代表する巨大を親授の団地がみられる｡これは他地区の地価の高牌のため,
"安L^住宅 "をスE]-ガyとする市.鼎当凧 開発公社などが地価の妥L^所へと計画的に立地
させたためで･今後も都心に近い地峡から地価の安い地域へと住宅団地の立地指向がみられる
ものと思われる｡亡)して住宅連投仕市内都心から市外 か上び市郊外へと拡大してLhく｡
現在市郊外にかける住宅建設紘一官町,浄福町.書備町のみで他の地域に紘みられない｡
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こ)して.現在から将来-住宅の立地する方向として.市南部とか都心部,西部におhでは
地価の騰貴のため高所得者属の個人住宅の建設は行なわれることはあっても,鼎や市などの地
方公共餓体とか,公益法人である住宅公社などの住宅団地は地価の高h所は避け距離的には少
し遠くても,今まだ都市化の波及していなh東北 ,西北方向へと現在同様,今後もそれ以上の
速さで建設卓れてL^(傾向があD,市内の住宅難打開の重要を役割をにを5ものと思われる｡
すなわち比軟的地価の安L^鹿業地帯や丘顔の山林を開Lhて (たとえば一宮町で吐緑町,佐LE･
芳賀'天神団地)建殻される傾向がある｡と)した立地指向と.県と市当局の地峡開先の一貫
としての住宅B]地誘致に上る一宮町の発展を考叔しての一宮町田地建設の要請と交通便利で,
地価の安h岡山市郊外に都心から等距離の乾留で現状に住宅団地を配鹿しようとする (ペット
タウン化)開発公社の一宮町田地建設計面とが一致して,ここに一宮町団地の建設をみるk:到
った｡同様を傾向が浄高町の稔崎団地,そして旭設予定の青備町の団地にかhてもみられ,岡
山市の住宅難を解消しているD以下一宮町田地把つhて述べてみたh0
図 5- 5-1 市営住宅および的発公社住宅分布図
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(5) EZl地の形成 (一宮町の住宅EZl地)
現在一宮町における団地に比,すでに完成をみた撮町団地 (一宮町独特地区),土地造成中
の天神団地 (一宮町辛川地区),土地月収中の佐山･芳賀団地 (一宮町佐山,芳賀地区)が開
発公社に上って計画.実施きれてhる｡他にも｢岡山Ⅷ気軌道株式会社｣に上る今岡団地 (
一宮町今岡地区)の計画が行なわれてhる｡ (図5-512 参照)
図 5 - 5 - 2 一宮町団地略図
t.れらの団地の魂投の立地条件として次の上)凍ことが考えられる.
･都市近郊であって,職場である岡山に近t^ ｡ G過大人口の壌衝地として)
･交通の俵がエt^O
･地価が安く.そのため安L^住宅.宅地を環供できるO
･周辺の頚塊が上hQ
この上うに都市内部の住宅#･交通#,用地取樽穀を脱却できる所として立地してhる｡
(8) 天 神 団 地
｢財団法人岡山県住宅供給公社｣に上って昭和 44年 11月 15日から昭和 45年 8月 12
日までに山地･畑地を整理して土地造成が行なわれ,現在その渦中でもb,昭和 44年完成の
チ蛙で･完成すると1区画200m2,盛坪 16- 17坪の住宅 (建売,分訣)が約 200戸建
ち･昨年入店者#塊を始め.今年中に約 55戸越つ寸定であるO
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写実 5-5- 1 天神団地建設予定地
天神山付近では.現在土地造成中で.山林 ,丘駿を切D開いているo
(8.45年 4月5日 渡辺康人 堆形)
(b) 佐 山 ･芳 焚 団 地
天神団地と同規模の住宅が住宅供給公社に上って約 1.70･0戸建つ予定で,現在山林.丘凍,
畑地の月収中である｡当EZI地壮臣栓的忙少し本町中心部上b遠く,また山地に達成される予定
であるが.この理由として不町中心部の水田,畑地の地価に比戟して安hことが第 1義的忙選
ばれた上)に思われる｡以後既成団地である液町民地を詳細に見ていくことによって本町の団
地の催質を理解したい｡
(C) 緑 町 団 地
写未 5- 5- 2 線 町 団 地
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Lイ)位 置 岡山から総社に続 く180号繍沿いの一宮町でも中心的位直である橋崎地区に卓
然と区画亜傭された一宮団地 (撮町団地)がある｡目地連投以前壮一面広々とした水田地帯で
あって現在をお団地周辺には水田が多く見られ.禄の中に近代的確集O各種各様の住宅が並ん
で,一宮町でも特色ある兼敏を皇してhる｡岡山市からバス ･汽車で約 10分と比蚊的近距牡
で,しかも道路事情も恵まれてL^て.EZl地色民の通学,通勤の健を有利ならしめてhる｡
また吉備の中LJ,舌傭浄彦神祉など多くの歴史的辻物,兼跡に周囲を取b因まれ,頼光,教
育的面からみて非常に息せれた凍境を生してt^る｡
(｡)田地の建設とその進行 開発公社に上って民有地 (水el) 18万2000kiに約 355区
画の住宅,一宮団地がつくられることが計画され.腺当局の地域開発に基づく要諦とカレー 致し,
一宮町でも受け入れ体制ができて,土地月収比町の方VC窄託して任せ昭和 59年頃から始まっ
た｡買収にかかった当時の坪当bの土地価格は4,000-5,000円雀鹿であった0 5年後の
昭和 42年その名も｢協町団地｣が完成し.全行程が終了した｡最初開発公社によって ｢建売
住宅｣俺 地分革｣が手がけられたが.途中昭和 JO年開発公社から分離して ｢雀宅供給公社｣
の成立にかよんで,開発公社は宅地分譲のみ,住宅供給公社は建売住宅のみを取り扱うことに
なった｡当団地に壮各地の住宅田地に見られる賃貸住宅は見られなく,個人所有住宅と会社の
寮のための分譲 (特別分譲)が 1つ丁ノ(-ト式のみで他はすべて,平屋か二博達ての独立家屋
である｡昭和 45年 5月現在.戸数55さ戸.人口1,202人 (男 585^ ,女 占17人)で
当初計画された区画の住宅建設壮すべて完了してt^るO
表 3- 5- 1 土 地 利 用 区 分
煉 住 宅 供 給 公 社 49323,〆 (258区画)
宅 地 僚 機 14008〝′ ( 60区画)
盛 協 . 保 育 園 5059〝′ ( 2 区画)
一 般 宅 地 分 熊 10452m, ( S 区画)
道 路 . 緑 地 250407n>
('')食 観 緑町団地仕一辺508n程度の正方形の区画内に木造,7lt/-メ.ブロック造b
の平屋および二階建の赤,青の屋根をもつ家屋がどぼんの目のように塵然として建ち並んでh
る｡それらには矩形のもの (7ラ,ト -クス),星形のもの (ポイyト.-ウス)が見られ･
各戸に庭園とかテラスのつhたものも多く見られる｡埋売住宅として建てられた家屋は年度別
にその塾が規定され,すべてが同質である｡一方宅地身許の家庭は各自息L^思いの設計で.そ
の住民の独創的ア十デアの結晶とも見られる見変わDをものも見られるo団地内に壮暗 7mほど
のメイy道路が数本直交し,それに交わる枚魚適格 (約 4m)がこれも直交して無数に走って
いて,それら紘すべて舗装され,マイカー族の通勤に便利がられている0 180号瀕のバス停
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よbEfI地iE門前に立つと.まず眼につくのが町内有志9人が共同出資して経営してhる一宮シ
ヨ,ピンクセンターである｡その他個人経営の薬局.電機店.理髪店,食堂,売店があb,こ
れらのものに上って団地の大体の日常の消奨仕満たされてt^るO このことから見ると団地はさ
しずめ 1つの消費機能をもつ 1つの都市と考えられるO
公団の管理してhるものとして.遊閑地.保育園.緑地があD.遊園地.緑地は子どもの遊
び也として,広く利用されてhるOまた団地内に比中鉄Jl'スの 2ヶ所の停留所がある｡これは
団地が通勤者の健をはかって ｢中鉄バス｣ との交渉の1,誘致したもので.朝 7時と8時発の
バス,それに午後送りパスが当団地内を通過するエ9配慮されている｡以上のよう75:諸施設が
団地内に設けられているのはここで四六時中生活,活動する主婦や子どもたちのために,i
たここで休息をとる世帯主を含めてのそれぞれの家庭の生活のために,支障をきたさないとL^う
)配鹿のためであるO
G5 _i _ti t -I-_ _- :,I
｣ 二 二 二 三 iH 竺 ≡ =
写其 5- 5- 5
メ イ ン 道 路
写真 5- 5- 4
ノ ヨ ソビングセ/クー
写実 5-5- 5 遊 風 地
- 94-
次に当団地の住宅の構造,規模.肝返方法を見てみると,緑町団地にみられる家屋は木造,
非木造 (プレ-プ,プロ,ク)であD,住宅比建売住宅と宅地分譲の2種'C,貸袋住宅は見ら
れをLJ,｡前者は当団地の約 75帝を占めておD,残b25帝が宅地分譲であるOその内個人住
宅としての宅地分誹 (これを普通分譲)がすべてとhってよく,わずかに岡山マツダ自動車株
式会社の兼としての宅地分譲が見られるの4Lであるo建売住宅壮大部分が 占Et2間 ,45畳
1問のhわゆる5DK. ちll)Kであb. 1区画 60- 70坪 (220- 250m)の宅地内
に 1占- 17坪の建て物が規則正しく並んでいるO宅地分譲妊同区画内に各人の好みに応じて
各種の家屋を建ててhるぐ
図5- 5- 4
分譲 ･建売別図
-l‥‥'●■'‥pl
■/_-
- へ へ '%■ー -.I
.さ_ /.日
三者 - 丁
J肇 ■二一r /
-
A-I■ミ Aー
ヽ / lヽI l
2'-, 賢 .覇 一l､- ●
ー
一
J′~ 一 一●
~■~~~~~■ll.一一一･一.1-.■
ゼ月4/辛
L'r 3 孟1,i
図5- 5- 5
年 度 別 住 宅 建 設 図
70レハ7+徒名
図 5- 516 5DX住宅平面図
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当団地では上 ･下水道完備 (上水道比横尾 ダムから,下水道ht排水路へ),緑地化 整備化凱 てしペが,逮
売住宅にかhて吐現在では庭とかテラスが各戸において見られるが,それは入居後各自が建築したとの
ことで,すべてが完備したものでなく,最低眼底の必要を満たす程度のものであるo
当団地にかける分譲価格は殺初坪8,00n～ 9.00t]円程度であったものが, 44年頃には 8万円に
Tiで高騰してhる｡これら住宅の支払L^方法として壮観立分訣住宅 (住宅金融公庫の敵幣付住宅)と一
般分譲住宅k:分けられる∩横立分譲住宅を購入する場合,公庫触発額は一般分譲住宅の場合エb,敵賀
額を多く受けるととができる｡績立分譲住宅とは,地方住宅供給公社法 (昭和 40年法律第124号)
に基づLlて設立した住宅供給公社が住宅を必要としてhる勤労者自らの資金をあらかじめ一定期間を定
めて凍みたてて,期間満了後住宅金融公庫から受ける敵資金をあわせて活用し.居住頚境の良好を集団
住宅および宅地を計画し,勤労者の生活設計に健全を目標と明るい希望をもたらすととを目的として,
供給する分譲住宅をhう｡
申し込みは次の条件を備えてL^ることが必要である｡
○ 自ら居住する専用住宅を必要とする者｡
○ 住宅金威公庫の融資を受けなければ住宅を購入することのできをh者o
o 自己資金の凍み立てがでさる者o
1
o 資格月収 (前年総所樽の竜)が公庫債遭月額 5倍以上あb･公庫の償還が確実にでさる者o
こ)して分譲住宅を申込み,横立完了後 (住宅の完成時)譲渡すべき住宅等を抽選,その他の公正夜
方法で決定する｡
○ 借入金利息 および倍速期間ならびに償還方法｡
①借入金利息-年利 5分 5風 価避期間は木造,ノIL,-ブ,不燃組立造仕 18年以内,プレ-ブ
簡易耐火は25年以内.耐火造壮 55年以内｡
@公庫債遭開始時期一公庫の抵当権設定の登記完了後 1ケ月以内｡
④仇遭方法-元利均等併渡海月払山｡
(-) 人 口 -宮町人口の約 10%を占める団地人口比団地建設以降･増加率におhて非常
に覇者をものがある｡昭和 42年に壮 109世帯 542人 (男 175人,女 179人)の増
加で前年に比べ 91l d帝の増加私 昭和 45年には 90世帯 555人 (男 145人,女 2
20人)の増加で約 1671 2帝の増加率,昭和 44年には21世帯 101人 (男ふさ^ .
女58人)の増加で 184･9帝の増加率を示してhるoLだL^忙増加率の割合壮低下の現 1
象をたどってLlるが, これはあらかじめ規定された団地人口 (555世帯の枠組)のためで
当然の帰結である｡ これを町全体の転入者数と比較してみると,昭和 41年には一宮町全体
の転入者数 1.177人に対して団地内転入者数は 583人と約 50飾近くを占め.その後も
規地内人口は町全体の人口増加に大きく鮮申してhるO (昭和 42年には22飾,昭和 45
年には 50啓一一･葬 5-5- 2参照)
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表 5151 2 男女月収 入着 (一宮町.団地) 単位 :人 ･飾
宮 町 団 地 団地の町全体に対する割合
総数 輿 女 総数 男 女 総数 男 女
S.41 1177 802 575 585 294 289 50% 49% 55%
S .42 952 460 492 214 ー09 105 22% 24% 21%
次に男女別人口構成をみると各年度すべて転入者の男女比が比較的等しく,ほんの少し男が女
を上回ってLlるのみであるO これは天敵 家族ぐるみの転入者がほとんどであることを基づけて
t^るoLたがって現住民の男女別比はほとんど等Lho この団地住民壮新しh住Lnを求めて各地
から集まった全く新しh人種構成による集合体である｡その転入者の先住地を調べてみると表 5
- 5- 5のように県内からの砿入着が圧倒的忙多く,昭和 41年には 98%,(男 99多,女98
帝),僻 口42年 95飾 (男94%,女 94労),昭和 45年 95夢 (男 92%,女 94帝),
昭和 44年 90%(男90%,女 91飾)を占め県外からの転入者は少か O^また県内でも岡
山市が郡をぬき,約 70%前後を占め,次に倉虫市.串山市,地元一声町からの団地-の転入者
も多く■それに高松町,総社市,御津町など比敏的近隣の市町村からの転入が多い｡
一宮町からの転入が比収的多く見られるのは二男,三男の分家という形が,また新しく住宅を
建設しようとする人 の々一宮町在住の意志が当団地居住という形をとったものと推定される｡
年度別に転入者数をみると昭和 41年と45年の転入者が多く,昭和 42年, 44年は少ない.
この差は岡山市からの転入者数の違いがそのままあらわれているOこのようk:岡山市からの転
入のもつ意義壮大きなものがある｡
表 5-515 男女別転入者先任地 (団地) 単位 :人
先住地 昭和 4 1年 昭和 4 2年 昭和 4 .5年 昭和 4 4年
男 安｢甘 男 女 計 罪 女 計 男 女 計
岡 山 市 198 2D5 401 89 ▲8 157 1 1ー 122 155 50 42 92
- 宮 町 15 12 27 7 4 1ー 7 6 13 5 5 a
倉 敷 市 8 7 15 4 9 15 占 7 15 2 1 5
津 山 市 占 7 15 1 0 1 5 1 4
総 社 市 占 4 18 1 5 4
西大 寺 市 5 5 8 1 1 2
御 津 町 i _2 8 D 1 1
高 松 町 4 5 7 4 5 9 7 7 14
笠 岡 市 4 5 7 1 2 5
金 光 町 4 5 7
高 梁 市 5 5 i 4 2 d 2 0 2
瀬 戸 町 5 2 5 1 0 1
津 南 町 2 2 4 1 2 3 2 1 5
協 方 町 2 2 4
備 中 町 2 2 4 ー0 1
備 前 町 2 2 4 2 2 4
.勝 山 町 2 2 4 l l
先住地 昭和 4 1年 昭和 4 2年 昭和 45年 昭和 4 4年男 女 計 男 女 計 男 T女 計 男 女 l計
中 央 町 3 1 4
邑 久 町 2 2 4 1 0 1
新 見 市 2 2 4 1 0 1 1 0 1
美 作 町 1 2' 3 5 0 5
久 米 南 町 2 1 5
加 茂 町 1 2 5 1 0 1
玉 野 市 2 1 5
原 町 1 2 5 1 0 1 1 0 1
大 任 町 1 2 5
早 島 町 1 1 2
赤 坂 町 1 1 2 ロ 11 1
三 石 町 1 1 2
足 守 町 T ロ 1 1 2ー 5 2 1 5
吉 備 町 0 1 1
山 1 0 1 1t ll 2
牛 忽 町 1 U 1 8 1 1
和 気 町 0 1 1
井 原 市 1 0 1 0 1 1
加 茂川 町 1 0 1 1 5 4 1 0 1
昭 和 町 D 1 1
北 房 町 1 0 1
落 合 町 2 D 2 0 1 1
哲 西 町 1 u 1
成 羽 町 1 0 1
川 上 村 10 1
正 村 01 1
吉 井 町 10 1
集 塵 町 2 8 2
建 部 町 1 1 2
福 田 村 0 1 1
鏡 野 町 1 0 1
八 束 村 1 0 1
佐 賀 保 2 2 4
香 川 煉 1 2 3
島 根 県 8 1 1 1 1 2
大 阪 府 0 1 1 5 4 9 0 2 2
広 島 腺 5 5 d 5 5 8
東 京 都 2 1 5 1 0 1 1 1 2
兵 庫 県 0 5 5 8 1 1 4 1 5
愛 媛 腺 1 0 1
神 奈川 漉 1 0 1 1 1 2
福 岡 県 1 ロ 1
山 口 1 ロ 1
福 井 脱 l 1 0 1
千 葉 保 1 1 2
不 明 1 0 1
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それでは団地における人口は敦しく動t^てhるが.居住する人口はどのような年令届の
人々であろうか｡
年令別人口構成を理解するため.年令別転入者数をみると (表 5- 5- 4参照),昭和
41年に壮 0- 9才, 25- 59才が全体の 61密,昭和 42年には0- 9才, 15- 5
4才が 61%,昭和 15年には 0- 9才, 25- 59才が 占5%,昭和 44年には 0- 4
才' 15- 54才が 日 常と25- 10才の年令層と10才未満の幼児の年令屑が他の年
令層に比較して多t^｡これから判断すると若い親子の額家族が多く見られるoそしてd0
才を超える年令Jiは各年それぞれ 4帝. 5年. 6車, 5年ととく微 た々るものであって,
当団地杜若h世代の集合体であるO このことが彰督して一宮町全体の年令別転入者におLl
ても0- 9才･ 20- 50才代の男女の転入者が多く見られる｡
表 5- 5- 4 年令別転入者 単位 年令
年 令 昭和 4 1年 昭和 4 2年 昭和 一 5年 昭和 4 4年
罪 女 計 顔 女 計 男 女 計 罪 女 計
0一4 45 25 70 占 15 19 22 19 一1 9 8 17
5- 9 54 28 60 9 9 18 17 15 52 6 4 10
10- 14 15 28 一1 5 5 10 6 8 14 2 5 7
15- 19 10 15 23 2ロ 5 25 17 5 22 14 2 1占
20一 24 15 18 51 10 14 24 5 18 21 6 ll 17
25- 29 54 48 82 9 12 2ー 25 50 55 15 8 21
30- 5一 49 58 87 15 12 27 17 25 40 10 i 1占
～5- 59 59 54 75 ll 7 18 2一 17 41 占 5 9
40- 44 29 19 48 5 ll 14 ll 7 18 5 5 10
一5- 一9 ll 10 21 5 1 一 5 6 9 2 ロ 2
50- 54 7 10 17 6 12 18 I 4 8 2 2 4
55- 59 12 7 19 4 2 .d 7 5 10 1 4 5
60-.′占4 5 5 8 1 4 5 5 2 5 1 0 1
占5 以上 5 10i 15 5 2 7 5 8 15 5 4 7
(ホ) 団地族の特質 世帯主の大多数比毎日.岡山市,倉敷市などに通勤している 5 0-
48代の公務員 (県庁賄係の城見 市役所,我利所の職員,数負)で 70年を占め,残95
0節が会社負であb.特に注目に値するのは義貞の故が数十名と多いことであるO (一宮町
全体からみても県下で非常に教具の多L^ことで知られてhるO) 家族構成は夫婦と子ども
1- 2人で,i5- 4人が大多数で老人層は少なh典型的核家形態であD,そして子どもの
年令別構成からみて, 10才未満の多L^ことは前述した｡その内共稼ぎ世帯が 40飾以上と
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非常に勤労意識の痛いことがわかるO顔b 占0歩近 くの主婦は家に残って内職をしている｡
とれ壮何も財政的に負塵を軽くするためとL^).tbは,暇をもてあました主軸の余暇利用 と
して行をわれでいる上)だO
この団地住民を学歴から判析ナると叔輩が高く.団地内の会合などにおいても横猿的で.
建設的意見が得られるとのことである｡そして非常に開放的でもD.閉鎖的性格をもってい
な-V,o反面団地故特有の仕頃として.見栄意乳 糖故意耗 (団地意款)が旺盛であることは
hなめをho例 えばマイカーが 20 J近 くあるととかちもわかる｡ しかし.hわゆる丁パー
ト団地の上うな 慨 941何する人で｣といった近所不干渉の態度は当団地には比軟的少か^
よ)で.近所つきあい.協調性,印体性が比較的慣調にいっているとのことであるOその点
では文化的団地といえ上う.年令,赦甫嶺鹿,収入の類以したサラリーマン.そ して家族構
碇の瓶以.居住する家持や部屋の牌造,家具やその他の家財の類以′そして余韻なくされる
日常の行動の勅以.それから環境の諸事情に対するEfl地居住者の反応吐 きわめて頗以的であ
るo もちろん,かれらの個性や磯煮は多種多様ではあるが.共通点として,たLlたしJ'プライ
バシー型,自己中心 (自弁の家庭中心主義)であ れ 個人主義的な所もみられる.
しかしある面で近代的を生活を営んでLr-る個人主義者からなってhるこの現地の社会もコ
ミユニティ的なものを形成 してL^る｡永住の心構えの人 の々町内会.小 中学生の交友,い
ろhろのけh こクループ'それに的入金なども広く他の人々と親しもうとLnD気迫が非常に
活発の上)に思える.
(-) 団地の組執 同地ができると自治組弟 として自治会ができることは御存知のことと思うO
また一方ではこれに対 して町会が呑9.-宮町の場合これに当たるものとして町内会があ
って'当団地の福祉向1,文化の進展,自主的団魅 宰営に上る団地内戦序維持などの推進に
):きく貢献し'他にも的入会.子ども金, pTAなどが子どもの心身の纏康の増進.経絡
17t教育的面に卦L^て活躍 しているO
∈) 町 内金網 成
評 議 艮 (目 名)
庶務部香 魚 (11名)
防犯防災部 (1日 名)
保蝕衛生部 (目 名)
福祉触生部 (11名)
婦 人 部 (11名)
(各 ブ ロ ック上b l名ずつ選出)
@ 町 内会審美 部巌放
遠 一議γ爺 二 モ 慧部霊
防 犯防災部一 一一⊂ 雷部宝
保 健他 部- ⊂ 蔑部芸
???????? ?? ? ??ー? ? ?
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(2) 町 内会役 阜構成
理 串l (会長･副食
長及Q妙 正 ･
副部長 14名)
福- 嫡 - 亡 霊部芸 (.1著)
婦 人 部一- ⊂= 霊部霊 (.1蓋う
町内全役且の任朋壮 1年で.毎年改選し.7° ノク単位で選挙音れる｡
輯 一線町団地ではブロックをA (地番 2. 5･ 4. 5),a (6. 7. 8).C (9. 10.
111 12),I)(151 14.売店).丑 (15･ 16･ 17･ 18),F (20･ 2
1･ 22). α (25･ 24),a (26･ 271 28), I (19･ 29. 50. 51)
J (52･ 55),a (54･ 55)の 11ブE･ヅクに分けているO
役ji結団地住民の意志を代表す るものとして.議決権,その他の特権を有して.理事さ
にi>ける決定-S項を評議A会に壌出して凍随をえ.これを総会にかえるものとしている｡
団地住民は月 50円の会費を払L^団地内の施設亜肺,町内会逮常のための費用に当てて
いるo次に町内会の活動情況についてみると,
婦人部 - もっとも活発な清動をしているものとして輸入部が上げられるo子ども金 (子ども
をもつ母の会)と協力して.キャンプ.速足を数多(行なうことに上って,子どもの情緒
安定,非行防止などの教育効果を上げてL^る｡その他 150人程度の′｣＼学生,幼稚園児の登
校の安全のための配慮として, 180号線横断のための ｢歩楓 とかガード･レールの整
備を行なうとか,定期的に業者を招t^ての共同碑発会など自ら生産活動をするととk:上って,
資金調達とともに少しでも安い品物をと,いかにもサイフのひもをしめている主婦らしく家
計出費に非常な配慮を払っている｡また当団地忙は教員の占める教が比敏的多いので,その
人連を計師として,定期的詐座をもつという計画もされてレ.るO
考案 5-5- 6
歩 道 橋
防災部 - 団地のそばを流れる中川が天井川であるので毎年梅雨期には 1- 2回の洪水があb･
田地内比冠水の被筈をうけるQそのために排水ポyブを敷設することに上って･背水の陣
をひLlているoまた昨年火災を団地内で自主的に防止し上うとi,1う目的で ｢自営消防隊｣が
結成された｡隊ji仕町内会全長で凪放し.会長が隊長を兼任し.その任務を遂行しているo
昨年の予那 0万円の唇 費やL,{ホース ･消火栓の修凱 どの馴 渦 度の消防器具硝
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入して万一･に備えている｡しかし本年度中には婦人部にその任務をゆずb渡し, ｢廃人消防
隊｣を結成する予定である｡これ壮男手vTJ足りない昨今に かいては昼間はどうしても女に比
べて.男手が足bないとの理由からである｡
保健衛生部 一 疾病の予防.早期発見などをめざして,今までは町に便乗していたものを団地
内に検診車を招-hすることに上って,独自の健康管理が行なわれてLnるo例えはガy･
成人病,予防接種,流感予防など年数回,婦人部,愛育委ji会と協力して行なっておD,し尿
j'ミの処理も完全で,し尿は月 2軌 ゴミは週 2回定細的に処理されてhる｡その他町内会と
して,娘会所を建てること,園脊館,遊戯施設,遊園地の塵備 (ブランコ,スペソ台の設置D
などの環境整備を行ないたh計画であるが,資金面の不足で甑窮している状態である｡
- 結 び -
これから先も天神団地 ,芳賀 .佐山用地の完成に上って.現在以上の転入者による人口増加がみられ
ること壮必至で典型的な都市近郊の人口吸収地域として,一宮町はベッドタウン化してhくものとみら
れるoしかし今後の団地建設の決選として,団地建設にとも売って甘じる地域社会-の輿音などを十分
考慮することなしに.すなわち単なる住宅赦打絹とh う目先の目的のみにとらわれるだけでなく.将来
の軌他機能の一宮町にかよはす影噂などを予測することをLに団地建設性行なわれるべきでなレ､Oとも
/.くもこの団地建設によって,一宮町比大 きく好変するものと期待される∩
(渡 辺 庚 人 )
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第 4章 古代 ･中世の一宮
1 古代 ･中世の国司 ｡守 護支配 と戦 国の争乱
(1) 国司時代
64 5年の大化の改新により国政改革が行なわれ,これに上り,人民は国家のものとなり中央政府
忙よって支配されるようになったO地方結団 ･邦 ,旦vE分けられて中央から国司が沢潰されて行政に
あたったo備前国の国司は,文武天皇の大宝 5年 (7口5)正 5位下猪名英人石前が備前守となり,
これが備前国司の初めとvlわれている｡その後備前国司として,文室根麻呂･菅原是善 ･藤原保則 ｡
藤鼠忠文 ･藤原道長･藤原返納などの満が判明しているO これらの屠司が中央から赴任して,どのよ
うな政義を行なったかは ,はっきりしないか,人民を舛圧したり,私腹を肥JPす尊徳国司もvlたよう
である｡その反面民政に思案な国司もおり,備中お上び鵬前の国司として善政を行なった藤原保別の
とときはその代表的人物であった｡
天平文化の繁栄の中で律令政治はしたvlにその矛盾を深めてV)った｡す表わち人口の噂加に伴ない
耕作地が不足したので,政府壮三世一身の法つV,で虫田永年私有絵を発布した｡そこで蛍力に慰まれ
た貿族や社寺壮大娩醍な開亀を行ない大土地所有の憐向が強まっTLハったO国司も私利をはかること
に専心し,政街はしだいに乱れていった｡ このようにして朝廷は土地 ･人民を失ない国司の任命も有
名触央となりV,わゆる適任 となってV,った｡
(2)源平のころ
律令毘家の支貞詐紬 jがしだvlに崩れ,荘園が全国各地忙呪立して くるにしたがってこれらの荘園の
中で有力夜良民枚,自己の所有地を拡大して地主化 してvlったlこのように地主化していった盈民を
名主 と呼び,これらのうち有力なものは多くの姓氏を従えて新しい支配権をつくりあげていった｡政
治の紀綱がゆるみ地方U)治安が乱れてくると有力夜名主たちは,自衛のためVC一族 ･郎党VC武器を持
たせ武芸なみがかせるよう忙なった｡a,の上う忙して各地忙成長しはじめた武士団勢力の中心となっ
たのは複式平氏と柄和源氏であった｡とくに平氏の紬 には備前を中心とする山陽道地方がその勢力
の基姫を形成したのである｡平氏の勢力が西国忙拡大 しはじめたのは平iE盛の時代からであるC,正盛
壮因幡･但馬 ･丹後1,-エび備前の固守を歴任したが備前守の在任期間は 10年vcか上んでいる｡正盛
は備前固守の地位を長く保持している間に鯛前を中心とナる西海地方の有力武士団をしだvIVCその権
威のもと忙結集しその私領をも拡大してV,った｡また正越の子忠盛 も脚的国守を 10年の良きVCわた
ってつとめた｡
忠盛の子清盛が政権を触 した後,平氏は権力をたのみ,院や社寺を圧迫したので平氏に対する反
感が帯せ9これを討とうとする動きが現われてきた.平治の乱で伊豆に封己されていた源頼朝は北条時
政とはかって兵をあげた｡同じころ源尭仲も兵をあげて帝忙攻め上 り,平氏比西国にのかれた○ しか
し盤仲は部で乱暴なふるまV)が多かったので頗朝性艶珪らをつかわして識仲を討たせた｡つVlで義経
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らの軍は西国から再び攻め上った平氏を-ノ谷忙破 りさらに屋島から蛾ノ浦に通いつめてつい に
1185年平氏一族をほろはしたO
(3) 鎌愈時代
平氏が敵んだ年に輯朝は不和となった義凝らをとらえるという名目で,国ことに守表を,荘園や公
領には地頭をかくことを朝廷vc節vl出て許されたOこのとき備前および傭中性土肥乗平がその投初の
守護となっkoその後- のころ (,2,9年頃 )- 々- 紗 備前守酌 つとめ,文永のころ t
(1264年頃 )になると備前の守護性佐々木氏から一時長井氏に移 り最井額重が備前 ･備中の守誰
を兼ねてVlたようであるっその後備前の守腰は再び佐々木十族の字に軸ったらしく銀愈末iU]のころに
は佐々木氏の後帝である加地氏がその概をつとめたC,
守態に任せられた武士はだV,たvl有力を地頭でもあり,しかも守滋は管国内の地頭や御家人を支揮 1
する権限をもっていたので守誠の勢力は地頭の勢力の拡大と並んで強力をものであったようだOかく
して公家 ･氏族 ･社寺の可欄 を倹しつつ等鼓や地頭たちの額主勢力の伸長は鎌倉末期に近す くUTLした
がっていよV,エ進んでいったロ
(4) 南北朝から室町時代へ
鎖食親行の統制力がゆるき一始めたころ朝廷と裁府のIX牌 ももつれてきたO欺久の変の後耕 把かさ
えられ,皇位のことにtで口出しされるよう忙在った執延では,猫府vc対する反感が高まっていた｡
このようをとき即位 した後醍醐天童比,轟蹄 を倒そうとして失敗し隠岐に流されたoLかし楠木正成
をはしめ,肺 の有力女御象人である月利尊氏 h折El讃貞が天皇VCL味方して弘元 5年 (1555)
北条氏を掛雷した｡
後醍醐天皇は京都vEもどり乱れた秩序を立て直すべく年号を建武と改め,新政を行なった｡しかし
政治の仕方が変わっても社会全体を変えることはできず新政は混乱した｡このようすをみた足利尊氏
比再荘武家政櫓を行なおうと兵をあげ京都vc屯め入 りブ尉符を開いた｡しかし後醍醐天皇はこれを認め
ずこれよりム0年佃南朝と北朝の争いが続いた｡
このころ偵前地方は西僻酌の土穀松B]一族U)松田盛朝が備前守護となD支配を行なってい7J3その
後一時細川晩氏の守輩の障糊があったか,また松柁居並が備鯛守護となり貞治 5年 (15占4)とら
せてLd:横田氏の守塵が続V,ているようで参る｡ しかし文和 (1552)から貞治の初めのころ,両党
であった山陰の山名氏の備前地方への進出をささえ得ずして山名氏の勢力下に国VIを制圧言れた千を
Iujわれて,貞治 5年中に松田倍盃の術前守藻は免せられてこれqcかわって貞治 4年 (15占5)には
描麿の守護であった赤松則瓶か兼ねて備前守訟vc任せられた｡
赤松則鮪はその一族である浦上行教 ･助放らを守証代として傭自個 においた｡ こうして赤松氏の備
前国にノけ る領国支配が始まった｡南北朝合一のころに仕則砧の子艶別が牌的守誠をうけつLrlた｡義
則は明徳 5年 (i592)に実作国の守誕vc任ぜられて 5国を支配する守盛大名となった｡義則の子
満JLd170'3時代にたると論纂蹄内でも菅誠と並ぶ職にある四職の 1人として山名 .細川氏vc次 く働力を持つ
忙至った｡しかし粛苦元年 (144i)に当時の守迎赤松満軸 .執成父子が,守超をかさえて将qiの
権威を強化しようとした足利義教を課若するという郡件をひきおこした(茄苦の乱)｡そこで山名氏
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が赤松追討軍の主力となってこれを討ち守護大名赤松衣は淑亡の運命をたどった｡
赤松氏が段塔した後赤松氏の旧衝は山名氏に与えられ備前守遵Kは山名敦之が禰任された｡赤松家
再興の企ては赤松一族やその披官人たちに上DVlくたびかくり返された｡そして赤松満砧の弟銭椎の
挽くA=あたる政則が赤松家の家密を継 ぐことを許され再興-の道が粥かれた｡
(5) 戦国時代
8代将等義政のとき弟の義視と子の義椀との胤に家骨争V,が起こると義視を支持する管領の細川勝
元と義尚に味方する4職の山名持豊とが対立 し,またとれ忙畠山 ･斯波両管頒家の家懲争いがからみ
諸国の守護大名も両派に分かれ応仁元年 (1467)に大乱が起こった｡
応仁の乱勃発とともIK赤松氏がたたも忙細川方に党したことは,赤松 ･細川両氏の親近を関係から
みてまた赤松氏の旧領国か叢書の変後山名氏の宇陀移ったことからくる赤松 ･山名の対立関係からし
て当然のことと考えられる｡解約国にかV,て比,応仁元年 5月ころから赤松勢の活動が開始されてV,
る｡当時備前守護山名敏之は宋部VC在 り術前国内は山名氏の被官小鴨大和守が守讃代として邑久郡福
岡にV,て国中を踏まえてV,た｡傭酌国内の有力を士T3勢力である松田･鹿田 ･菅 ･難波らの武士たち
は赤松党となり山鴨氏を福岡vc攻めて国中より追いをとし応年元年中に壮術前国は赤松氏の制圧下に
おかれたようである｡ こうして再び赤松氏の支配下忙おかれた後の備前国は浦上お魚および松田遠江
入道藤巣が備前守藻代を命ぜられて在地の支配忙あたったO
京都の戦いが終わると山名氏は靖国の紛乱収拾へ向って行動を開始し赤松勢の制圧化も架,OだしたO
備前国では国衆のうち最大の努力をもつ松田元故が守康赤松氏から離反する動きをみせてV,たので山
名政豊はこれを味方にしてこれと連携を保ちつつ山名氏の領国備後の軍勢を備前VC侵入せしめ,文明
16年 (1484)E:うーで把は備前 ･播磨 ･美作の大半は山名氏の制圧下におかれることとなったo
Lかし山名氏の支配も長 くは続かず文明 17年 (､1485)春ごろから赤松氏がその筋国の再奪回の
ためVC守護赤松政則のもとにカを結蝦して反拳への盾軸を開始したOそして長芋 2年 (1488)佗
赤松氏は備前･美作 ･掘麿に対する支配権を三賞その宇にと9もどした｡
この争乱の経過を通じて守護代以下の被宮人や国衆らの在地の武士の力が守護の韻主権そのものを
左右する勢力-と耽環してきたことが如実に示された｡守蕃赤松氏の領国支配は,形式的には今後を
おしばらくは保ち続けられるが,被官人 ･国衆ら在他射カの自立的領主化の勢いが次第に伸びていく
中で,守護領国制解体の危棟は迫 りつつあったo
赤松政則は明応 5年 (149占)に没しその後は家臣の痛上月り宗に政権が帰した感があった○浦上
氏は村策に至ってますます赤松氏を凌ぎ遂に主家と兵を交えるに至った｡村宗は播磨匿塩城で国政を
執ってV'たが赤磯 村の租至久米近氏との間VE怨敵閑係が生じ速忙義村が村宗を穀さんとしたので永
正 5年 (1508)村素性三石城vc帰って救いVC掃え,轟村もみずから三石城を攻めたo轟村は村宗
の弗素久を葬って三石城を攻めようとしたが家臣の字音多能豪壮この密謀を村寮に内報した○その後
頚村は村宗昭謀乾され滴上氏は主家赤松氏に代わる忙至ったか.一方字等多氏は浦上氏の家臣として
その勢力を得ていった｡
字音多氏の祖先につVlて綻十分明らかではないが邑久郡豊原庄邑久都のあたりを本耳地 とする土豪
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てあったようである○明応 ･文亀 ･永正 ･大永 (16世紀前後 )のころにかけて字書多能家は備前守
謝 東上宗助 ･村完の最も有力な武将として備前および美作地方における浦上氏の領主権の強化に力を
尽くしも 字音多氏は応仁 ･文明のころ以来備前守護代浦上氏に属しつつ本貴地邑久郡を中心に相当
強力な国衆勢力として改良しつつあっ転 (中山博資 )
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2 一宮における条里
(1) 条里制の展開
古代における土地区画の方法として,いわゆる条里の制質という地割 りか行なわれたことは,今日
ひろく知られている｡それは土地を縦と横との線によって碁磐臼状に区切 り,粂 ･里 ･坪の名称をつ
け,坪をさらに10反に分ける｡これは班田収控の口分田の配分を円滑にしたものであるO
自然の地勢または道路などを基準として,原則的には一つの部また紘数郡を単位にして 6町 (約
占54m)の間隔に平行線をひいて条を分ける｡条は:北から一条 ･二粂 - ･と数えるo この条に垂
直の平行線を同じく6町の間隔でひき, このようにしてできる地積を里と名づける｡里は東または西
から一里 ･二里 - ･と呼ぶQ一里の両校は占町平方となるわけである｡さら忙この里のなかを間隔
占0歩の縦横の線で区切ると, 5 占区画の等面積の地割 りかできる｡これを坪という｡坪は 1町 (約
109m)平方であるから,その両帝は 1町歩である｡一里のなかの坪も里の一隅から-坪 ･二坪 ･
- と数え三十六坪vcいたる｡そして何条.何畳 ･何坪と数えて耕地の所在地を明確に示すしくみで
ある｡坪の数々方vcは平行式と連続式とがあり,坪のなかをさらに10等分したものが 1反 (約9･9
a)である｡坪が長さ dO歩,幅 d歩の細長い矩形vc1O等分される賂合には,民地型または短冊型
地割とよぶ｡これに対して長さ50歩,帽 12歩に 10等分される場合vcは,半折塾または色紙塑地
割とよんでいる｡
粂里の制質の起源は明確に究明されていないが,半折型のものが大化の改新の詔に示された 1反歩
の頓 に等しいところから,条里の制は大化の改新にかける班田収技の法の実施にはじまる地割であ
るという説が有力なようである｡ しかし,長粒塾が大化以前の屯倉のあった地域に穐著であることか
ら,貴地型が半折塾に先行していたと考え,条里制の起源を大化以前とする説もある｡とにかく,こ
の地割 りが全国的規模に及ぶためには,かなりの年月を要 したであろうか, 8世尼頃にはほぼ今日知
られている範囲の施行は完了した｡ しかし,条里の呼称は,その地割りと同時に定められたものでな
く,大化の改新 ･近江令 ･大宝律令の条文には残存していない｡この呼称か典型的Kでてくるのは,
-10d-
延寄式 ･育苗簿の口分田の親愛である｡それによれば,粂盟は古代の,特に土地に関する記軒方法で
大和朝廷に対する手続きの一つであった｡
いずれにしても,奈良時代から平安時代にかけて実施されていたこの制度は班田制がおとろえ,荘
園が発達してくると次第にすたれていった｡なお,条里 ･坪のよび方は 15世紀頃までも広 く用いら
れていたようであるか,豊臣秀香のいわゆる大頑換地以後はまったくすたれ,わずかに′｣＼字名などに
残っているにすぎない｡
(2)一宮における条理
岡山県下にかける条理に関する研究として ,永山卯三郎氏の『岡山県政地史 』の中の ｢岡山県にお
ける条理の迫祉調査報告｣が著名である｡その中で一宮忙関係したものとして .馬屋下村条理遺虻 ,
-宮村条理逝祉ならぴvE金山寺文寄 ,備考として ,付近町村内の坪名として現存しているもので条理
の旧形を追求しえるものとして次の坪名をあげているC,
大野村-づ七字大安寺に三の坪 ･十五町 ･十六町 ･大字北良願に六の坪 ･十ナら
白石村十大 字花尻に-の坪 ･二の坪 ･六の坪 ･大寺 (大安寺領に因む)｡
-宮村⊥大字尾上VE五 ･六 ･十 ･十五坪 ･三の坪 ･大字唐川市川 (註 :辛川市場のこと)に五の坪｡
馬屋下村-*字大建に五 ･九 ･十五の坪 .大字松尾忙五 ･廿八の坪 ･大字芳賀忙五 ･十 .十四 ･十
五の坪b
平津村一大字山崎に-の坪 .十一 ･十二の坪 ･大字椿津に三 ･五 ･八の坪 ･十四･十五 ･廿 ･州三0
とあり図4- 2- 2の地図にはこれらをもとにした条理坪副Dがほどこされている｡
また永山氏は,序言で,｢- ･地図の描写は予の最 も想所 とするところ,しかも縮尺不定にして
その大部分は粗漏多き見坂図vC鈍れる不完全なる町村切絵図数百枚を透写してきてこれを卓上に綜合
したるものにて,その突き合はぬもの比々皆是と云う有様なれば幾度となく実地vEつVlてこれが照合
を試みた少しも到底,能力 ･労出の許さざるを如何せんO
- ･読者特vc土滑の士は宰vc契地につきて禰哀し製図して正確なる報告を徹 されんことを切に望
む｡｣と述べられている｡
そこで私は,永山氏の鹿屋下村 ･-宮村の地図をらぴVE条里の坪割 りについての再検討を試みたわ
けである｡
さらに加えて,一宮の条里に関 して石田克氏が『岡山市史 ･古代綱 』の第 4章,｢岡山市隣鮭地域
の条里｣の (二 ),｢駅家郷の条里｣において条里の基線決定方法あるいは肝 ･階級のもつ政治的境
界性忙ついて論述している｡
以上二つの論文を中心に今回の嗣査結果をまとめてみたvlと思うo
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杏 里の地軸
えと購細長しわもの
蝿吋止絶入l
Lかf地方)
右上勝と鹿島とするもの
維ガ止井出
岡山か こJylナA点宰肘棚 31
左下鴨 軸 とわも'b
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図 4- 2- 1 条 里
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図 4- 2- 2 - 宮の条里 を復 元 した地 図
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石出氏の論文忙よれば,｢一宮vur31げろ灸星の粕抱の基線は備前 ･備中の国境であり,ここに ｢境
目｣ とよばれる集塔がある｡条里の遊娘が国境 とをっているのはこの他に備中 ･備後の国境,肥前 ･
筑後などの国境の壊合があるO肝娘の描線がこの ように国境を画 しているので,粂豊の坪並は この国
境線を基準としてvlる｡すなわち,西北を基埠とする韻行連続型であるcD
それでは暗線の基準は何であろうか ?青備津彦神社参道が里の基準となり,吉備津彦神社と吉備中
山 (175.0m)の山頂を結ぶ方向と階級が一致 している｡中山 .書冊津彦神社線の延長に岩井山西
瑚 高津背後の小丘かある｡この小丘もまたよvl目標vEなる｡ してみると,中山偵上 と椿津背後の丘陵
を締ふ娘上に苦節浄彦神社が建てられているといえる｡ ここが暗線の基準 となってV,る0)である｡
では,!佃酌 ･蹄中を画する町税は何を基本としたものであろうか 7緒著を二つの山頂を結んだもの
で もをい｡強いて求めるそらば,大平山の頂上 (191･5m)から南-稜線をたどって名越山の頂上
(1550m)にきて,ここか ら辰の方向忙｢線を引いたものであろう｡ この線が膏備津彦神社を基
準とする暗線から北 d町を通 る暗線である山陽道 とちょうど直交して降級の基準となっているのであ
る｡ なお陣 ･暗線が大字の境界 となってVlる点も免のかすことができなV,｡｣としてvlる｡
写実 4-2-1
隔線の基準である吉備津彦神社の参道
遠 くに見えるのが岩井山西端の小山
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今回の調査の結果,条里の名切 り
をとどめてvlる一反割りをみてみる
と,南北方向の境地塾が最 も多 く,
次には東西方向の長池型で.半折型
と思われるものは点々としかみられ
なかったdi寺にこのことは図4-2-4に示
したごとく尾上付近に著しく,その
小字に残されてV,る坪剖 とともに条
里の名残 を典型的vEとどめている好
例といえる｡橋座下村の和田(中川
沿V,)は谷合いの狭除夜低地である
か,上芳賀に十の坪(これは条里の
坪割 りの二十坪にあたったところの
転靴らLv,)があり,坪並は北西隅
を起点 とする横行連続塾-Elあり陣娘
は東に 240傾斜 してvlる｡他の地
区とちがって･:来い谷合vc耕地が最大
VEとれるように粂麹を敷いている点
が興味深V,｡
坪割 りがそのまま′｣＼字として残 っ
ているものとして,役儀所蔵の切絵
図を参考化した結果,図 4- 2- 2
忙示したどとく,芳賀付近に十ノ坪 ･十五 ･十六 ･松尾付近に四の坪 ･五の坪 ･二十八,大建付近に
五の坪 ･九の坪 .十五,辛川市振に五の坪 (坪割二十五からの転靴と思われる｡ )･上三十六 ･下三
十7㌔ 山崎付近に-の坪 ･十一 ･十二の坪,尾上付近に二の坪 ･三の坪 .四の坪 .五の坪 ･六の坪 ･
八の坪･九の坪 ･十の坪 .十五および三の坪などがあげられ,これらを照合することからもとの付近
の条里か横行連続式であることがわかるCまた辛川市掛 亡ある升弛tA:その形状からして,完全に条里
の規制i･うけているものと思われる｡
しかし,旧平津村牌 付近では灸里は岡山市のものの延長であり,陣娘は正しく南北方向をとって
いる｡小字としては三の坪 ･五の坪 ･八の坪 ･十四 ･十五坪 ･二十 ･三十三などがあ.Oこれも横行連
続式である｡また一反割 りは長地塾のみである｡
その他条里の淑跡をものかたるものとして大建で近頃iで ｢なまめ筋｣とvlう道が存在 してvlた｡
伝説によると,夜中丑三ツ頃に魔がこの道をとおるとV,われ,もしとの魔Kであうと病にかか9死ぬ
と伝えられてきた｡Lれは条里の縄目を犯させぬ意味で,所によって ｢なめ筋｣ ･｢ためら筋｣とも
いわれてきた｡ これらはいずれも縄目筋の転靴したものと思われるっまた同様に ｢ニラミ石｣という
のがあるが,松尾にある ｢児子石｣とV,うのもあるV,仕との頬ではなかったかと思われる｡これ紘自
然石を転がして米たもので,寸法に定まったもの比をV,｡測丑のときの日額vcした石であるといわれ
てVlる○
夜か,以上指摘した-宮村の条里遭跡Vtついて,永山卯三郎氏が ｢岡山県鼻地史｣において述べら
れている坪割 りは尾上付近の二ノ坪 ･三ノ坪 ･四ノ坪 ･五ノ坪においては誤って記赦されてVlる｡今
回の調査では坪の名称を町役蝦所蔵の明治 6年 4月作軌 岡山県下第 55管区備前国津首都尾上村の
切絵図記蝦から探したもので,この位思仕動かしかたいものである｡また,吉備津彦神社参道が階級
であることも明らかであるから,上記の切絵図と照合してみて,永山氏の示しているものは,-宮村
の砂川の東部分の坪割 りは正しく示されていると思われるが,西部分の砂川治V,VC示されているもの
はその位階が-坪割りだけ南にずれて,結果的に尾上付近の小字忙'Ljtされている条里の坪割りと合致
しなく在っている｡これは永山氏の示してV,る地園vE記収されている′ト字 ｢五反地｣は明治 8年 4月
作成,岡山県下第 55管区備前国津古都～宮村 ･敷地村合併-宮村の切絵画VCは示 されてか らず ,
図4-2-4のようになってレ鳴ためである｡また永山氏の地割Dで′ト字 ｢倉田｣の坪割が南北二区画分とられ
てあるが,前述の地図帳では一区画分しかあてはまらをLJloとの修正が正しV,ものとするならば,ち
う少し商にある小字三の坪 ･上十四などvCもうまく河合ナる｡
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3 古代 ･中世の山陽道
京師から筑紫にいたる太宰府遇は岡山県下に=いいて具体的にどこを通っていたのてあろうか ?駅を
との熊塔であったのか ?このような疑問を解vlていくのは郷土歴史にとって興味深い間越であるD
専制によれば三十里ことに一駅をおいたのであるから,今の過程でいえば五里VE一駅ということに
覆るOそして,備前vE四駅 ･備中vc四駅あったから,これは近世の場合と駅間隔は同じである｡この
ことは同じように駅属を唯一束良の交通手段とする交通路であったからで,駅間隔五里壮丁質馬が 1
日VC往復できる拒艇であったo
『延書式 』の ｢潜函伝馬｣に備前国駅馬,攻民 ･珂磨 ･百月各廿疋,津南十四疋 とあり,1) この
津宿駅が,井上通番氏の ｢上代歴史地鞄新考｣ (昭和 = 年 ･三省堂発行 )によれqj三,今の御津都一
宮町一宮大字西宰川で,和名動の醇高評甲素価と比定されてV,る｡
『傭脇国誌 』の古大路の記縦中に ｢高月駅 より津南駅にいたる｡比軌 岩田村 ･牟位相 (酉大川を
渡 り)御野郡牧石村を通 り三野村上り福林寺へいたり,津南郡胤原村を経て辛川村vc至る｣2) とし
ており,酔態駅を早 目とした証拠として,次のことをあげている｡｢太平記に足利左馬頭直寮僻中福
山の敵を退落し,その日,虐皮の楢に逗留とあり｡ しかれば,辛川の餌をらん｡｣としてV,る｡そし
て ｢虐皮宿｣vEついて,『源平盛袋記』の ｢木曽備中下向T&栄鹸板就航載乏灸｣に, ｢船坂山より三
石宿 ･藤野寺 .和気渡 (収用)･可井郷 ･西河革佐の波 (今の酉高月馬屋の西なる牟佐 ).福輪寺の
陣 (一本に福隆等和事とあり)･岩井 ･一宮 ･佐々が迫を桂て唐河の宿に到 りし魅見えたり｡鬼略 ･
古駅のませならむO｣3) (但 し,一宮と佐々か迫とは放倒 している｡ )
土肥経平は『寸撒之幽』で ｢踊趨寺陣を通り,笹ケ瀬をすぎ,一宮の前より辛川の駅-至る也っ是
往古より建武の頃までの駅路覆りLo福隆等比津島村,I)徳に有し寄也〕後には比寺日蓮宗の道場とな
り妙善寺といひ,又夫も寛文中に配転 し,寺跡残れ り｡此寺の前陣なる故に海陸寺肝とV,ふ｡二十町
といひ又一里といふっ今半出の山下みの村上り笹浦石井などいふ所まで,繁忙二十町より一里に近さ
ほど成るべし｡｣4) とあり,挫筒駅を平川と比定するの仕『僻陽国誌』と同じであるが,福林寺肝
から宰川にいたるルートが,両者見解を巣にしている｡ 『傭掛国語 』は富原鎌田を主張し, ｢寸耗之
塵｣は坊主山の南を主張している｡
また,『怖陽記 ･巻-』｢術前畠之守波並代々城主之-flI｣によれば,
一 昔備前匡は内西国海道ハ播傭之境船坂昨ヨリ三石宿ヲ通 .)野谷金谷ヲ通り藤野通 ･)ヨリ和気ノ
渡 リヲ越磐梨部可其上村ヨリ死手ノ溺ヲ越赤坂矢原ヨリ金11へ渡 り野々口吉宗 (今益田卜改 )ヨリ佐
山通 り辛川ヨリ備中板倉へ通ル ト云昇級ハ可共上村ヨ･)死手ノ風貌.)牟佐ノ渡リヲ越御野郡平瀬ヨリ
宿へ通 り福林寺掘宇佐ケ迫盛 り首部楢醇辛川ヨリ備中板金へ姐 ル ト云叉元亀天正之此迄ハ三石ヨ･)片
上嶺 ')艮鴨福岡ヲ吉井へ趨告辞ノ宿ヨ1)直二酉ノ方国府 仔場二至 l)竹田ノ上釣ノ&.I)ヲ越テ福林寺絶
手ヲ通 り乾ケ迫ヲ経テ辛川二至 り府中板倉ノ宿へ旭 リシヲ天正ノ始宇凄多中納雷秀家岡山城郭ヲ守硯
i'テ節分傭高撰 作両国ノ大身改侍ヲ城下可令群居 トンキリ二城下ノ姫島ヲ頗フ然't,ニ家臣戸川肥後守
花屠助兵矧岡越前守受給越中守田老評轟シテ秀家へ申ハ頻 リニ岡山城下ノ繁昌ヲ御好 ミアラハ西国ノ
往党 ヲ啓へ城下ヲ海道 トセハ地笛ミ繁昌スへシト申ニヨリ茶是ヲ悦テ山陽ノ通路二成下ヲ通シ万故山
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ヲ磯テ酉辛川村-通yケル於今如此旅人右近ヲハ不通城下ヲ往温 十七.]5)
とある｡
上記のことから,記壕に見えるその変遷は4回あったものと思われる.
第 1時期 :三石.一再1気一一可兵上.1｢金川--一酉辛川棚 に出づるものっ
第 2帖期 :三石一和気一一可井上-牟佐⊥福林寺の陣一客グ迫一富原一酉辛川-板倉 (または,三石
一和主計⊥可其上｢串佐一梅林等の附｣一役ケ迫⊥宮部一備津一一西辛川-板倉に出づるもの,
第3時期 :三石一･･西片上一項掛-.福岡-国府前歯｢釣の渡⊥福林寺のP千一笹ケ退一･一音節一静 一西
辛川一転食に出づるもの0
第 4時期 :三石一二西片上一一長命か⊥福間-｢沼一周山- 宮｣夜食に出づるもので, これは現在の国道
娘に近V}｡ 第 2時期において,山陽道が冨
写真 4- 51 1
専用市場から東に向ってのぴる山陽道
L■
原を通ってV,たか,樹津を通って
いたかか問題なのであるが,石田
農民が 『岡山市史J)の中で集塵と
交通路の閑係から次の上うに述べ
てV,る｡
｢現在の一宮mJ付近の山陽道をみ
れば,駅家郷の基線たる階線が古
官退 (山陽道 )と一致 し静粛駅と
比定される辛川はこの線上にあるO
この五里にわたる暗線 (最西端の
一旦は僻申分 )は,硬食から方向
をやや北西にとりをからも披然と
して,また西南方向-四里あまり
走る.この山陽道は大字惣瓜と大
字加茂の村境であり,矢部の西方
から約 4 50 の句蜜で方向変換し
て干魚rLV,たり,そこから又西南
へと進むo こ0'3官花は楢と上帆
岡と地頭の境界線たる条里の基娘
にJt体一致 してV,る. とこで明ら
か托されることは少なくとも傭前
備中国境付近で姓古官道は粂里の
基線とほぼ一致しているというこ
とであるOこのこと比灸里虹地軸 PjをらびKかんかい用地路の工串のみで7Eく,消路 .交通政筒であ＼
り大土木畔架であったことを如実忙示してVlる.)
~1I5-
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以上確めた耕架から古官話は粂易の貼娘ないし肝暗線を,tとることVtよってたどりうるC)では如 ､
ろ5かb福林寺陣から辛川忙いたる間の官道C'Eついて古来諸説まちまちであるが,駅家郷の条里の基
線を兼北にたどれば抵vl峠を越して旧平酔村にvlたる｡ ここでも条里の仲娘忙そって文Kv,くと三白
悼 (散泊峠 )を也して富原忙出るo ここで斡筒盆地の粂里の陶鞍にそって潔にいくと津波井にvlたるo
松波井から戸月峠を越えれば例の栂陣寺肝であるo福非 (硝居 )Kv,たれは御野郡灸里地帯である.
なか,鵬前 ･伽中忙鴎する限 り古官遇は集塵地帯を縫って畠･少,その間,非集塵の平野地帯吐むしろ
少ないo｣6)
海上交通の発達にくらべて,陸上交姐の発達は,中世にふいてbj:な五･それほど頗著杏もejではなく
陸上交通路の饗地としての宿場町の発壷は,瀞町の先述上Dもややをくれて,むしろ江戸時代以後に
も′V'て暫しいもりがあったか,それでも山陽沼にそう指腹など忙比次第に射管の形式が進みつつあっ
たと思われるO辛川市場もその名称が示す上DVCその軸 比中世にせでさかのぼ りうるものであろうO
小字に換ってV,る市場付近がその中心であったものと思われる｡その他三石,備中に入って河辺 ･矢
掛なども同じように発達してきたものと思われるっ
また,社寺門前の市場を中心に発達したいわゆる門前町として吐,僻的西大寺の町が港町であると
とも忙,西大寺観音院の門前町的性格をもあわせもって発途したとみることができるか, この他 傭
蘭一宮である吉備酔顔神社の門前Kも室町中畑文明 5年 (1471)の頃,神前之町の存在 したこと
が同社の記録にみえて右-り,-また備中吉備坪富の門前である宮内の町の発達もほぼ同時期とみてよい
であろう｡ (竹中 徹)
･引用文献
1)剛山県 (1950):岡LL偶 感史ヒ桐,第 55革 延音式vc見ゆる吉備三国 551.
2)吉備群替典故刊行会 (1950):吉備辞母娘乱和 1番,僻似国琵一之巻,古大路 8.
5)井上血奉 (1941):上代歴史地理新着,山阻満 場前屈 169.
4)吉備群斡奥晩刊行会 (1950):青傭群店輿硯拓 1執 寸簸之慮上巻 10- I6,下巻 49-50
5)石丸恵良 (1965):傭防犯巻之-,備前国土守盛並代々施主之打 8･
6)石田寛 (1962):岡山市史古代軌 第 4絹岡山市城の集塵 501- 504
4 古代 ･中世の備 前一宮社
(1)国司の領内欝杜巡拝と-宮仕
.'R-国においても京都忙おけると同様拡延脊式以降V'つしか国内の主要な神社に等級をつけてこれを
格別に塵んじるようになったDその虫上位にあるものを一宮とLl 以下順に二宮･三宮.田宮としたO
これらはV,ずれも式内もしくはこれに代わるべき名杜であった｡ このように等故かつけられると,そ
の最上位にある一宮が国内の代表的神社と漁り勢力を範甲したo
平安時代に壮国司が任国に静任すると,国内の神社を巡拝する習･駅があったoそしてその順序は一
宮 ･二宮･三宮という順であったが,一宮たけまV,って以下を省略することもあった｡備前国におけ
る一宮か富傭韓彦神社である0
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(2) 吉備津彦神社
備前国の西部,書簡の中山の濃にある吉備浄彦神社は孝芯天皇の皇子,青桐陣彦命,一名五十狭芹
彦命を番組している｡創建の年ははっきりしないが,推古天皇の即位元年 (5 92)とされてVゝる｡
平安時代には代々の国司は,神蘭を番進したり社殿の修築を行なったりしてこれを尊崇したO仁明
天皇の東和 10年 (845)10月 24日には階位一品を贈られ,また一条天皇の長保 6年 (1004)
白河天皇の応徳年中(1084項 ),鳥羽天皇の天永元年 (1110)の5馴 ⊂わたって勅命Vこより
造営が行患われた｡六条天皇の永万のころ(11占5頃 )に比鳩酌国内で京都の神砥官へ年茸を納め
てV,るのは当社だけであり,当時から屋内の渚杜に冠絶した地位を占めてV}たようであるOその後社
殿が朽漬したので甫倉天皇の轟応 2年 (117C)に伸筋介五粂大納言邦綿が勅許を得て社殿の改築
を行ない,正宮｡本官 ･拝殿 .舞厳 ｡粂殿 ･･61珊 厳 q庁塵 ･参施所 ･不老門 ･若宮願 .御釜殿 ･E]齢
など建物の数が 51とT3:り,お宮らしいお宮となった｡
銑食時代に入ると武家の保誰が加わる一方国司の待遇は昔に変わらず後宇多天皇の建治 2年
(1276)には院宣により遊宮が行なわれる忙至った0両北朝幡代忙なると『吉備建彦神杜絶起』
に次のように掛かれている｡
一 後醍醐天皇建武三年五月十八日,足利尊氏公従筑紫御上洛之樽,御船妹尾禰著時,以松田幡頭
盛朝捧奉終,同左馬頭在穀公被鍋御願番,基後天下額平,神氏公一晶富御参詣有之,杜頭一字御連立,
極々之被細宝軌 比幡御寄進之観,干今有之.噂氏公柵陣為御持供鏑之内申偶,天故錦年号月日銘無
之l)
建武の新政の後武士の間に後醍醐天皇の新政府に対する不満の声が席まった｡このような武士の動
きを蕪して足利尊氏は演 をあげて東部に入ったが,北畠箱家らが上洛して塔氏を九州 に追った｡尊氏
は:建武 5年(1556)九州G7)豪族の歴助を御て,尊氏は海上から弟のLB:義雌 上から京都めざして
改めのぼった｡ この途中船を妹尾浦につけ勝利を願う文を直義に持たせて吉備津彦神社に参らせた｡
その後世の中か平和に怒ると尊氏はみずから膏牌津彦神社に参 り社臓の造営を行なったり宝物を寄進
した｡このとき鯨も贈られたようである｡ これにより青鯛辞彦神社は足利氏の醸vl崇敬をうけていた
ことがわかる｡
応仁 ･文明の大乱の後赤松 ･禰上などの渚氏がこの他方に舛ると, これらの諸氏も青･肺辞彦神社を
携敬した.天文 2年 (1555)の浦上村宗判物によると,
今月祭礼之恥 如前 堅々固=可搬申付保,其外国中神軸比彼等も無僻怠可下知者IA2) とあるo
これは村宗が軒 Lのことに荘蕎し,当社の神職托対して国内の杜軸,杜役など勤めるようVC令を下し
ているのであるが,これは当社が一宮として術前一国PtJの師部を管臓 していたことを示してV>る｡
その後永稚 5年 (15占2)松田元賢が当社を日蓮宗に改宗させようとしたがこれVC従わなかった
ために祉腰に放火したOとのとき宝物 ･古記の多くが焼失した.松田氏は南北朝の初め忙大慢大僧TE
VCよって日蓮宗が伝えられて以来,これVC帰依してか.(),その武力と政治権力を背教に緬地の他TJ･:寺
院を日垂宗に改寮させ,LうとしたのであるcT
そこで後陽耽天皇の厳島 2年 (1597)9月に至 り字音多秀家が道営に賠手したが同 5乍
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5 重 源 と常 行 堂
(1)東大寺の再建と常行堂
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源平争乱の初めの頃,南部の東大寺 ･興福寺q)衆徒らが源氏忙党して,反平氏の行動をとったため
･lL'_,平重術の軍勢が商都に飢 t,入 り,その兵火のために,東大寺の大仏殿以下諸伽藍が灰健に愉したo
そ0)級,東大寺の再興が企てられたとき,伸助国は東大寺の避曹料国となってその再建と探vl関係を
もったのである｡
東大寺再建のことは,焼失の翌年軽和元年 (1181)vc後白河法皇のもとで計画され,大勧進に
紘,法然の門弟中よ9俊乗房重源が選ばれた｡文治元年 (1185)8月28日に重源の全国を巡行
しての#巌の努力により,大仏の開眼供我が行なわれた｡しかし大仏の造立は敵ったが,大仏殿をは
じめ東大寺の緒堂合の造営は,なおその後vC残された串菜であった｡翌文治 2年 (118占),重源
は周防国を東大寺造営料国として下賜されたいことを頗って許された｡かくして建久元年 (119D)
忙比大仏殿の上横式が行なわれるまでに什なったが,周防の国衛阻のみでは,なお戟用不足であった
ので,重源はさらに備前国を東大寺造営料国 として東大寺の知行国に加えられたいことを将軍頗朝に
依頼 して,頼朝の秦請によって,埴久 4年 (1195)後鳥羽天皇の聴許を得て,ここに備前国は東
大寺の知行国となり,備前国内の断 簡の収益をもって兼六寺遊皆の料にあてられることKなった｡
塾源は,備前国が知行国として双六寺に付せられる以前から,備前国内に東大寺領の荘園を開発ナ
ることにも努力している｡すでに文治 5年 (1187)頃から,重源は備前国内の荒野を開発して大
仏殿造営の用途にあてんことを願V,出ていたか,建久 4年備前国が知行国として与えられると辻 もK,
≡:三 二 二 ∴ 二∵ ;_:_::_:二1.I.Il ~二~~;_A-. _:亡_-:':L_二 -: 二 -I:=-_ I
田保との交換を朝廷に願い出て許され,同 9年 (1198)に托,野田保紘野田圧という東大寺の荘
園として乱立するに至った｡-また同じく備前国内の邑久郡の南北条 .辰沼 ･神崎の5辛も東二七寺領の
荘園として開発され,その開発にqTl造東大寺長官藤原行随とともに重源が深く朗与している｡
かくして備前の国衛領および野閏 ･南北粂 ･長沼 .神崎の 4笹をども東大寺造営の料として加わる
ことになって東大寺伽藍の遁柴はようやく軌猶に乗 り,建久 6年 (1195)5月 12日に仕大仏殿
において落慶供凍が行75=われ,後鳥羽天塵をはじめ清公軸まもちろん,将軍頼朝 も多くの武士を率い
て鎌魚から上洛の上この供♯K参列 した｡
(2ノ常行堂
備前国が深大寺の知行国であごた楓 軌 範曲は備前の知行国主として,単vcTjFt大寺造営Vこ関するこ
とのみならず,広く備前の国務に拙わっていたようであD,またそのほか,術前国内における社寺の
道立 .修築や公共事業などKもすく夜からぬ築歳を残している｡
盗癖の 『作善騒』の備前国の項の第 1には,
造立常行堂,奉安丈六弥陀仏像
と記されているoところでこの常行監というのは以前は備前一宮の吉備津彦神社の境内にあった神宮
寺の常行堂ではなvlかとV,われていた｡その埋田は,神宮寺祉から出土した欽昏期の古瓦の中t,E｢吉
備津宮常行堂｣という陽刻のある軒丸瓦および軒瓦が発見盲れ,そしてそれらの古瓦帆 その土JHか
ら文様 ･形式まで備前国赤磐郡擬声q万富の釆大寺瓦窯虹から出土した東大寺瓦と酷似しているとい
-12〔)-
う点であった0枚に塞源が建立した常市堂は備前の舌側 笹彦神社q)境内vTLあった常行堂であり,その
位髄は同神社の酉端部にある神宮寺牡であろうと考えられていた｡
ところが.その後音傭酔彦神社境内の束端部にある紳力寺虻から奈良期の軒丸瓦かエひ ｢書輔車宮
常行監｣とV,う陽刻銘のある触 欄の軒瓦が出土 した｡そして神力寺牡の一隅の畑に文字瓦や垣芋の
ある古瓦が多趣嘩昧されてV,ることかわかった｡ これVE上り｢盲臓醇嘗常待望｣跡を書傭韓摩神社の
境内の西端部にある神宮寺にあてるの比洪 りで,同神比内束端部の神力寺虹といわれる地幼 こそ常行
堂虻と考えるべきであろう｡
F青鯛経彦神社史料』によると元醸時代まで仏者備津彦神社境内に神力寺も神宮寺も存在していたこ
とが知られるが,その後,両寺とも退転したものと考えられるoまた神力寺か吉備津彦神社境内に創
1
立盲れた年代も不明であるが奈良朝わ古瓦か神力寺牡から発見され,奈良期の礎石も2個その附近忙
散在している点から考察すると,抑力寺祉あたDVC奈良期のころに寺院が建立されていたことは間遵
vlをいか,その寺が出初から神力寺と称してVlたかどうか結不明であるOた-Jer育僻津彦神社史料』
の文明 5年 (1471)6月15日の文封VC,神力寺に比,本堂 7胤4面で本尊虹PIJ蜘 竜三軌 観音
堂は.5間4面,地蔵堂は 占間 4両,そのほかに,鍾つき豊,山門,塔などがあったことが記されてい
るo恐らく神力寺本宝 7間 4面とあるのか常行堂そのものか,あるいはその後身であろうと推定され
る｡
以上より,備前吉備津彦神社の鹿円の束腕部忙奈良期カら一寺院が建立されてV･たが,紋倉の初期,
睦 久 4年 (1195)忙盗源が遁東大専科国として備前を骨粉して間もないこう,忘源推この寺の境
内に常行堂や観音堂を建立したものと推定されるO青愉鞄 神社は当時すでに備前国の一首として朝
野の信仰を集めてV,た国内第 1の大社であったから,棉 上鯛前の国司であった重渦比当社の境内忙
常行監などを建立して庶民の信仰心を深め,これを敢化し上)としたものと考えられる｡
(中山博簸 )
参考文献
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･藤井駿 (1965):俊乗房壷源過跡の研喝 ,岡山史学 15号 4- 7
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第 5茸 近 世 の 一 宮
1 村方支配の横着
近世封軽社会は身分制の社会であるQ武力によって権力を独得した武家支配階級は .人口の約 9割
にあたる被支配階椴に対して .曲=商という身分を強制し.自らを支配者たる身分として最高位に位
置づけたD人間のもつ可能性を身分制の枠にとじ込めてしまったのであるO封建社会はぜた経済的に
は盛業生産を基礎として成9立つDしたがって支配階概は .直接生産者たる典民に対して伺よbもま
ず多くの年貢を徴収することを目的として .厳 しい非人間的を支配を3徹することをその本質にもっ
ていたのである｡良民は自らが耕作してV,る土地に対 して .その土地を手放すことも,よD適した作
物を栽培する自由も持たされ夜かったo虫民支配の苛酷さを表わすものは .#令として慶安2年
(1649)に出されたいわゆる座安御触苛があるが .片山巻舌氏横筋の ｢馬屋下村誌 歴史節｣に
岡山棒が文政 2年 し1819).休日を制限するという次のようを触野が耽っている｡近年幹南都に
於ては手余D地が多く.首姓は塊葉上D他の職秦につく者も出て .姓氏が出将 しなく売ったQ以前は
五節句と氏神祭の外には村一統の休日は:モかったが ,近頃色々と-S寄せては休日をとるようにみられ
るo今後は正 月元旦 ,五飾句 しそのうち5月と9月は休日としない ).7月15日.氏神祭礼は村
｢続の休日とするD雨乞いのときにも1軒から1人が出て .戟 わの家族は耕作すること.夕をペは正
月中旬から5月まで秋冬と同様にやることとし.郡内の各大庄崖に対して小首姓に至るまで 1人放ら
ず徹底させるように命 じているD大庄崖らはさっそく検討 し.それに自分らの要求も加えた案が醇当
局によって承認されたので各村々の良民を′J､百姓に至るまで名主のところへ呼び集めて徹底させるこ
とを苦っている｡ これは一例であるが .支配者としての滞当局はこの中でみられるように細部にわた
る統制とその徹底を .大庄屋 .名主という身分上農民であるJ,のによって行なったのである｡ これら
大庄屋 .名主は滞当局の一連の農村支配機関の中に組み込まれていたのであるが .それはどのよう夜
仕組みであったのであろうか｡谷口驚天君 ｢岡山滞｣昭和 59年 .香川弘文館発行 によって岡山藩
の放村支配梢進をみてみると.岡山帯に於いては家臣を郡代 '.女障 行 ,郡目付 .代官 .在方下役人に
任じて虚村支配の上部構造をかたちづくD.その下に先述の大庄屋 .名主 .組厨 ,判薪をおいたD大
庄屋以下は塊民であD,煉民の-.一部分が帝の山村支配の末端機関としてあったのであるo簡単にその
耽輩をみてみると.郡代は瀞の姓村支配機梢の磁苗に位位し.1人～ 2人で郡政全体を統率したo郡
専行は 4人程で税率を決定し漣宙を奨励 し.風俗改脅 .大庄屋以下村役人の監督 .宗門改 .諸法匿の
伝運等鹿民の生活に直接胸逢したことを取れ締ったa大窪の服部家の文啓によると醇高郡の歴代の郡
奉行は次のようであるD
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* 5-1-1
e>b
津高郡郡琴行
明 暦 元 (1655) 庄 野 三 郎 左 術 門 延 草元(1744) 井 上 佐 平 太
し在 宅 5 (1875) 広 田 楯 右 衛 門 芙 延 4 し1751) 壁 部 与 次 郎
同 4 し1占76) 〟 宝 暦 5 (1755) 礎 部 円 次 郎
天 和 2 (1882) 尾 関 弥 右 術 門 同 7 (1757) 藤 井 革 左 術 門
同 5 (1685) 安 田 孫 七 郎 岡 12 日 762) 千 貿 万 右 衛 門
点 字 2 日 685) 青 田 五 右 衛 門 明 和 5 (1788) 万 代 雪 右 術 門
元 織 る (1895) 矢 部 半 兵 衛 同 9 し1772) 名 倉 六 兵 衛
同 10 し 6ー97) 伊 藤 杢 兵 衛 安 永 2 し1773) 村 田 膏 右 衛 門
同 ld L1705) 木 戸 彦 八 郎 同 4 (1777ー 河 瀬 古 太 夫
宝 永 2 (1705) 渡 辺 助 右 術 門 同 7 (1778) 野 々 村 兵 右 術 門
同 5 (1706) 今 攻 忠 左 裾 門 天 明 8 (1788) 渡 辺 和 右 術 門
同 5 (1708) 泉 文 之 丞 寛 政 8 し1798) 竹 内 又 右 衛 門
同 7 (1710) 西 村 六 之 助 同 11 日 799) 丹 比 助 太 夫
正 徳 元 日 711) 小 川 孫 七 郎 宇 和 元 し1801) 行 田 胎 兵 衛
同 4 (1714) 津 川 甚 左 術 門 同 S L1805) 八 田 滑 太 郎
同 5 (1715) 古 田 甚 之 丞 文 化 9 日 812) 村 木 書 兵 衛
享 保 元 し1718) 村 井 伝 右 術 門 同 12 し1815) 香 田 勘 左 術 門
同 5 (1718) 今 坂 息 左 術 門 天 保 5 (1852) 見 戸 半 裁
同 5 (1720) 省 都 佐 右 術 門 同 9 し1858) 芦 屋 与 右 衛 門
同 16 (1751) 神 居 久 八 郎 同 14 L1845ー 羽 原 次 郎 右 衛 門
同 17 (1752) 原 寿 太 郎 為 永 元 (1848) 福 田 甚 左 衛 門
同 19 (1754) 田 坂 六 兵 術 同 2 (1849) 斉 木 三 之 丞
荘 大窪 .服部家文中 ｢文化八未年故 品 虎々留｣
郡奉行は5人程で郡奉行 ,代官 .在方下役人,大庄屋 .名主以下村役人及び点民-殻わた って Z).
監視をそZ)役目とし,tD代官は 50人前後いて .宗門改 一年貢取b立てをはじめとして広･範 囲 にわ
たる統制を行なった｡在方下役人につVlては .そZ)瀬にあるときだけ士身分になれるとvlう身分上
独特の性格をもつもので帝と良民とZ)間に串がかこったときの捷衝作用としてZ)役を果たし都挙行.
部目付 .代官を補佐 し,大庄屋以下村役人を監視 した｡こDV,う性格をもつ磯柄は権力をもつ支配者
にとっては常に有利に利用できる便利を存在と7m .支配される者をその内部にかいて分裂させると
いう人間性を逆手にとったたくみな統制を可能にするものである｡近世の魚村につきものの山冷や水
論を取 り扱うZ)も下役人Z)仕事で .宝暦 12年 (1742)大建村と西辛川村･辛川市場村 ･山崎村
の5ケ村との間に砂川筋で水論争が生 じた際に当時Z)下投入であった有菅苧右衛門及び中山又次郎が
出向いて ｢吟味Z)上御裁許｣ しているの比その一瑠 りである｡ このよ5忙藩は｢連の機関を改けて良民
を支配 ･硫制するのみならず .役人相互を監視･軍制 .必要に応 じて分裂させで支配に遺漏がないエ
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うにはかった7)であるO封建社会Z)^ 間性無視の性格を表わしているもZ)であるo先述したように藩
は鹿民をも支配Z)一機関に加えることによって盤村支配をさらに強固をものとしていたI)であるが .
そZ)村役人Z)性格をみてみると ,池田家文句 ｢雌要録｣に
村方にての用事其村7)名主江申届 .名主よb下肝前江申届 .其上-テ御奉行-申出
と記されているように.名主以下組頭 .判頭の村方三役と郡奉行ら直接藩当局とZ)中間に位置 してい
た大庄屋は .蔑応 5年 L1d54)確限を縮少されて十村肝煎 .天和 2年 し1a82)肝煎 ･下肝煎
と称されたが ,宝永4年 (1707)再び大庄屋と改められた｡中檎津竹原家文甘 r為永 6年 9月浄
福郡村々田畑畝高物成寄下｣によれば ,嘉永d年 し1855 )当時 .浄福郡には 『山崎村児子三左衛
門級合 .管野村鉄次郎組合 .中泉村又左衛門組合 .粟井谷村嘉久治組合 』の4つZ)大庄屋組合があり,
号賀村 ･下背賀村 ･佐山村 ･油水村Z)4ケ村は管野村鉄次郎組合に屈 し.他Z)1占ケ村 (尾上 ･一宮
･西辛川 ･辛川市場 ･今岡 ･山崎 ･松尾 ･大運 ･磯か部 ･池谷 ･長野 ･横尾 ･東梅津 ･首部 )はすべ
て山崎村児子三左衛門組合に入っていた｡又白石村 (現岡山市 )I)宇右衛門 ,同文介が江戸中期から
後期にかけて .先述山崎村Z)児子三左衛門 .同三七が校期大庄産を務めたoまた尾上村Z)則武与一郎
は江戸初期に庄毎にをD.その子与四郎は大庄屋に任じられたもZ)であるO
名主以下組頭 .判頭は村方三役と称され .元線 2年 (1aa9)まではそれぞれ庄屋 .五人組頭 .
年寄と呼ばれていたQ名主は:普通 1村1人で ,年賀徴収 .割b当て ,人馬の異動など村に関する庶務
を担当するもZ)で .組頭は1人から2^ で名主Z)補佐役であった｡判頭は 20戸に 1人,農民を代表
するも7)として人望のある者が村内で7)入札によって遜出され .組合各戸に関する事務を適当した.
農民を代表するといっても強固75:支配機構Z)もとで .其の意味で遵民を代表 して支配者に向ったとは
rtjと!
考えられず .むしろ調整役とV,う性格に近かったと思われるD他に保頭と呼ばれ村役人Z)使役を果た
す役割Z)者がいたO以上村役人はそれぞれの役職に応 じて給米を支給され｡高掛b(私税の一種 )が
免除された0
2 鼻村の経済構造
(1)免状と在地支配
前掲 ｢岡山藩｣によって冥租体系をみてみると.岡山席では本年貢 (吻成 )と弼 Z)付加税 (夫米 ･
口米 ･還翫 )摘 称して定米(一般に年貢といわれているもの )といい .本年貢 10｡石について ,
夫米はd石 ,口米 (郡挙行などZ)役料にあてる)は2石 ,糠薬代はd斗 5合であったから.付加税は
本年弄Z)8･i05解にあたった｡こ7)ほかに雑税としていろいろZ)迎上 (高瀬舟週上･伊部釜遇上 ･
エろIJyTしら 七打′
猟師運上 ･塩釜適上をど数 10種類にZ)摺る)と万甜代 (小物成ともいわれる魚馬詞代 ･川譜代 ･蔽
請代をど多種 )とがあったQ
図 5- 2- 1は .貿永 10年 (1d55)から明治 4年 (1871)に至る松尾村Z)免状から ｢残
高｣と r定米｣I)変化を追ってみたものである｡免状とは轟年俸当局から村単位に割b当てられる年
貢媚 付状であるO残即 は .高から ｢楓 などの不毛地を引いたもので ,これが実際Z,そZ,村の
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高となるのであるCそれに上ると租亀村の免 (年貢
串)ばか上そ5つ7分であったことがわかる.
これに上ると江戸初期には慢性的忙凶作が枕V,て
vtた上 ,生産性が非常に低かったが ,天和 (1d81-)
頃から生産性もある程度向上 LJ.fJ酸中期は 1,2
の凶作牢を除vlてずって安定 した生産をみせてvlた｡
ところが匪期になるとまたも大きな凶作がひんぽん
にあb,残高壮観少した｡江戸初期における生産性
の低まと隆期のそれとは当然同じ性質のものでは夜
vl｡中期に於いて新田開発が進み .効率の高vl典具
の出現 ,新 しい肥料の使用等の免達と普及がみられ
たが ,凶作竿はあるにしても.後期の生産高の減少
∫
とは何を原因とするのであろうかO｢馬屋下村誌｣
に次のようを記録がみられる｡
奉 厨 1
辞商都大建村櫓田畑弐捨歩 家内四人 男-^ ･
女三人 家主久次郎兼 農々具鍛治習居中候二村 渡
世持寄典具鋸治仕度奉存候 栗ヨリ火用心大切二
可包際上之過敏為仰何侯-バ雛有奉有償己上
蔀永六丑竿三月
大 塵 村 久 次 郎
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つまD.2畝 1D歩Z)零細出では渡世でき72いから漫長鍛冶を始めねハというのであるQこの他に
｢綿数取扱｣を始めたいという願上をどが滞当局-出されているnこれらは .後期こ7)地方7)経済的
基盤がもはや虚業にのみ求められ75:く複D.中期にみられた封建史村としての性格がくずれ .負村7)
荒廃が進んでいったことを示 しているQ当然生産高も減少してい くZ)である｡
風 5- 2- 1にそって検討 していってみると .貰永 15年 (1占56).寛永 14年 (1657).
鮭安 2年 (1649).駿安 5年 (1650).凍応 5年 (1654 ).万治5年 (1668 ).明
和 7年 (1770).明和 8年 (1771).文化元年 (18D4).文政 6年 (1825 ).嘉永
6年 (1855).明治 2年 (1869)に定米が確度に低 く覆っておD.大きを凶作が起ったこと
がわかるQそのうち東応5年は備前国一円が大洪7J(にみまわれた年で .7月19日か ら同 22日まで
大森雨が続き ,領民は大被害をこうむった｡引き続いて起った大飢餓では岡山藩全体で 5占84人も
7)餓死者が出たO松尾村に於いても前年 110石あった定米が康応5年 80石に下げ られていること
から被害がいかに大きかったかがうかがわれる｡翌年の明暦元年 (1a55)の松尾村免状には藩が
政米として酎 5石5斗 8升9合を支給 し,これを請けた曲民の名誉えとその蓮が記されている｡ この
年の免状の中から救米の部分だけをとb出してみると次のようである｡
救 米 松 島 村
四斗八升 新 助 弐斗六升 久左衛門
五斗弐升 与八衛門 同 大 兵 衛
同 九 兵 衛 九斗五合 新 五 郎
同 与 兵 衛 九斗四合 市郎兵術
四斗五升 弥 兵 衛
合 三石三斗八升九合
加 藤 左 衛 門
明暦元年十一月朔 日
ち覆みにこの中の新助は当時名主であったQ
ところでこれだけの救米を一部の者に施しただけで幾民が窮状を脱 し碍たとは思えず ,むしろ餓死
者が出るような大飢餓のときでさえ良民は自らの生産した米を支配者に吸収されてしまい ,自らの飢
えは .わずかに凝 ってもらうという形でしかしのぎ碍75:いという状況におかれていたといえるO救米
はこの年の外に同 2年5石 5斗 8升9合 .万冷 5年 d石 1斗 5升B合施されているが .いずれの場合
も農民が納めた年貢の 1割にも満たをいわずかな丑であったo
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図 5- 2- 1 松尾村の定米と班高
江 一宮町役壕粛文句松尾村免状よb
⊂′亡b
帝は救米の他に免下げとして早などで不作のとき特別に税率を下げたD.あるいは伺副かを引いた
A,tた加損といって慈田所だったb免が不相応に高くかけら九ているところに春の)ち忙一定の米
を貸して .秋上納の米からそれだけの立を叔するという制圧を設けたbした｡免状に上ると松尾村は .
文化元年 (1804).嘉永占年 (1855)にそれぞれ 5石 2斗 2升と8斗を加凍米として受けて
いるoまた検 (毛 )見下げといって冥際に作柄を検分して年 実収額分を下げることも行なわれ ,万治
2年 .明和7年 ,同 8年の各年にそれぞれ25石 7斗 8合 .58石9斗 4升 5合免除されている｡前
記｢馬屋下鴨 ｣ に よると.天保 18年 (185?)に鍵見につV･て ,
村々毛見受之誓詞の堺
一 柳毛見討之着火 .銘 掴々田方不戦毛取帳江番上甲 .舟田地人達不申御毛見之時畝引速叉は隈地
は不及申上 .秘めを聞刈其外少も手口やかましき儀仕間数啓
一 田御刈の籾盲姓共稲刈手伝故仰付候飾概少し把でも帝政不申横工可仕侯 右一粒にても掠ケt
しき事仕間数触
一 御毛見入又は御投見様御家来二重迄亀睦 かせしきkは不及申 前后共手入ケ間薮儀仕間数候串
右粂 々於相背は轟茂-- I(以下略 )
天保十年十月
と検見について ｢不正｣がないように細かく取b決めている.披見を行をって年貢を下げるのは藩
にとって手痛い収入減とをb.重大夜間産なので .当局は上髭の誓詞にあるように検見に際してそれ
が厳正に行なわれるエうに厳しく規制したのである｡年巽の叔免に舶して帯がいかに故地政策を行覆
ったかという観点からみるのではなくして .帝当局がいかに農民の労働力の成果を収奪するために細
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かいとt,ろまで気をくぼっていたかという観点からみるべきであろうoつまb曲民の生産物を収奪 し･
尽 して農民をつぶ してしまうのが藩の目的ではなく,常に必要なだけの遊民は保 っていて年貢を続い
て納入させなければならないから救済するものであるoまさに｢生かさぬように若きぬように｣であ
るQ殺 してしまってはいかに支配者といえども生きていけないのであるからO
- ,各桝 には凶作にそ- て･←毒安臥 とい-て出舷 を毎年 .反につき2升ずつ船 に轡
ぇておいて毎年正 ･2･5･4月の 4ケ月の間に貧者扶助の法によって月歩で貸付て新麦のできたと
き把利麦を加えて返納するとい うものが懸かれていたo a-れは藩主池田光政の指導で創立されたもの
であるD文政 2年 し1a19)の ｢浄福郡口臭六組合手鑑｣(服部宏文等 )をみると其の頃大岸村に
2間半 ･5間半 .芳賀村に 2間 ･5間 ,下芳賀村に 1間5尺 ･2間半の育麦蔵があったと記されてい
る｡
(2)土地所有と良民層分解
先の史料でみたように亜美のみで生計をたてられない盤民の存在はどのような経過から現出したのr
であろうかa江戸初期尾上村の庄屋 ,大庄屋であった則武家の文苛(岡山県綜合文化センター蔵 )に
ょって .尾上村の江戸初期の農民構成を土地所有の状態とその年代的変化を ｢名寄せ帳｣によって追
ってみよう｡
表5-2-1 尾上村K:於ける島民構成
- 万 冶 2年 寛 文 1 5年 元 藤 2 年 元線 14年
(1659) Ll占75) (16B9) (1701)
40石 以上 1人 4.0% 2人 ま0宙 5人 57% 5人 i2¢l
55石-40石 未満 0 0 0 0 1 1.2 2 1.8
50 - 55 1 4.0 1 1.5 5 &1 2 1.4
25 - 50 4 1占,0 1 1.5 1 1.2 る 4,9
28 - 25 占 24.0 14 21.2 8 9.8 占 4.9
15 - 20 5 12.0 15 19.7 12 14.4 16 liO
10 - 15 5 20.0 14 21.2 14 17.1 24 19.0
5 - 10 4 ld.0 9 lid 15 la5 57 5nD
1 - 5 □ 0 8 12.1 15 15.9 1占 15.0
1石 未満 1 4.0 5 4.5 5 L1 ll a9
不明 1 不明 5
計 25 1UU.U dd 98.5 82 94,0 125 100.2
港 南 持 高 52.U527石 42.5155石 94L5541石 125.681U石
4 0 石 以 上持 高 40.1940石 42.26Ud石 58.58Uu石
注 出作 ･大作を除 く
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こh忙よると.40石以上持高の合計は万治2年 〔1占59),1名 ,の52石与力 2合 7勺に比
らべ .42年後の元頼 14年 (1701)には .5名 .222石 6斗 ム升 7合と約4倍になっているQ
窮永占年に尾上村の高は約 1.700石であるので .この222石 6斗 d升 7食はその15afpにあたる｡
また港南持同比万治2年の52石5升2合 7勺から元噂 14年には 125石 占斗 8升 1合と大幅に増
加している､また55石以上40石未満 ,5石- 1ロ石 .1石-5石 ,1石未満のJBが増加している
のに比べて20石-25石の層が減少しているのが任目されるOとくに20石-25石の持高者は:.
万治2年 24% ,寛文 15年 (1占75)27.2啓と,その年の拝謁者総数の中で最高の割合であっ
たの忙比べて.元赦 2年 (1占89)9･8% ,元禄 14年 419秀とあきらかに大きな減少がみられるO
次に 10石以下の特有者の増加とくに元線 14年に於ける5石-10石の郡で結 .元顧 2年の18.5
虜から元禄 14年の50･1啓へと急散在増加をみせているD したがって持高者の増加が 15石以下の
屑に於いて行なわれていることがわかるoこのように江戸抑期から中期にかかる42年間を取b上げ
てみると.農村は固定していたのではなく刻々と変化の様怨を皇 してかD.その変化比叡民の経帝的
二極分解としてあらわれているのであるQついでに元線 14年の最高持高者k:ついて則武文1-rFから元
轍 12年 (1a99)の切支丹宗門御改KJ:ってその家族稗成をみると.夫婦と子ども5人の5人家
族で ,8人の下人と4人の下女を抱えている｡
次に各村々の石高と畝筒 ,物成脊索 5-2-2に上ってみると次の上うであるO
尾上村･西辛川村性 1,000石以上の大村 ,一宮柑 ･辛川市場村 ･今岡村 ･山崎村 ･松尾村 ･大窪
村 ･菜櫓酵村 ･中椿津村 ･西椿沖村 ･佐山村 ･菅賀村 ･下芳賀村 ,首部村は 100石から1･000石
の中村 .磯か部村 ･長野村 .椀罷村 ･滑水村は 100石以下の/)､規憤怒村であったことがわかるo全
体的に畑畝の多い地域であるが .伽 部ゝ材は畑畝の方がEB畝に比べて非常に多い凸新田の開発も行な
われているが田畝よDも畑畝の方の開発が多 く .この地域の田畝の限界を示しているD免は5つから
5つの中間であるOつまD収穫の5割から5割を年貢として納入させられていたのであるが .この他
に種々の付加税や村入用が戯民の手を離れていったのであるQなお沖芯都全体では筒2万 2･277石
5斗4升 ,田畑畝 1.59占町7反9畝 15歩半であった｡
次に虫村の姿を各村々の戸口構成と牛馬敏に上ってみてみるO
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衷5-2-4 牛 馬 数
牛 腐 数
午 局 午家 政
尾 上 54匹 1匹 ,525
一 宮 55 0 .292
西 辛 川 44 1 .489
辛川甫壕 27 1 .415
今 岡 19 2 .655
山 崎 20 1 .505
松 尾項. 22 12 .550
大 窪i.Q 25 1占 .481
磯 ケ 部柴 5 .417
池 谷桑 4 5 .800
長 野壌 24 5 .68ム
横 尾 12 0 .480
東 檎 醸 l 15 □ .594
中 〟 r 50 5 .577
西 〟 51 4 .592
佐 山意 24 15 .774
背 解 き 35 27 .507
下 等 触 28 15 .占54
汁 水 22 0 .595
首 桝 卓l 10 5 .294
任 1.｢為永 d丑年 津南郡村々EEl畑畝荷物
成育下｣ (竹原文苛 )
2･:i印の村については ｢字t:kl19宇摩鍵
箱郡｣に上るQ (則武文呼 )
襲5-2-5によると18世紀初東から19
世紀にかけての 1世紀間に各村の家数 .人数は
増加 している｡ しかし近世初頭には長野村 .横
尾村 ,池谷村 .儲か部村など把は家数比とくわ
ずかしかなく.正畠も苛賀村の庄畠が来帯 して
いた,このことは .長野村 ･伊丹氏の古文苛に
(前 略 )
一 貫永年中前者長野村家教七斬 ,内式軒等
同税唱村之家敬弔軒 .同地谷村二家政弐軒
関 都村二家裁軸 御寧候而 ,其筋名主苦l
賀村与兵術と申着電人こ而立ケ村鞘店申由
ニ御座候御 沓
(中 略 )
一 笑永七年御検地被為仰付候節-機尾村二
家数三軒長野村二家数九軒 ,同弐軒寺 .池
谷村二家激弐軒 .磯部村二家政弐軒御座候
両村切二構鮒 と被為仰波枕島村二六右衛
門長野村平次郎 ,池谷村二五餌兵術 ,磯部
村二乎兵術右之者共二名主役儀之被為仰付
私共迄三代相勤申候
(後 略 )
とあることによって知 られる｡従って晃永7年
(1650)頃から約 100年間に これらの各
村では表示のように長野村 52軒 ,横尾村 58
軒 .鞄谷村 ム軒 .磯部村 9軒に増加 していった
わけで ,家教の増加壮はなはだ大きいO ところが人数に園して結 .享保 6年 (1721)から学僕
19年 (1754)には増加がみられるが ,草保 19年から文政 7年 (1824)にはわずかながら
全体的にみて減少している0-万 1戸平均家族数は各村とも年代を追って 5人から11人が .5人か
ら4人へと碗少しているOこれは近世的大家族制がくずれていっていることを示すものであろうO津
間都全体では .村数本村 46ケ村 .枝 51ケ村 .家救 2.759軒 ､人数 1万 8,994人であった｡
表5-2-4に上って牛馬数をみると,牛は 2軒に 1匹いるかいないかであるし.まして馬は .こ
の地方では牛よDもずっと少ないQ機械化された現代と異なD.桝作に牛馬は欠かせないものであっ
たろうと思われるが .零細を土地 しか持ち得ない大部分の農民が ,桝作に牛馬が必要でなかったとい
うよDもむしろ.支配者側の年貢収奪と大農への土地娘中化の中にあって .手に入れるだけの財力が
もてず .生喜性をあげて経済的に向上 しようという方向性をもっことは不可能であったZ)であるO
-152- (成 油 伸 子 )
3 水 論
現在の一宮町における拍甑用水として利用されている河川は 2つあるQ砂川と中川がそれである0
両川を帝概用水として利用するにはその自然的条件が致命杓と育ってよい笹森hD両川の流路の両側
の山は低いので .谷が浅 く柵概用水としての絶対丑が不足してLnた0
秒川流域は主に花梅岩で占められて卦b下流の河東に確執 してい'D花尚岩の砂は水が投透 し易い｡
第2車の2にかける横断面図を見ても理解されるように執 りは完全に天井川となっているので .新田
付近エD下流においてはかをb乾透しているものと思われる｡大匪付近では .砂川の流速は遍 く75b
芋川市場付近では流れが静止している.そして中村付近になると砂川の水は全 く伏流 している｡
一方 .瀧池は井関につく●盃賓を引水施投であD,池の虚の設骨個所はもっとも留意すべき点であるO
というのは .池の敬規vj:多 くはここから塊防が決故するからである｡軒池の数は大小合わせて40あ
まDもあるが .実耳的把確敵用水としての役副を果たした横尾鞄が完成 したのが昭和 25年 .新地が
完成したのが明暦年間 (1655- 1日 7)であった.1)それ故この地方の水利権の争い牡鹿民に
とって英剣Tl敬いであったと言えようO
写J;'壬5- 5-1 昭和 25咋完伊の械尾地金紫
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写束 5-5-2 横 尾 池樋 跡
かかる意味での部落間の対立は砂川におけ
る大窪村と芋川市場村との間 ,中川にかける
下芳賀村と松尾村との間に近位以来昭利 25
年に至るまで最も多 く頻発 したのであるoそ
の対立は砂川では五反田井幽か韮松井地 ,中
庄① 注㊥
川では論所井関か久保B]井関で起るのが常で
注(む
あった｡
-1投に井脱の築造個所の選定にあたっては
川幅の広い所が良い｡川幅の狭い所は大水の
時に掘れて珠くそD .水路に水の乗の患い時
がある故である｡又 .川幅の広い所は水の瀬
が変わることがあるからよくよく考えなけれ
ば在らないO井鵬に使 う材料は石の多い川の場合Lrl石を .石がなくまた大河の場合は杭を建て列ね松
の秦やかや等を杭の間に詰めて水を乗せ .これから引く水路の入口には水門を立てて調節するD水門
紘"玖樋 "の名で呼ばれ川下の用水路に導 くために .堤に仕込んである樋門のことで必要に応 じて開
閉できるようになっているo偶から引いた用水を ,さらに鹿本かの水路に分流するに際 しての各支川
の引水鮎は .旧慣に上bさせざまの比率で分配せられる｡分配審決定の規準 となる要素には .各用水
路沿いの滞敵区域の石高 .土壌の港遼寧の多少 .さらに歴史的に生 じた村々の無形の圧力差など各種
のものが複雑にからみ合って割合を決めている｡
漁民たちが共剣に怒b無益な実力行使に出たのも典薬生産の最後の生命線を守るためで .時に明治
7年 8月の如 く流血の惨事を見ることもあっ7tのである｡ しかし.昭和 25年に砂川上流に機尾池を
桝薬後は描軌用水も池に頼る削合が大きく75:A,教官年にわたる対立も一応解決 したと考えてよいで
あろうO
任せ) 大井手井関とも呼ばれた0
位争 唐樋あるいは舌井手閑とも呼ばれたo
fE_① 久保田井幽とも呼ばれたD
(1) 砂川に･11ける水flJの争い
(a)宝暦 12年 (1762)の争い
砂川における斬 雌 の争いで記銀によって知ることのできる最古のものは宝暦 12年のものである20)
この時の争いは五反田井鯛について辛川市場 ･山崎 ･酉辛川の5カ村と大陸村との問のものであ.Jた
荘④
が ,その決君は現地iで出張 して来た有音宗右衛門 ･中山又次郎の雨下役人によってI,L･された砂川筋
の野面や離解および井関の調査吟味の上 .つぎの様に砂川筋の ｢掻き水｣についての儀がまとまるこ
とVCi:Dか てlハる.その決着の状態は上記 4カ村の4児寄 "という形で残っている｡それによれば .
大敵 寸之内抜 キ所-Ej一夜-勝手次第こ水掻 ,一日一夜-掻キ不中林二可仕事｡
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と記されているOつまbこの場合 ､大臣村からの甲し出に上ると.われわれが砂川エb氏に水を掻い
たら川下の村々(前記 5カ村 )から.大建村に用水を取られ水が流れてこすたいへん迷芯 していると
のことであったD一方 .川組からの申し出によると大韻村は五反田井閑から播き水をしてはだめであ
るということであったD雨下役人比双方に用水に解するさせDの碓配たる証拠が見当たらをVlので .
上記の様に重松井関まで水が乗る時は大運村の円で播き水をすることを一日かきに許すことJ.A=決めたO
つ甘B.実質的には .両村に用水権を5分ずつ与えたことになる0号らに.
概ケ部之内大匹村堤/J､領有え候o此所ヨ1)大窪村へ用水取偉容以後仕間数候O
江①
と記されている様に.慨ケ部部落の内IT姫に塊めてある樋から大陸村へ用水を凝るのを類止している0
両下役人の以上の様を教許に対 し.関係 4が野の名主 ･五人組索 ･判旗 .首姓等すべての村民が釆
詳しで連印しているo (襲 1参照 ) けれども用水問題はその後も起った様で,記容に上ると91年
複の轟永占(1855)年 5月に起ったものがある｡
表 5-2- 1 重層 12年の水論 ｢先番｣に連印の相投人名と百姓教
村 名 名 主 五 人 組 頭 制 覇 (人) 首 姓 (人)
大 窪 伝 介 操四郎 .庄次郎 4 40
芋川市 場 藤 九 郎 し-宮村)!伝右術門.伝耽 8 61
西 草 川 藤 左 衛 門 助 八 郎 2 ll
連印するにあたb引討大庄屋として尾上村の与四郎とな原村の園右衛門 ･立合大庄産として栖谷村
の有盲 ･中山の両氏が臨席したQ
(b)嘉永6年 し1855)の争い
との争いは ,大建村名主服部月介から山崎村大庄屋児子三石術門に送った芋川市場の理不尽75行為
を訴えた御牧顎によって .知ることができるQ
即ち.砂川筋にある重松井関の砂止めに去8月の大雨の際の洪水によって欠所ができたoそこで川
組の内の芋川市場から大岸村に対 して用水路の妨げに茂るので息に井関を取 b払うi:う要求 してきた0
-万 .大窪村は重松井鮒の儀は昔からあb今壬ら取b払うととはできないと拒否 したO大運村には元
来砂川崩における井関の儀というものは72く二百年前まで堤というものもをかったD現在の砂止めの
所に井朗があってそこから用水を取っていた｡けれども .上流の捨石山が崩れ土砂が川筋に堆横 し井
関の砂底に埋もれたため ,90年前の宝麿 12年の契約で決まった重松井関まで水が育ち流れる時は
1日おきに大窪村用 水にするとvlう約束を破ったのであるE.年 川々の秒の流れが増大 してゆき.それ
ぞれが川底に堆鼓し姥防が危険にさらされる上うにそった｡文化2年 (1805)には小川冊兵衛に
命令して捨石山 ･御留山へ植林させ砂の流れを止めさせた一秒の流れを止めると今度は逆に ,川底が
掘れて深 くなbもはや土手に沿っている田地へさえも全然引水でき攻く7Tlるという現象が起きたので
あるO勿論そう在ると池水の方も乏しくなD.生 木々地 5舟 ･宗形池2分 ･猿谷池2分という状態で
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あった｡ もっとも中流に央包池があるが t砂川掛全域にまで用水はとても行きわたらず ,池か ら遠 く
彫れているEElは井手水とか催合池に額-Jていた｡当時稲作をしても早魅になD易 く大窪村26町のう
ち12町は畑作をしていたといわれる.早川市域村に比重松井幽しかなかったが .新 しく柾をその上
流の牡に埋めれば大槌村が猛反対するととは明らかであった｡そ こでとbあえず大陸村名主与一郎と
辛川市場村名主嘉兵術が相牧の上 .先の洪水で蟻われ舟雷松井牌を念入Dに修理するということで-
jc講n解 した｡
重松井関は投込石であるが潜る水温が少なく樋としての機能を十分果たさなかった｡又そこから下
流にかけて伏流することが多いD下流のJl胤 の和々の間で言えも容易に和解が成立せず .年々開店が
複雑化してL^ったのもー つには五枚井関で辛川市場と西準用-分水するということ.もうI.つ は伏流
に上る水不足からだんだん掻き水が困難になって少 しの水ても争って蒋うようになったためであろう｡
過去教官年という長期にわたって宿命的怒大窪村と芋川欄 外 2カ村の対立がみられた瓜明治 27
年7月県下を取った大京鵬は福谷 ･長野に教 カ所の山切れを起し.砂川は土砂に埋もれ重松井関吐上
下を辞せぬ程になったが .その彼旧にあたっては投込石を基盤にして万代韓がぬ石巻ができあがbや
っと対立 も解消したのである｡
江④ この5カ村を川組というQ
江◎ 小樋とV,うのは .用水路に引水するため土擬に仕込んであろ水門のことを享ナo
琵⑥ 約の2つの池は .大窪刊が利用していたが .昭和25年津芯の古書村-与えたBつtb
その頃は用水の供絵が十分になったということの証拠であろう｡
表 5-2-2 嘉永 6年の相投人名
村 名 名 主 五 人 組 頭
大 罪 月 介 I林 蔵
辛 川 市 場 滋 兵 術
西 辛 川 林 右 衛 門l
-lsd-
ヽ
図5- 5- 1 油弛 ･井関分布図
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(2)中川にかける水利の争vl
中川には .享保 15年 (1728)には井的が4カ所にあったQその中で僻に争いの中心となった
｡が折 井閑と松｡井手である｡(馴 紳 )輸所温 名称の示す様絹 も争いの頻発 した所であ
るが .これは臨時に設けられた井関であって設悦のたびに下寄賀村と松尾村とが健棒に関して対立し
たのであったO現在をかこの開延は完全に解決していないようであるa
もともと松の井手の用水確は下芳郎 寸にあったが松尾-は全然水を流言をいとV,うことではなくて .
日照Dや早魅の時には撒 き水を許してV,る｡この井手が作られた時は上菅賀 ･下芳賀両村の井腕であ
ったが ,やがて砕尾村が水不足を理由に余b水を流してくれるよう申し出たことにエb ･井関から松
尾の田へ水が流れる梯k:脚を相b継いで .余水だけは松尾村へ流れるようにしたのであったD
その時のきま加は上記の史料典の古文苛によれば .
注㊥
松尾村かけ帝こ少-而モ流し申内ノ､.二日二夜松尾村一日一夜下晋賀江抜 き取町中候D
と記されてV,るから.松尾村は 2日おきに下菅賀村は1EIかきに棟V,たと思われるO
享保 15年 5月に両村から冷所井関に掬する意見書が凍出され .それを参考にして野田猪左術門 ･
大村半左術門の両氏が井鋼や淋筋その他の田を調べた上 .次のようをきtbを作ったo
l･ 下背賀村は .砂川の川辺bの田地へ-継に掻き水をする:賂合に限b論所井関から用水を取るこ
とを許す｡この村内に〝波力の池A'オ叩きたら挽 くのを中止し全面的にこの井関の水利権を松尾村
へ譲ることo但 し.池が完成するまでは従来の通Dにしてよいo
l･ こrL)井関に必要な土 ･石 ･芝などは松尾村からも提供すること0
1･ 下芳賀村のカウラヤだけは6反 6畝分この井鯛から用水を取 ってもよV'｡(図2参照 )
以上 4項目について両村の村役人が納拙 印した.しかし■旺Dの池 "の構築は仲野伴右衛門がする
予定になってvlたの把その竣工番が行なわれる様子比をく.前々のとおD掻 き水をした様子で以後
60- 70年間 ,日照Dと水不足のたびに価架が起きたのであるO
宝暦5年 (1755)の記録4) によると .下寄賀村のうち法安 115町田 ･14町田 ･1町田は
新地古池の水を川筋の井関から取i).久保田 ･カウラヤ紘松尾にやがてその横棒が与えられた久保田
井牌から掻き水をしたDしかし.松尾村は野殻村と西辛川村の名主を通じて .下苦賀村に対し水不足
の原因は苧保 15年の儀に不備を点があることによるとすb替え不服の申し出てをした｡つまD.松
尾村が困ってV,る時は 2日おきでなく 1日かきに水を托 してくれる上う紫来 したのであった｡下若衆
村はこの件についてはっきDと断わっているnその時大庄屋星上村与四郎たち名主全点が集まD吟味
した上 .御投入し野田 ･大村両氏 )を通 じて育ったことはつぎの様で参るo
当年迄-来･/儀二侯間 .唯今迄之通下曹賀水棟キ揚可申飽 然レ共松尾村水不足二両対義可数億間
何卒大庄屋中ヨリ新他力又-右之替 ')-成程之池御者諸原上可然御普請等被仰付右之水替 .)-出来
候J目 抜キ水片すD現員江下グ遭侯様ことの槻 二御座候段 被々仰開候故共通二串良候｡
こうは言っているもののその後池の構弟が行なわれる気配は毛頭なく,下芳賀は松尾に対 してわれわ
れの積垂水の邪魔をこれ以上 しなV'よう厳 しく言い付けている｡
同年5月の松尾村からの数回の不碑の申し出に対して .下芳賀は掻 き水の極刑はもともとは自分た
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ちにあったことを主張 して価突している,その打開紫として新地の構築という方法を持ち出しているQ
しかし,他の子棚 の計画がなか衣か立た75いため松尾村は護に下書賀村が債き水をすることにつき脅
迫の様な態度で中止を迫まってV,る,もともと柿板用水の絶対丑が少ないのであるから下芳賀とても
池水を川筋エb環か夜ければ用水を取る方法はなく田は早魅と在ってしまうのであるoやがてこの間
題は .明暦年中に芳賀村に新地ができたことにIb.ある程匿まで解消したものの ,部落の端に位置
する安田.カウラヤまでは十分用水が届か夜Vl状感であった一そのため罪政9年 (1797)には両
村に多数のけが人を出すほどの争議も起ったのである｡同年松尾 .下芳賀両村よb出された馴 しい意
見啓5) に上れば ,つぎの様であった0枚尾村が雷うに仕 .松の井手比もともと松尾村の井関であっ
て用水は全部われわれのものであるOそして井園の普甜などもわれわれがやってきたOそれなのに下
芳賀は先年からことわりも7Ti･く日周Dの時との井関から疎さ水をするので .われわれは田地が早魅に
なb困っているということであったD末だ正式の契約野もなかったので村役人相談の上 ,下の棟に契
約した｡
1･ 安田渡b井胸A上砂川流水相上碍-下芳賀 !水瓶可申侯O尤少 流々水御座候 共努賀村古池新
地水落切御田地格別及畢魅旋-.'両村立会見分之上水様可申候｡尤石井閉る凡弐拾三 ･四聞上
迄者下号賀bL水積償汲岡持仕べく亀 但流水相当〆軌 rli滞｡江水掩候節-香水二仕二日二夜
松尾村一日一夜下背想水棟候様破仰同債｡
8月に入bこの契約に村内の姓氏が不満を申し立てるとV'う理由から下菅賀名主安五郎は .下に示す
2つの碩目を付け加え奉行にその許可を乞うているかすぐには決着はついていをVIQ
l･証文こノ､無之碍候共カウラヤや久保.田-以前之通 ,松の井手水懸b掻上候幾も勝手次第之番o
l･ 閥 7月11日並 21日大庄屋中御見分之節も癒尾村名度 々申1候通 .牛廻b古ノ､勝手次第
水鶏可申払
下普賀村は文化 7年松の井手に舶する偽を後尾村に守る様再匿厭苛を提出 したo
同年 7月野殿 ･辛川市場 ･栢谷･佐山の4カ村の名主が争いの場所へ集まb見分の上,下鵬 したo
松の井手へ抹今まで通D下芳賀の者 と入れるべきで .もし下芳賀の番人がそこに居をければ松尾村
のものが関を切っても文句を言ってはならないoこれ忙対し松尾村紘不賛成であるO下芳賀は通常は
そうでもないが渇水の時は法安 ･久保田･カウラヤなどまで用水が届かないので ,松尾村の要求は至
極迷惑だと断わっているoつまり,当村は"波9の租■から取った水を安Elを過 ってカウラヤや久保
田へ水を取る予定であったが'渡Dの池〟が今もってできないので ,今まで通b掻き水をする権利が
あるという主張なのである｡
享保 15年と文化 7年の契約があるにもかかわらず松尾村は約束を破って用水を取っているO 下
方にある松尾村は .いくら契約はしていても早魅になればどうすることもできず何回でも約束を敬 っ
て掻き水をせざるを得なかった棟であるD
安政5年 し1856)の大輪争の兼にはやっとこの問題は解決した様であるO この年 ,御役人が出
張され裁許が下されたのであるDつまD,寄焚村の新地古池の横棒は芳賀 6分6厘 ･下芳賀5分 5厘
とし,床水は苦矧 rc残しておくことQ一波Dの池 "比翌年春に完成したのであるが .下奇賀の所有に
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/図5- 5- 2 下芳賀･松尾両村境介附近地名園
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I ことOそうすれば松尾村の用水も自然と不足しなく75るOこの井牌の
普甜夫役諸入用の半分は当細 尾村が負担することb
その他 .1覇の池"は .万延 2年 (1862)に完成し.守賀村が利用することに72ったD大槌村
については .過去畳 木々地 ･家形池 ･どうどう鞄の5つを利用していたが .きっと横尾池が完成して
水虫が十分に在ったのであろうoそれはち上うど完成した年に最も北の堂 木々地を浄福の留書村へ討
っていることからそれがわかる｡
71L=(i) 上から題目井関 ･旅所井関 ･松の井手閑 ･下の井手関の順にあったO下菅賀村は倣自井関か
から松尾村は松の井手齢から用水を取ってvlたのであるが .水不足の時には:,2つの井鵬
の中間に臨時に論所井関を設けて下菅賀が用水を取ったD.あるV,は題目井関の下方を菊
堀Dして掻き水をするので ,松尾はそのたびは紛争を起こしているO
注㊥ 水内昌鹿氏桐典の ｢F背賀 ･松尾両村水輸史料典｣である｡
(C)俄か水の争い
福谷五反田にある五反田井関の用水権は宝暦 12年には大国村と芋川市場村 5分と5分で日替えに
使用していたQ 明治 27年夏の日照力続きの後 .8月14日雷雨によって猿谷池に久 しぷDに水が潤
ったQそこで n我か水は上から｣を主張する大犀と ｢随番｣を主張する辛川市場の対立が生じ.大乱
江◎
脂を起してVlる｡その後 .この他に関する水翰協定がつぎの横になされている｡
猿谷旭水論協定
79年以前 .今岡村 ･一宮村 ･西辛川村 ･辛川市場村･大窪村の5カ村ヨリ横尾鞄の内猿谷と申所
二新旭臥 ヒ甲シ御昔話二相成池出来候Q後二寄賀村与兵衛ヨリこの他之確守私こ被為仰付候梯二願
上与兵衛究 l)居候所横尾村名主六右裾門離出御断申様者横尾村之内地二両御座候所二当村へ樋守破
為仰候殴 .近頃 ,迷惑二而御座候｡此泡樋守之義者横尾地相江被為仰付様 卜中上便所裾為聞召以而
櫨尾村六右衛門二早速被為仰付候｡
と記号れているOその後 .何年かは不明であるが一宮と西専用はこの他の用水権を芋川市場に譲った
ので ,辛川市場 6分･今岡村2分 ･大窪村2分とT=つた.元来 .予備池の目的で横糸されたのであ
って容易には放水しそV'bしかし放水した時は .いつも争いを超 したのであるD
大正 5年 8月22日.御串郡長の/Jv野供一郎代理 ･甘記藤原寿次郎及び有志は .5カ村長と関係大
字から5名ずつ集め実地の現状と従来の慣行とを額辞して将来の分水臣及び附帯協定を作ったのであ
る｡笹定番の方は .猿谷池が属屋上諸富村のものと在ったのでその効力を失在ったが附帯協定啓の方
は今なお継承されているo
附帯協定苛
1. 毎年用水明期 し春の破倖からの秋の破堤まで )中 .砂Jlrの流7kをEfIの用水として馬屋下村大字
大陸村･-宮村大字辛川市場は｢昼夜交代として馬屋下村福谷地内字 5反田植管エb取b入れ
るは従来の慣行にして尚降雨の為俄に出水せし時は大窪村の取D入れ時期中にでも大窪村に不
用の飾Lri.芋川市場村へ譲与 し用水の優を与ふる弘 毎年用水時期中 ,砂川の流水又ノ-.降雨
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のため俄二出水せし時大毘地内手桶ノ木の細管を開放 し辛川市場村-流水の俵を与ふる払 但
し,この場合 ,辛川市場上b大陸k:通知し其美 認を受 くる襲 .
1. 前額の流水 ,取入れのため土砂水路に理研するエbこれが汝滞幾用として海年金四円を辛川市
場 上b大操へ支払 うことO
以上の一宮にかける濯政用水獲得の争L^はその地域の曲民の歴史でもあD,細かく分析 していくと
耐白V,点がつぎつぎとItiてくる｡ち上つと日照Dが続ければ水不足で田畑が早鹿にTrb,そうかとい
って峰水丑が少 し多 (なれげ洪水が廼b易いという恕条件の河川であった｡前にも述べた様に械罷池
が完成してからLd:,砂川筋は勿論のこと中川筋の南部地域まで櫛板できるようV_覆ったのであるO現
在は井鮒についての争いは殆んどおさまっているが論所井鵬だけは ,設鑑のたびに少 争々議が起って
いる様である｡ (浅 野 京 子 )
任◎ その日はちi･うど樋番の日割が辛川市場村にあたっていた｡
引用文 献
1) 水内昌康 :｢下苛%'･松尾両村水論史料集｣
2) 大陸村f7比部光夫氏所恋文脊
5) 片山yl舌 :場 屋下村誌 ･歴史鰯｣
4) 5),占)比 1)と同 じ
参 考 文献
児玉辛 多 (1962):｢産業史打｣ P125-P155
4 備 前にお け る 自重 宗 の興 亡
南北朝の頃 ,大兇大僧正が備前に来て日簿宗を布教 し,豪族の多 くが此の宗を信仰 し,衆庶帰依す
る者多 く,とくに西備前の守漸 く金川城主松田氏はこれを噂惜し,威力をもって同素tR:改宗せしめる
にいたった｡
松田元賢は西国第一の道場を岡山に興し,自己の法号をもって蓮昌寺と称した｡
松EB氏液亡後事を多直家もまた日藩宗に帰依して蓮昌等を再興し.世に｢備前法華｣の称あるに至
った｡
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寛永9年(1652)池田光政は備前忙封を受けてから席数を奨励 し,その思想 ,学問の立場から
寛文8年 (1日 6)大胆を寺社対兼を行をった｡その主をものは ,寺院淘汰 ,神社整理 ,キ1)シタ
ン神道諸制度の採用72どである｡その絵果 ,寺院の転退 ,僧侶の選俗が相つづいたO
せた幕府の方でも日蓮宗の不受不施qt1)を禁止した｡すなわち ,男文5年 (1‥ 5)に幕府は同
派の寺院に,今後寺領は三宝 (仏 ･法 ･僧 )への散田供隼として下すから受領の即 勿を凄出せよと発
合したO このとき受領辞を出 して ,不受不施沢から転向したものは許されたが ,抗争して受領番を出
さなvtで転向しなかったもの比追放召九 ,寺院の寺神も停止賃九で楽圧されることに75:ったO当時多
くの僧侶が ,斬首 ･入牢 ･入水 ･自刃 ･断食あるいは流浪のぎせいにあった.中世以来 ｢備前法華｣
の名で知lられていたように備前の園は岡沢の寺院や信徒が多かったので ,不受不施派の禁教によって
激しい弾圧がか こ75:われた｡
｢郷土vlちのみや稲本｣によれば ,当時国内寺院の教 1a44寺 ,僧侶 1957人であったが ,寛
文7年 (1d67)までに不受不施の嫌疑あるい比邪寮のため追放されたもの515ケ寺 ,僧侶585
人の多きにかよんだ.
この中には尾上村の明光専 ･⊥宮村の妙法寺 ･西辛川村の妙遵奉 ･辛川市場村の元妙寺 ･今岡村の
妙敢寺 ･山崎村の運教寺 ･や檎砕村の宝仙寺 .酉倫粋村の道仙寺1･首都村の法久寺 ･佐山村の法林寺
■
･大窪村の妙泉寺 ･長野村の長宝等 ･背賀村の妙典寺 .寄賀の功 ･探額村の正林坊･下芳賀村の当福
寺などあわせて16の寺がはいっている.
■
信徒の中には,表向き/.･i他藻の信徒と怒って寺請をとって判を押したが ,内心では不受不施派を信
ずるという｢内借｣になったものが多く,とくに一部の強信者は鈍感となって,｢島中｣といわれた
不受憎に従って内借と法中との仲介Tつとめた｡これを r%申｣I,｢施主｣75:どと嘗い ,各地の ｢法
磨 (顔 )｣によって統率された｡このようにして不受不施派は ,法虚一法中一施主一内借とつながる
特殊を組織を形成して地下に潜み ,たび重なる弾圧 ,迫等をのbこえてVl･くことに覆ったo
そして明治維新にかよんで秋日正が岡沢の再興をくわだて ,明治9年(1876)4月に許可を得
て ,金川の妙党等を故山として独立し今日にかよんでいるo
5 一宮社 と岡山藩
岡山帯は備前の鎮守であb一宮としての吉備津彦中性亡を崇敬し,代々の藩主は58 0石の社領を寄
進している0
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f l-,
′写溌 5- 51 1
吉備印彦神礼 (S45年4月藤沢常雄影)
写寅 5- 5-2 池田忠継寮進状
忠継が舌備酔夢神社に500石の社蘭を寄進 したことがわかる(S45年4月藤沢省粒形)
そのほかに寛文 5年 (1665)には .家老連署にて大壷内左禰門にあてて ,
備前一宮為造営 渦 中勧進破成御免償間 ,可有奉加候為如 噺 % 2)
とV,う勧進免許状を与える72ど他の神社には与えなかった特別の造営碍促をとっている.
吉備津蕎神社は江戸時代に72ってからも代々の天皇の命によってもたびたび修繕されたが ,光政拙
文文 8年 (1668)に仮の趨物に祭神を移 して全部の建物奇とbこわし,50年をかけて元醸 10
年 し1697)光政の子鯛政のとき完成するという大造営を行在っている｡現存する吉備粋彦神社の
本殿はそのときの建物が昭和 5年に焼失して再建それたものであるo
なお ,文政 12年 し1829)治政の世には本殿の屋根のふ きかえをしてV,るO
ほかにも祈願成就 したあかつきには木をどを寄進 し,神社の竹木を切るべからず ,鳥猷を殺すべか
らずといった意味の立て札を立てて ,神社の菜化 ,歌境づくDに努めた.
次に寄進状は延宝 占年 (1占7a)に境内の樹木を寄進 したもので ,その-例を示すものである｡
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池田家境内樹木寄進状
寧 権 千
七 曲神社御 宝酌広庭
-1 榊 十 八本
､ 桜 十八本
｢ 杉 十 八本
右祈願 乃趣成 就平 ,奉朝鮮 而也 ,仇如 件 ,
延宝六草正 月元且5)
また ,竹や木を切るべからす ,鳥献を栽すべからす ,お宮の近 くで牛や鷹を放 し飼いにするべから
す ,このことを守らぬ者は見つけ次窮厳雅に処す旨の立て札は座長 8年 (1dos)5月19日のも
のがもっとも古く.これと同じ内容の立て札結果永4年 (1627),冗文5年 (1655),貞軍
2年 (1685)にも立てられている｡
藩主池田家およびその領国備前の国に-なにか不安 .憂慮すべきことが雇ったときは青備津彦神社に
もうでて祈願するのがつねで ,次の寛文 8年 (1645)の草書に雨乞V,の所願が行なわれた際の
『池田家履歴略記 』の記串はそれを示してVlる｡
(前略) 五月末 よb八月に至る迄備前大いに早して民愁菅に堪えず同月15日よb 15日迄一宮
にかいて神職共千座の祈雨を執行ナ然るに其験なれは同 16日17日同所の山上にて雨を祈る大守
筑後守司耽たbすてに16日の味舞上b執行せんとせ し所に俄に一村雨あ如哲の刻の刻エb雨甚 し
く亥上D璽味覚迄は殊に大雨也此日よb 19日蓮間断なく降bければ白感に酒肴奇癖て神前に奉ら
れ神職共に(璃 服白かね等を賜う04)
写真5-5-5 万延元年に建て
られた高さ1 17'Lの腰沌
(S45年 4月 藤井敏文撮影)
また ,元礁元年 (1860)5月には境内に日本で一
番大きな惣高三丈 ,石ガキ高五尺計三丈五R5)(約 11
m)の一対の古層範が立てられた｡ これは岡山藤がます
ます栄えるエうに ,備前の国中の^々が皆也かて幸福で
あるように ,そしてまた米や麦などの作物がよくできる
上うにとvlろV,ろの願いをこめたものであったことは以
下の投科に 上b明 らかである｡
範 か ねふ く,吉備の中山乃大御社に御執座大御神は ,
かけまくもかしこき孝寝天皇等三皇子にましまして ,
御名をは書傭坪を命と申玉ふ ,V,忙しへこの舌備国に
て ,大御神の神罷永くこの大宮に御銃座て,国中を守
b玉-- ,国人一宮とた1へ革bて噂 させつる大御神
をbけD,それかしらこたひ力を合せて ,石もてつく
れる虐屯を.大前に零 らんとす･.････(後略 )--0
(前略 )右之通法定仕億俵 ,何卒国家繁栄 ,奇櫓面々
御家運長久為祈 ,永代常夜燈ヲさ けゝ(後略 )od)
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『膏燐酸を神社史料 』によれば浄福郡 ･児島 ･三野郡 ･上道凱 ･赤坂郡 ･着生郡 ･和気郡 ･上京郡
.邑久郡 ･備中あそ ･か複監村など領内の各神社の祭儀には必ず-･Jgよ9神人方 ･社入方 ･神主衆 ･
社務衆 ･祝部衆などが出席し.それに対 して各神社では一宮-供物を送ったようであるO
-例を掲げると,
奈良紐村三社ノ官ノせつ上川こ,-宮上Dとんの- ミ子楽とうノ衆-3:ひDかbかたの壊 ,
○けうの御めし六せん , 0お､んへんノたいのう!･i六こん , 0小か みゝ六まひ , oくつかた榊
三, oみき三升二合 , ○御とう明ノV,わひあぶら一升二合 , OL ばゝLbとて ,ぬの十二ひ
ろこ尺,○御儒かけとて ,ぶちのしろ廿疋 ,
以上正月 ,八月三監つ 也ゝ
7)
以上のことく岡山帯は壱備拝啓神社に藩政の発展を祈願 しつつこれを崇敬 してその実をあらわすた
めの諸施設をし,吉備津彦神社は岡山瀞の崇敬と保護とによって神社を断 utして ,互VC維持し.もち
つもたれつの状態の関係にあったo
明治維新に及んで社緑は廃止されたが明治 5年 8月96新たに県社に列せ られたo
6 山陽道 と一宮
片山峯吉編 『馬屋T村託軽科 』によると.字音多面家q:1備前を統一し,招城エb岡山城に巻 D,千
こVC城下町缶つくるにあたって,その繁栄策として山IS抜道を商へ蓬廻させ城下5.通過させようと企て,藤井エD西
南に宍甘･長岡･乙夢見.原尾島､森下を経て岡山に入り,内山下転の馬場から中之町.下之町の岡をすぎ ,
中山下から由忙出て,万戚山を越え西芋川に乱 正路醐 いたとtJq･じれる｡さら脚 子秀家7)ちとをつぎ城下繁
栄兼としての新国道を完成したといわれている｡傭船記に｢大正の始字音多中納言秀家岡山城郭を完
成して .領分備前 ,乗作両国の大身なる侍共を城下に住居せしめ城下の繁栄を願う｡共噂家臣戸川肥
後守 ,花房助兵衛 ,岡越前守 ,長船越中守の四老評誰して秀家に申すは王君城下の繁昌を倒好みあら
ば四国の往還を香え ,城If'を筋道とせば地雷み繁昌すべLと申すにより,甚だ是を悦んで山階の道路
を城下に通 じ,万成山を越えて西早川に通 じける奇 ,今如此旅人古道をば不通城下を往選とせb｣と
ある｡
その後方成山',･避けて三門 ･大安寺 ･封殿上9-官 ･酉芋川に通 していたこともあったが ,江戸時
代になって宿駅制鑑の確立に伴い山陽道は前述のことく確定 した｡
この山陽道を通行するもののうち ,幕府御用の継飛脚晴が西辛川村におかれていたので ,次vL-それ
に関 して藤沢晋教授の研究によって記してかこう｡
#府御用の御状箱御用物は 主二丈人馬無賃過行として継送られ .十枚にこれを継飛脚と称 した｡
ところで .継飛脚を勤める楢は五街道では宿駅がこれを束ねていた｡このことは ,背江務氏がその
著 『大日本交通史 』に ｢宿村大概帳｣から作成した ｢諸道継飛脚給米 .問屋冶米概衷｣によって鮭飛
脚給米を支給された東海道と中山道につVtてみれば ,鮮飛脚宿はすべて宿駅と｢致してvlたことから
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確認されることであるO
ところが .脇在丑少なくとも山階道においではそ5ではなかったo
山陽道の場合 ,年代によって多少の相過はあるが ,岡山藩内についてみると,池田家文節,F市政
提琴 J所収の正徳 2年 (1712)岡山町惣年寄久米屋次郎左衛門が配 した ｢送D御状宿勤方党｣に
よれば ,鯉飛BB)宿は粟から三石 (片山宿まで 5里 )-^ 木山村一伊里 中村一片上宿 (藤井宿まで4
里 8町 )一番里村-一日市一藤井楕 (岡山宿まで 2里 )一岡山宿 し備中板倉宿まで2旦 12町 )一国
守村一万成村-矢坂村-西辛川村- と配思されていた｡即ち,宿駅 4か宿の外に 8力対 がこの中に
配配されているのであるo宿駅でなvl村が継飛脚宿として配置されているところは ,楕駅間の拙速b
距離がかなb長いところであって ,三石槽一片上椿のどとく5量の搬送郎拒離があるところに八木山
･伊里中の両継飛脚橘がかかれ ,片上宿一番井借間比 J里を超える拒彬なのでその間に香登村 ･一日
市の両継飛脚橋がかかれたものと考えられる.
山陽道における継飛脚宿のかかる配位 ,即ち宿駅でか 村^にも挺飛脚宿を勧めさせる状態は ,近世
初期においては上述の状態よb一層強V,ものがあった｡恐らくそれは避臣秀吉が文醸慶長の役にあた
って肥前名誹屋と大阪との闇に,｢毎1里に 2人の飛脚を配思｣ して飛倍を通じた継飛脚制を村役に
かえて磯鶏 したことによるものであろうが .岡山辞内の継飛掛宿は貰永の島原の乱までは ｢在は村次 ,
町は:町次｣即ち沿道の村 ,町がすべてそれであったことに上って知られるのである｡かかる継飛脚循
配置が多少とも宿駅に統合されていった番付については岡山宿とその周辺の場合について前掲 ｢送b
御状宿勤方党｣ に ,
在比村次町は町次仕送b申候処 川島原御陣之時分御送b状白々数多参侯に付,在万上即せ東西の町
外れに/｣､屋掛け仕御送i)状御用渦動申侯 ,村々上9小屋懸け迄開出屠申慣両性迷感仕儀間 ,町方に
御送状宿御定楕送D被成被下候-､.在万上b米玉石町方-出 し可申侯
と君己されてV,る｡
これによって岡山頂関係についてみると,岡山の町外れに在の村がそのための/ト屋を設営して,鍋
係役人･脚夫はここに待機 して継送Dを蜘めたが ,ついに岡山町の者で村役に代って継穐脚宿を勤め
てくれる在らば ,在方からその者に年 5石を役科として差出す旨申し出たことが知られるOこれは町
方にも繭込む者がいなかったので ,岡山宿の舟と両方を押込むものを求め在二万からの5石余と岡山町
方からの5石余計 10石余の役科給付たらび忙陪役御免を条件に聞込む者を求め ,# 丁の風呂屋三郎
右衛門がこれを引受けた｡彼の死後は巣町中で謂込んで勧め .その役中JL萌 7か町 ,あるいはまた中
心街 7か町の年替b詞込みなどとその謂込形密に比変改があったものの ,ともかくも島原の乱のあっ
た蒐永 14 ,5年の間に岡山宿周辺の村 が々それまで ｢村沢｣で酔めた継飛胸宿を岡山町の蒋定のも
のに委託し,岡山荷の継棚 御用もこのものに委帯 L,たので .ここにそれまで行なわれた ｢村は村次 ,
町は町沃｣の継飛脚槽配麿は競合をみる紅いたったとい5ことができる｡
継飛脚即ち諜府御用の御状箱御用物の通行回教は ,もちろん街道によって相達 し,同じ街道にあっ
ても年代によって相逢 した｡
山陽道の場合 ,この通行のほとんどは長崎と江戸 ･大阪との間のものであったから,継送i)槽によ
-1`17-
る通行回数の相連はなかったとみてよいが ,年代による相速はあった｡
初期におV'て比比較的通行回数は少なく,島原の乱勃発からその鎮圧後にかけての 8か月間 (寛永
14年 11月一同 15年 6月)には御状箱が550回も通行して沿道各継送b宿はその応接に苦しん
だのであるが ,このような非常の時を除vlては ,矢掛宿石井家文宙の買文から延宝にかけての御状箱
継送 17記億 ri下御送御状手形｣に上れば ,年間の御状箱通行回数は罪文8年 (1668)におvlて
16回 ,翌9年 (16占9)17回で ,この程匿が年間の平均通行回教であった｡
ところが中期になると ,矢掛宿の御状箱通行回数比初期の約 5倍にをD,更に幕末期になると中期
の約 5倍に増えてくる.
この継送如｡経腰は ,藤沢瞥教授の8)R 世飛脚考｣によれば ,岡山宿の場合 ,宝永 2年 (1705)
～正徳元年 し1711)迄の7年間の平均は肋天脚 が約銀 5〆 ,その他約 1〆 ,計 4〆てある｡ こ
れを米に換算すると,この年の米価度は 1石戯 70匁であるので57石に当る｡
以上のように継送Dの経費は先述の西辛川村の5石からこの岡山宿の57岩)までの間であった｡
7 備 前 .備 中国境問題
一宮町は備前に属し,その西隣は備中であったから一宮町は古くから国境に沿っていたo
そしてこの国境について江戸時代に徒党附近には礎石がかかれた｡
写A-･5-7-1 境員附近にある備
前 ･備中の塊を示す壕石
(S45年4月 藤井敏文億彫 )
西辛川輝 石
津南 郡 西辛川村御 国境之石 元敵十 二年僅
之
久米 今保礎 石
浄福郡久米 今保御 国境杭宝 永五年建 之9)
とあるのがこれである｡
しかし備前 ･備中の隣村の境比はっきDと定 ってい
なかったらしいor撮要骨 jIに,
元疎十三年御国絵図改二付隣国村役人立会町間相改
取香一札10),云々とある｡
これによると備前 .備中隣村の村役人立会のもとで
国の絵図が改められた上うだ｡
しかしこの国境もところによってははっきbLをvl
ところがあった｡備中延友村と備前久米今保村との間
でQiE･のため元線 15年 (1702)から争論に及び,
宝永5年 (1708)に至て和淡が成立 して ｢国境相
壌為取替証文｣をかわしているO即ち｢娘要録｣LR:,
備中国胡夜君陛 友村備前国幹商都今保久米両村国
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境相奄為取替証文之串
此度大円田村大庄屋孫四郎取離 友村 ･l今保久米両村との備中備前之国境之義双方致和談 ,出入相
済候も,立合塙所見舟仕蔽処 ,潮川引船渡今保村乗場之所上D佳友村田地-サ所延長村姓之束-越
有之所まで ,境は前々上か憶にて静無之所に候へ共 ,此所にも此度境杭見合せ五ヶ所打思申償 ,近
年之輸所は川中迫VC古土手有之所エb徒費道石橋之所tて忙て有之 ,向後互に申分不仕様に境杭打
所見合八ヶ所燈申候 ,此内四ヶ所吐土手之幕下四ヶ所は土手之韓上之所に境杭打申俵邸 ,右之通串
済境杭-ヶ所庵二束万上b十本宛 二 本打 之憩杭打所十三ヶ所 ,両方之杭数部て二十六本打之申 ,
則絵図に安価祁 己境杭打所に延茨村庄用年寄今保久米両村大LE塵芥名主五人組頭攻入孫四郎共致印
形 ,為後証互に絵図証文為取替申所依てqt]件
備前国 幹南都久 米 村 名主
宝 永五年 子 m 月六 日
野殿 村 弥一 郎
同 村 五人 組頭 七右 衛 門
同 郡今保 村 名王 弥 七郎
同 和五 人縫 取 又着飾 門
同 村 大 庄屋 茂 七郎
備 中園賀 改札 延茨 村
平 四郎 蹴
同 村
庄三 郎殿
右之通数寄百私立舎兄分之上場所相榎塊杭打艦申償鈍上は双方何之申分少も無御座候 ,依之為後証
奥鮎判形仕趣甘口斯に候 以 上
備 中国都宇 郡大 内田 村大 庄屋
孫 四 郎11)
とある.これでみると,川流のある場所で境といってもはっきりしていなかったので争論があったよ
うであるoそして ,そのようを場合取唆人を立て和敵で決定 して杭を打 って確定する方法がとられた
ようである｡
しかし,生活笠間として比国境も大 した意味は孜かったらしくr宗門改帳 』をみると尾上村の人々
は備中庭瀬松休寺や備中花尻村妙伝寺の且部になったbしているし,通婚関係でも備中の村々と自由
に交流 してVlる｡使用する音符 も備中ととくに鼻をるところ比なかった. (藤井敏文 )
住 (4･5･617 )
1)不受不臓とは ,解法著し日蓮宋以外の者 )の供奉を受けず ,又施せざる閏にして ,法事経三処の
文に拠 って不愛の制を立て .又漫興産の文に拠 って不施の制を樹て ,日澄渡後一一策の通規として
維持 し来bLが ,文醸四年九月亜臣秀吉京都東山妙法院にて ,千僧供挙をなし各宗よb僧侶一首
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人宛を附して乾合を修し,以て祖先の追福に供せD｡此の時京都本軸寺の口重の従比 ,盤公の庇
を博かって之れ忙与b,妙見寺の日奥は寮規を遵守して之九に応せざbき｡之れ目迎宗に受不施 ,
不受不塵の分れし始めをD｡
御津郡教育会 (1925):岡山県御酔郡誌 ,105
2)富備津を神社社務所 (1956):吉備経を神社史料 .59
5)上掲 :管備浄彦神社史料 ,68
4)斎藤将次右衛門一興 :池田家履歴略記 ,巷之十一 ,箕文八年戊申祈雨
5)上略 :吉備津蓉神社史料 ,177
6)上船:昔備酔密 神社史料 ,178
7)上地 :青備津を神社史料 ,15
8)藤沢晋 (1956):近世飛脚考.瀬戸内海研究第八号 ,20- 21
9)徳田亜介 ,兵助 :掘鞠 ,巷之十二 ,地方之部 ,備前国味壕石
川)上掲 :槻嬰緑 ,巻之十二 ,地方之部 ,備前国境
ll)上梅 :頗要録 ,巻之十二 ,地方之部 ,備前国境塚石
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第 6章 近 代 化 へ の 胎 動
1 封建制度の崩壊
(1)封建的諸制限の解体
明治4年 (1871)7月14日.廃帯牡朕の太政官布告に上b諸帝は一斉に廃止せられ ,新しく
鵜がおかれた｡ これよ_h先明聴 2年2月 ,岡山符主弛田寺政壮土地^民を脚幽弓邑上柁レせ,ゆ戎嘩紅奉
還を秦許 し,隣帯の辞山 ･高梁 ･庭瀬 ･足守などの静帝もこれにならった.廃藩燈廉に上って中央塊
樺に上る地方行政機構を確立 した明治政冊は .相次いで括制度の改難を行ない .近代的国家-の発足
なはかった｡その主なものをあげれば .旧帯の武峯を解除 L政府直損の兵力としての助台の設芯や徴
兵令の施行による兵制の改革 ,戸角樽の編成 ,地券の発行による地顎胡乱の改革 ,学制の発布 ,旧帝
士族の萩轍整理 .貨幣制度の改革をどであったが .そのうちのどれ 1つをとってみても大きな変革で
あったOこれらの新制度を人民に最遠させ .新政治体制を確立して諸施策を推進することこそ創始期
の県政の使命であD,それらは全て天下D的4:強制にJ:って市覆われたO廃帝思県とともに住居移転
のEl由を認め.同年 12月には車士族在官者以外は耽美を自由忙営むことが許された｡また .同年9
月には田畑勝手作を許し.従来の商品作物等の栽培を弟ずる壬穀中心の封匹的制限から塊美を解放 し
た｡盈 5年 2月には地所永代売只の禁を解除 し.土地蛇田由な商品であることが保障盲れたOそして
同年 ｢壬申地券｣の交付に上って｣二地の所有権者を確定し.つV,で選 る年には地租改正条例の公布が
あD,従来の年貢米の買約に代って地価をもって課税榛準とする金納制に改正されることになったO
｢岡山媒史稲本 (上 )｣の明治5年8月14日の筋をみると.この地租改正に閑 し次の上うに記され
ている｡｢去月25日付対審ヲ以御達相成債旧来ノ租我法師改正 (中略 )旧来之貫窄ヲ廉シ地価ヲ定
ムルコト,不廃シテ定ムルコトニ依テ半倍ノ差遣ヲ生シ .只従来ノ博租ヲ厚クツ,原租ヲ蒋クスル迄
-チ.結局平均ニ-至難俸陳愚考致候｣Oこうして明胎 9年7月にはほほ地租改正を完了した｡
(2)徳利解体
岡山藩においては明治 2年9月15日.家老以下平士 しひらざむらvl)までを.-一棟に士族と称 し,
その釆地を返濫せしめた｡士族の尊厳を九等九艇に分け殻f8ljを定めて支給する惜居をとったが ,三千
石奴上の高藤者は十分の-あるいはそれ以下に威乾し,又鮒 の低いものは一家の生活にさしつかえ
ないエうに域額率を低くしてV,った｡その内容は ｢岡山県史稀有(上 )｣に上ると次のとおDである｡
十月間山背滞制ヲ改J'Sスo士族以下戚轍産別ノ耶シO
知 行 旧 疎
一 三 千 石 三 万 石
二千二胃石 弐方式千石
一 千六百石 膏万六千石
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一 千 石
五 首 石
四首箕捨石
四 百 石
以 下以適宜 之鋲定之 .但免 弐 ソ五歩
弐 Ef八捨石
弐 百二正捨 石
弐 首 石
育jl.捨石
盲弐捨 石
､ 百捨石
､ 青 石
九十石
八十五石
七十五石
､ 七十石
絵 線
以 iTi且米
七十八石
-｢ 五十八石
五十 四俵
四十五俵
四十俵
三十五俵
三十俵
弐十五俵
六十六 依
五十八俵
四十位
三十五位
二十 五儀
式十俵
＼ 拾五俵
セ 万 石
五 千 石
四千弐百石
四 千 石
三千石以上
弐千石以上
千石以上
七首石以上
五首石 以上
四百石以 上
三青石以上
弐 首石以上
百五捨石以 上
官石以 上
七十石以上
二 百 偵
七十俵 五人扶持以上
五十俵十二人扶持迄
五十俵 四人扶持以 上嘩上
四十俵 四人扶持
弐 十五併 四^扶持
三十俵 三 人扶持
弐十五 俵三人扶持
十八俵 三人扶持
三十人扶持以 上
二十扶持
十人扶持
七人扶持
四人扶持
嘩 碓
無苗字軽輩
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???
統 卒 絵 敵
三十俵
二十 七俵
二十 四俵
二十俵
十一億
???
?
2 新政に対する反発
明治維新の大変革は旧欝政にならされた農民に不安と動鴇を与えることが多く,それが爆発した巌
蓬か全国各地に発生したOそれらの先生原因はいずれも｢新された措制定が徹底するまでの過程に お
ける不満とか無理解に基づくものが多かった.
表 占-2-1 岡山県下における敏捷発生状況
先生年 月日 発 生 地 主 な 原 因 参 加 人 月
明治元 5 備中 ,下道都久代村 年貢成免要求 ?
元 4 費作 ,久米南条郡高尾村 邪教反対 ?
元 12 同 ,虫田帯領内 庄屋等に対する不浦 約 500
2.ll 同 .租EEl藩慣内 庄屋串に対する不満 約 1.500
4,11下旬 備前中南部-育 田畑改正反対 ,弄租減額 約5.500
4.12上白 〟 知事笹徽袈凍 ,その他
5. 1中和 備中 ,阿'j!都中枠井付近 身分制圧庫止に対する不満 約 1.000
5. 1中E] 備前 ,韓高著附ヒ部 上の波及 7
5. 4.8 備中 ,男腸都足守 杏商に対する反感 7
｢岡山県政史｣ 28貫 上b転載
これらのうち一宮町に関係のあるのは ,明治 4年 11月下旬から12月上旬にかけて発生 した備前
l
中南部-帯の巌鐘で ,その状況は岡山県政見に次の如く記盲れてV,るO
｢岡山県政史｣ 29百上D転載
-.十二月三日ノ夜浄高郡河内村ノ内山粂古谷始メ弐拾五六ケ村 .凡千弐三盲人-時二動揺 ,同郡
早春村里正中山辰幽邸宅-押懸ケ家什打駿乱払こ及ピ.亜四日昧同郡大里正管野村阪野倭 ミノ同村曲
坂野鉄次郎宅ニテ一反ヲ諦ヒ,夫ヨ.)南方村々-押行キ ･沿道話村ノ愚民を櫨動シ洞 君臓 井上村漕
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道家ニテ飲食スルノ由報知ニヨリ.即時掛 り官良派出セシムルノ所 ,既二同所ヲJt32去 ,娼沿道ノ良
民ヲ劫誘シ ,同郡大塊正下苛究村今井郁大邸宅-押懸ケ .家什打砕或-焚条 .宅舎ノ柱公等-形付暴
動ノ末 .田間二欲思プル稀駅ヲ焼立多人数横行ス｡依之 .渡辺大属兵隊ヲ率テ首都村へtil慮セシ所 ,
既二人教弐千許同郡南口分へ押行 .大鹿正白石村深井文平宅へ娼 1)放火乱妨セ1).[ヨテ,同所へ馳付
種 理々解二及 ビ,弥引退カズソバ博払フベキ旨説示ストイ-卜':E,罪 -∴服 ノ色ナシ0着此勢ヲ圧制セ
ズンバ汲及伝敗逐二各部ノ大害ヲ生セント隊長等決議 ,己ム串 ヲ祷ズ実弾砲発即死ノ者五人 .創ヲ被
ムル者五人 ,党類恐怖一一時二士朗瓦解スルヲ ,鍋-1g村迄追詰押Jk理解ヲ加へ終-11司暦村-引退ク.
然ル-猶流言紛 物々情平穏ナラザルヲ以テ ,各所へ沢出銭撫説諭ス｡田之遥 村々 々ヨリ塊願岬差出 .
同十三日渡辺大局掛 り官員 卜倶二出盛 .村 総々代呼鈍麻ぷヲ還付シ一 理々解 ヲ召nフ｡
また ,塊民は明治の新政府'):成立すれば租税も帝政時代 よと佃:雇傭されるものと期待 していたとこ
ろ ,新政府の側からみれば .国家の財政は田畑からの地租に上るものが8割を占めたので ,地租の礎
液は将来に期待するとして ,当時においては不可能であったOそこで曲民の意志は盛切られたぼかa
でなく,地租改正の作築ははやくも明治 5年頃から萄借がすすめられていったOそれによれば今まで
の米柄をやめて地価を算定 して ,これに塞く賦課を倣 って碓英に予定板の徴収を金納言せることを計
画していた.そこでこれに対 し明治 4年の騒複の鎖定紋も流言が乱れ飛び厳然たるものがあったので ,
県から/ji波辺大局を使 して村々総代を呼び出 し.膿民の敬願を聴きただしたところその糞旨は次の通
Dであった.
一 田畑制の改正による難渋
一 知封家醸 10分の 1と定められれば貢米 も又 10分の 1托:相成監
- 口米糠藁代御免 ,異人退治
一 銭倉廃止
明治四年辛末十二月 大窪村御首姓
難波三十郎外六十四人
これによると地租改正がいかように行なわれるかも理解せず .とにかく田畑地租改正で負担が重 く
75:ら夜いように付加税としての口米糠策代等は免除してもらいたV,.ということ亙･願-3たものと思われ
る｡
3 地方自治の新展開
維新後の地方∩治制匿は形式的には或る程匿の住民自治の扮装を施 したとはV'え ,その実常にかい
ては ,決して地方住民の民主的自治を樹立 しようとしたものではをく,それはむし.ろ絶対主義酵閥政
権の補強工作であD,政党勢力の地方への浸透に対する防汲妃として制定されていったということが
できる｡したがって府煉および市町村の自治は:,地方住民の共同の利益を増進するためエDも,むし
ろ官僚軍掬の政棒を支える一つの横紙として役立つ方向で確立されていった｡このことによって住民
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の民主的を自治着流は蓄しく阻まれたのであった｡
明治 4年 11月岡山県下備前回各町村が四十四区に分割･gれ ,現在の一宮町はほとんどが ,この時
務三十凶･三十五区に約人されたO同 7年5月管円に1丘か所の会議所を設け .会議所定規を制定し.
明治7年5月当時第54･55区の会議所総枠同郡大岩村におかれ ,第54区戸長には:今井和太郎
L明治 5･i,5-同 715.51).第55区戸長には深井文平 (同上期間 )が就任した｡すモわち,区長
を2､ 5大区に 1人おき,副区長をおいたところには区長を牡かず .戸長 ･副戸長を 1- 2小区に 1
人宛 .保長を1村に 1人 .甲長を25戸に 1人の割でおいた,一層町の屈したのは第 12番会議所で
これに約54i55区が属し.その長比別戸長原道夫であったO
妨三十四区膏宗村外十六村
一番′ト区:富索村 ,栢谷村 ,横井上村 .横井上相ノ内田中 ,横井上村ノ内金井
二番小区:中原村 ,中原相ノ内双原 (中底村へ合併 ),雷原村 .徳原相ノ内大岩 L宮原村-合併 )
三番小区:佐山村 .苛賀村 .背習相ノ内下背賀 ,冊水村 (下等賀 ･滑水村 卜寄tjir村へ合併 )
四番小区 :官寄村 ,窟吉村ノ内水谷 .面呈村 .画室相ノ内安節倉
第三十五区今保村外二十一村
.一番小区:今俣村 .久米村 .白石村 ,野戦村 .花尻村
二番小区:尾上村 ,-宮村 .数地村 ,西辛川村
三番小区:辛川市場村 .松尾村 .大運村 ,俄ケ部村 .弛谷村 .長野村 ,横尾村
四番′｣＼区 :今岡村 ,山崎村 .東槍酔村 .東構醇相ノ内中庸洋 .東槍幹相ノ内西構体 ,首都村
をふ町村併合も明治8年に行なわれたが .それを-g町関係でみると次の祁くであったo
襲 ムー5-1 町 村 廃 忠 分 合
尾 上 村
二宮芸地雷二= 岬 治 - 12月∠7日輔 一-
西草川 村
辛川市場村
大久保 村 改 称
‰ 票ノ雷蒜 = = コ 合 併
7I 水 村一
昔 賀 村_
点字三年分校
苛賀村ノ円下
努賀
慨ケ 部 村
池 谷 村
長 野 村
横 尾 村
大枚琵尾村に = ==]
明治8年 12月27
芳 空耳 村日竺 ∴ _ ｣
1明治 8年 12月27日合併 符谷村
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明治 22年ム月 1日
合併 一宮村
明治2年6月 1日
合併 馬瞳下村
明治 22年 6月 1F=j
合併 平津村
｢岡山県郡治誌上巻｣ 697- 498百エb4弼た
ついで明治 11年頃の各村D区長Jf叫孝す ,U
尾 上 村 明応 l011. 9 印 付 副 戸 長
〝 1 1.11.28 億 磯 砂 田 武 治
〝 111 I.28 申 付 戸 長
15. 52 依願免職
一 宮 村 明治 101 1. 9
〝 1111.28
1I 1 1,II.28
〝 1占, 2.15
酋 辛 川 村 明治 10.11. ?
〝 11_11.28
〝 11,11.2 8
/ 16. 215
草 川 市 場 村 明治 10.11. 9
〝 1111.28
IJ 1 1.11.28
/I 1i. 2.15
大 窪 村 明治 10.11. 9
〟 11.11.28
〝 1 1.11.28
〝 16. 2.15
松 尾 村 明治 10.11. 9
〝 1 1. 4,50
〟 1 1. 4,5C
〝 1 1. 9.28
I 11.i1.28
?
?
??
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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則 武 与 川 郎
副 戸 長
虫 明 圭 冶
戸 長
砂 田 武 治
副 戸 長
金 光 沓 三 郎
所 長
金 光 巻 三 郎
副 戸 長
藤 血 岩 大
戸 長
藤 瓜 呈.L 太
副 戸 長
服 部 与 一 郎
戸 長
服 部 与 一 郎
副 戸 長
藤 原 滞 平
副 戸 長
岸 広 冶
明治 1占. 2･15 床 聴
芳 賀 村
福 谷 村
長 野 村
福 谷 村
長 野 村
横 尾 村
今 岡 村
山 崎 村
今 岡 村
山 崎 村
佐 山 村
檎 津 村
首 部 村
明治 10.1 1. 9
/ 1 1.1 1.28
〝 1 1.1 1.28
〝 12. 1.21
〝 12. 2.18
u 1a 2.12
〝 1 5. 4. 1
〝 1占. 2.15
明治 18,11･ 9
〝 11.11.28
??
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
???
?
明治 11.11.28 甲 付
u 12. 5.22 依蔚免聴
q 12. 6･ 4 申 付
H 1A･ 2･15 廃 戟
明治 11.11.28
〝 1占. 2.15
明治 18.11･ 9
〝 1 1.1 1.28
〝 11.11.28
H 1d. 2.15
??
??
?
?
?
?
?
?
明治 18.11. 9 申 付
/ 1 1.1 1.2 8 廃 城
明治 11.11.28 甲 付
〝 16. 乙一.I5 原 職
･明治 11.11.28 申 付
〝 15. 5.10 依厨免職
〝 15. 5.26 申 付
〝 16. 2･15 原 職
明治 10･11･ 9 申 付
u 11.1 1.28 度 塀
〝 11.1128 申 付
〝 1占, 2.15 座 職
明治 10･11. 9 甲 付
〟 1 1.11.28 度 聴
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????
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
???
?
?
?
?
?
副 戸 長
伊 丹 尊 三
戸 長
藤 原 泰 治
戸 長
伊 丹 勝 青
戸 長
伊 丹 者 三
副 戸 長
伊 丹 小 源 治
戸 長
伊 丹 ′J､源 治
副 戸 長
児 子 源 三 郎
戸 長
児 子 滑 四 郎
?????
?
??
??
??
????
???
?
?
?
戸 長
藤 原 謙
完 島 離
?
???
??
櫓 津 村 明治 11･11･28
〝 16. 2.15
首 部 村 明治 11.11･28
〝 16. 2.15
?
?
?
?
?
戸 長
福 田 弟 次 郎
戸 長
藤 原 謙 三 郎
また .戸長職務の横 目は次のとか bであった｡
｢ 布 告布達 ヲ町 内二示 ス部
｢ 地現 及 ビ諸税 ヲ取越 メ上 納 スル-fit
-｢ 戸籍 ノ草
-. 撤兵 下調 ノ串
｢ 地 所 礎 物 船 舶 質入 番 人並 二禿 見 二奥 jJt加 印 ノ事
｢ 地券 台 帳
｢ 迷 子捨 児及 ビ行 旅 病 人 変 死 人其他 部 故 アル トキ-符 察署 二報 知 ノ-fli
r 天 災 ヌ-非常 ノ難 二道 ヒ日下 窮迫 ノ者 ヲ異 状 スル-3
｢ 町 村 ノ助産 就 学 勧誘 ノ事
｢ 町 村 内 ノ人民 印影 薄 ヲ整 匠 スル蕃
｢ 緒帳滞 保 存管 守 ノ草
｢ 官 敢府 県 聾二係 ル河 港 道路 兜 防橋梁其 他 倦繕保 存 スベ キ物 二就 キ利 等 ヲ異 状
ス ル 沓
右ノ外府知事煉令又ノ､郡区長 ヨリ命令スル所ノ事務-規制又-命令二依テ従事スベキ杏 ,其他町村
触1)道路橋梁用憩水ノ修繕掃除等 ,凡ノ協訪紫ヲ以テ支弁スル事件ヲ管理スルハ此二掲 タル所ノ限二
在 ラズ｡
中央から来た腺令の地位権限を穣匿に高 くし.地方人か ら選任した郡区長の梱唄を必要以上に局限 し
てVlるのが目立 っている0
4 教育制度の近代化
岡山藩では池田光政以来全国的にみて突放ともに教育が進んでいた｡明治 4生 7月廃藩殴県ととも
に従来の滞士の子弟の教育磯閑であった岡山帯等杓は廃止されて .同 5年正月から県庁の管理に移D.
これを役興 して普通学校と称 して-一般の入学を許 した｡また明治 5年 8月5日太政官布告をもって
｢学制｣が頒布されたのであるが .この学制は明治新政の意鼠するところを教育によって突現せんと
したものであって ,近代的教育制圧の発足の意義をもつものであった｡ これによると全国を八大学区
に分けて各一大学を設け .各大学区を三十二中学区に分けて各-1中学を設け ,更に各中学区を二百十
小学区に分けて ,各区毎に′｣､学校一校を殻けることを原則とした｡一宮町は当時第四大学区第一中学
区に所属 した｡学制頒布は極めて画一的強制的753:ものであったが ,当時教育に対する｢鮫の馳心が尊
いうえに .その諸経費負担がか759大きかったため ,急速 な整備はをか夜か困_#であった｡一宮町関
-158-
係の学制頒布にともなう′｣､学校設腔状況を ｢御幹部乾｣に上ってみると次の如くであったo
中山小学校 位倍 :一宮村辛川市場
明治 8年8月一宮村山神に創設し,中山小学と称すo同 2D年尋常中山小学校と称すo同年 4月
平捧 ･大智の二枚を合併 ,21年新校舎を桓典す｡同 25年 5月平幹 ･大音 ?攻を分離すo同 2占
年中山番常′｣､学校と改称 .大正 5年高等科を併思 し.中山各常高専小学校と改称す｡現在校地 1487
坪 .鞘堂 20坪 .其他礎物 180坪 5 .児並数 450人 ,学級 8 .教員 9人 .藤田庶-校長たbo
駅 /｣､学 校 位思 :馬屋 下村松尾 分教場 横 尾
明治 25年 4月殻思.卑常駅小学故と称し本校を大建に支攻を他にかきしが ,其後幾多の変遷を
経て同 54年5月現任厩に開校する｡大正 5年筒専科を併催 し,駅尋常筒等′｣､学校と改称するo同
9年実菓補習学校を併思する｡現在校地11UU坪.組物 255坪,児童数本校 248人,支援 7人,学級 7.敬
具 9人,竹原嘩太校長たbo
平 搾′｣､学校 位位 :平津村構 浄
明治 8鹿創設 ,同 19年一宮村中山′｣､学校に合併 .同 22年分離して尋常平噂′J＼学校と称す｡在
来の建物を使用せるをもって設備不完全 ,依テ同 55年 1月硯位置に新兵す｡ 45年義務教育年限
延長のため数量一棟を増薬する｡大正 5年 4月筒専科併催の時 一更に-棟を増典 ,同年 6月落成する｡
現在校地 79占坪 ,料堂 55坪 ,其他 21占坪 5 ,児塵教 510人 .学概 7,政見 7人 ,広田軍次
校長たD｡
この明治 5年の ｢学制｣vj:あまbにも画一一･的であD.その理想とするところがあまDにも商連にす
ぎその実施が容易でモかったため ,明荷 12年9月29日太政官布告をもって,新たに｢教育令｣が
公布された｡｢教育令｣は小学校についてのものが大部分を占め ,先の ｢学制｣でri学故の監督は官
選の学区取締Dに当たらせてV,たが r教育令｣では住民の選挙に上る草餅を月に学校の設催 ･監督に
当らせることになD.義務年限 も従来比 1さ歳までに′｣嘩L殻を終えることにしていたの杏,｢児丑六
年ヨリ十四年二重ノL,^ ヶ年ヲ以テ学令 トス｣る8か年別を原則としたほか ,教科内容や教且の攻格72:
ども改められた.その後さらに同 19年 ｢帝国大学令｣魯はじめとして ,師範 ･中学校 ･小学校の学校
令および ｢諸学校通則｣など.V,わゆる学政令が公布された. この学硬令によって蕗学校は小学枚を
基礎として輩然たる系統を在すこととfxi).わが国の教育制定の-T新紀元を面するものとなった (
5 産業 ･経済 の近代化
明治継新の変革過程を通して封喋的諸制限が解体し.産戎 ･経常の近代化のための諸条件が促進整
備されたことは周知のとかDである.ます土地問題に帥する制限の解除をみると,維新政府は既に慶
応4年 (1868)触 比一両年は旧僻による旨を布皆し.徳JI蒔藩制下の土地衝税制炭を引継V,で
きたO明櫓 4年 1月 r闇法過て海内1校の法則制定す.<く.柵 租税の改革増萩は窯議の上処懸すべ
き｣を命令した｡ こうした中にあって岡山帯は同年正月上b｢懲田畑改iElt称する士地租税制匿の改
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革に着手 した｡この改革は従来藩庁が行なって来た租税徴収につきまつわる各種の救助を廃止 し,そ
れと引換えに租税に堪えない慈田畑の免下げを冥施 し.さらに年貢上納に雌渋する田畑を首姓-.伺 の
入札によって売b払 うというものであったQこれよb早 く.明治 2年 9月に,政府は諸藩の米穀輸出
の禁を解いているQ又 ,明治 4年 9月 .田畑勝手作を許し,従来とってきた商品作物等の栽培を禁ず
る主戦中心の封建的制限から収英を解放 したQ腰明治 5年 2月には地所永代売異の禁を解除 し,土地
の自由75商品たるを保証 した｡次に商=菜に関する制限の解体につV,てみるE.とにする.政府は明治
元年 し18占8)5月 ｢商法大意の布選｣によって従来の問屋株その他の封建的独占を解除し.売ILr(の
自由を許 して旧来の特権的組合別匿を排除 したDカかる封建的諸制鹸解除の陪果,農作物の生産状況は馬
屋下村誌 (五 )によると次の如 くであったQ
表 ムー5- 1 明治 12年大字別物産
読-二㌧大 陸 福 谷 長 野 松 尾 芳 賀
栄 574.2石 占6.0石 27 0.0石 29 10石
茨 150.0石 29.0石 150.0石 2670石15石 2
小 麦 19,7石 8.55石 25.0石
莱 8,5 7石 1 8石5
大 豆 21石 0 11石 0 25石 0 54石
′J､ 豆 占石 8 5石 0 5石 2 10石 0
西 瓜 585個 180個 265個 2500個
菜 種 48石 0 2石 15 40石 0 4CI石 占
甘 薯 9dOt 2000t 155Ut 820Dt
突 綿 12500t 210t 2750t 7000t
毛 綿 150反 50反 150端 180束
里 芋 450t dot 55【lt 6500t
切 茶 50俵 SOO斤 SOO斤1石 8 1550斤
蘇 占000t 5000℃ 8580メ
片山峯署氏鮪 属屋下村誌 (五 )エb転蹴
引 用 文 献
(1) 岡山県史編翁掛 (1967)
(2) 岡山県発行 し19占7)
(3) 岡山県発行 し1958)
(4) 鳩山市役所発行 し1966)
(5)片山察富民約十の五
岡山腺史稿本 (上 ) 55′-54頁
岡山保政史 (明治 ･大正 ･昭和前期侃 )29貢
L鳩山県郡治託 し上 ) 196- 197頁
501- 5 02頁 ,1占97- 占98頁
岡山市史 (産業経棚 ) 502- 505頁
(横 川 直 季 )
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第 7葦 一宮の経済構造
1 毒 筆 の 発 展
(1)曲集技術と生産力の発展
(a)良薬生産力の発展
｢殻に魚共生産力の発展をみる指標としてk,単位面故当りの収稚高で表わされる土地生産力が考え
られる｡その生轟力を規定するものとして,技師 から,息機具の改良.品種改良,肥料の丑的文的発
展.土地改良 (桝地盤理事菜,用水改良谷井7kど)をあげるととができよう｡これらの農薬技術がいか
に生産力vC彪砂を与えてきたかをみていく前に.tす.一宮町における独英生産プ7がどのようを発展を
してきたかを4Lる必要が参ろう. l
一宮町vcおいて焚科が得られなかったため,農薬生産力を表わす十分をものはできなかったが,一宮
村議会藩事蘇 (大正元年-昭和元年),岡山凧統計年報 (昭和 5年～ 14年),および一宮町鞍場の資
料 (昭和55年～ 44年)より水稲単位面耕当りの収噌筒を示す衷 7- 1-1を作成したoLかし,大
正元年から昭和元年までの祭科払 一宮村のみのものであるので一宮町全体の数字とは異なっているが,
襲7- 1-1 水稲単位画棟当りの収持高
年 代 作付面凍 収 稚 高 1反当り切羽高 備 考
大正 1年 2615反 5992不 3 44.0kg 大正 15年大草他日酢印9年亀戸台風昭和 4 噛
5 2621 5242 29?.?
l l 2580 6508 5dA7
昭和 1 262l〕 6510 572.7
5 6475 1d202 575.3
5 8252 1d775 4D2.5
8 5934 17227 435.5
9 5854 15456 54一.5
ll 5780 14741 58i9
15 588占 15251 5881
14 577 1 4 5 5505
55 5518 2105000 395.8
5 8 5171 2 9ー5500 42一.2
4 1 4975 213590D 42?.1
注 一宮村議会執事銀 (大正 1年一昭和1年).岡山県統計年報 (昭和5年～ 14年),
一宮町役場の茸科 (昭和55年～ 44年)より作成
-141-
単位面桁当りの収稚恩の推移をみるKはあせり大差のないものとしてみることにした｡
まず, 1反当りの収相識をみてみると,大正 11年の5dd.7kgから昭和 1年の572･7kg.昭和3
年の575.5kgとその収穫高は徐 に々上がりはじめ,昭和5年に そると1反当りの収穫高は400kgを
越え,昭和8年には455.5kgと急増している｡しかし,昭和9年仏 前年鑑までの高い収穫高を維持
できず 54 4.5kgと前年渡より9 1.2kgも低い収稽丑となっている｡おそらくこれは,稲の実るちょう
ど9月に室戸台風が集って来たことが原鼠ではないだろうかと思われる｡その後,収碓高は徐々に上が
りはじめてはいるが,昭和 14年の大草魅でまたも収額高は減っているO表 7- 11 1では,戦後は昭
和 55年から示されているが, 1反当りの収確福は着英に増加を続tJjており-昭和44年は 1度当り
452.2kgの収稚高を記僚している.しかしながら,幕近 10年間の作付面柿は,政府の奨励VCよる宅
地への転用と他の作物-の作付転換の緋 を受けて,しだいに減ってきている｡
(b) 幽磯臭の発展
曲機具の改良に伴って労力が節減され,能琴を増し,同時に生産力を増加せしめたということは言う
までもない｡つまt)農具の改良Kより,動力用各様作渠機の発達が座業労働の能率化,いいかえれば労
働生産力の向上を促進 させ た ということである｡表1 1- 2にみられるように,明治初年における水
稲 1反当り投下労働丑は59人であったが,同50年頃は55人,大正 15年頃5CI^ ,昭和 9年頃2占
人と漸次減っており,敬後の昭和24年には24ノ＼となっている｡このことは青いかえると単位両横当
りの投下労働丑:よりみた労働生産力が,明治初年から昭和 24年までの闇に約58席の向上を示してい
ることになる｡
表7- 1- 2
明 治 初 年 明治50年頃 大TE15年頃 昭和 9年頃 昭和 24年頃
反 当 平 均投下労働丑 59^ 55^ 50人 2占人 24人
明治初年を100とする指数1l 100 9〔1 77人 占7 占2
注 ｢姓氏経済の発達構造｣より
これがそのまま一宮町の実態と必ずしも一致するわけではないが,農機具の発適が生産力を向上させて
いることは確かである｡次に一宮における戯機具の発展をみてみよう.
明治初年から第一次世界大槻滋では,排転には鍬や鋤,中桝除草には雁爪,確水に性足騰水盤,刈り
取りvcは鎌,脱穀には干歯というように人力によって使用する戯具が用いられていた｡しかし,人力だ
吋でなく苗力も古くから型桝や運殻のため忙用いられており,馬堅下村誌によると,蒙刈りの後の田穂
仕度のため木製の枠の下部に 18メー トル近い厘さの床の尖端VC鯛物の銑をつけた牛鍬 (うしんが)と呼
ばれる轍を牛忙曳かせて鏑卓越こしたことが描かれている｡また.属に曳かせる属歓 (-tんが)とよば
れるものも用いられたことが述べられている｡田草取りには手馬鍬 (てせんが)という5本か4本の離
爪で耕土を反転させて草を除 く幾具が用いられていた.これは,大正9年vc発案された蕃力除草機では
をいかと思われる｡ この昔力除草機が出まわる少し前 (大正半ば頃)vcはすでに人力除草機比普及して
いた.これらの除等機は,田植が正条柵になっていることが必賓条件であることから,岡山県が ｢曲事
-1占2-
改良凍項｣で正条椎の奨励を始めた1905年 (明治54年)頃以降より除草機が使用されはじめたこ
とVCをる｡また,籾括りには,古く江戸時代から土日 (と)す)が用vlられているが,大正初年人力か
ら苛力に移行し傘型蓄力機と呼ばれた.脱穀壮大正初期頃書では,干歯でおこなわれていたが,大 正
5年VC人力廻転足掛脱穀機が出現してからは作業能率がよくなったQ表 7- 1- 1と農機具の発展との
開院を考え合わせてみると,生産力が急速Vこ向上したのは,手押除草機,過振足瞭脱穀機が出現した大
正中期以後である.その後,動力作業機の普及に伴い,生重力はいちだんと向上を示したoすなわち,
わが国において改良遊具が一般的に普及したのは主として第一次世界大観中,=業の飛印的発展に伴う
盛村人口の離村に上る労力不足と峨時凝滞の影書が一時姓家の樺折を好転せしめた時期VCおいてであっ
た｡さらに,大正末期頃から昭和2, 5年頃忙かけて原動機つき脱穀機ができてから,碓皐はますます
上った｡
しかし,まだまだその普及率は低く,大慣75:生産力向上は戦後に持ち越された'そのためにも,第二
次大槻後に卦りる機械化の傾向は,曲集史にilhで浄気的な発展と言わねばならないOまた,水田盛典
で紘機械化の遅れてtJqることが,ひとつの欠点とされていたため,最近における点検械帝人の傾向は生
産力発展の上で見逃せモVlものである｡取壊におりる一宮町の魚用機械台数の推移をみてみると,次の
表に示すとうりであるo
表 71 1-5 旗用機械台数の推移
価額 年代 昭和28年 昭和王5年 昭和48年
動力耕転機 (凸用 トラ,クク-) .∠■ヽ26口 .上ヽ251コー = 5台
発 動 機 555 865
喝 動 機 47 54
動力脱投機 525 715
動力籾播機 42 97
動力噴弟梯 1占4 227
動力撒粉機 50 42
注 岡山県市町村雲勢覧 (昭和 28年,暗和40年),
岡山県統計啓 (昭和55年)より作成
大正末期から昭和初期頃に使用されはじめた発動機は昭和28年vcは555台,昭和55年vc壮 8a5
台と急速に伸びはじめ,同様忙動力脱親機も,昭和28年vcは525台,昭和55年には715台と.
発動機KかとらずふえているO昭和 28年の一宮町の農家政は約 11占0戸余りであったから,そのほ
とんどの家が発動機や助力脱敵機を所有していること忙せるOまた,戦前はほとんどみられなかった動
力耕転機 ･姓用 トラックク-の職後の進歩拙著Lho昭和28年には26台という非常忙低い台数を示
してしへたが,昭和55年(仁は251台にまでふえ.さら忙昭和 48年にはその約 1･6倍の= 5台にふ
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えている.したがって, 2軒VE1台の割合で動力排転機または姓用 トラッククーを所有していることに
75:る｡さらに注目すべきことは運搬用に戯用 トラックオー ト三輪が高い増加率を占めて普及しはじめて
いることである｡昭和 55年に 28台であったのが,昭和 40年には 128台を占め.虫近 2,5年の
間にはさらにふえているものと思われる.
(C) 品種改良および青虫駆除
良応 2年 (186占)上道郡より馬屋下村-持ち込まれた稲穂を栽培したのが始まりで'明治末期ま
で最 も親しまれた稲の品種として ｢雄町｣という品種があったOとの品種は,明治 41年,膿の奨励品
種に指定されたが,二化煩虫の被害の多いことからしだいに凍っていった｡ ｢雄町｣に代って,同時VC
古 くから有名品確であった ｢神力｣が,明治44 ･45年頃さかんとなり,収穫 も多く味 も良いと膚電
下村一席で親 しまれていたが,しだいに稲熱病が多くなり,また茎が軟弱で倒伏することが多いため,
漸次 ｢朝日｣種に圧倒されていった｡この傾向は馬竪下村vEおいてだけで竜く ,岡山県全般にわたって
みられる｡岡山腺典薬試験場の調査による ｢神力｣から ｢朝日｣-の推移を示す表をつぎ忙とり上げて
みた｡
表 7- 1-4 ｢神力｣から ｢朝日｣-の推移
大 正 9 年 大 正 1 5年 昭 和 元 年 昭 和 8 年 昭和 1 2年 昭和 2 0年
7与748町 2u585町 1q219町 5.745町 1,844町 1.247町
15,895 20,994 25,5占7 52.7占4
江 開山頻姓菜試験場 より
表 7-1-4からもわかるように ｢朝 日｣壮大正 15年には作付面積 1095町であったのが ,昭和元
年には 15.895町 と毛9約 15倍にふえているO反対に ,｢神刀｣紘大正 15年に20.585町であ
ったのが ,昭和元年(a:は 10.219町 とな9約半分vC減っている｡その後 ,昭和に入 って ｢神力｣壮急
速度で滅 9,一方 ｢朝 日｣はしだいに増加しているO
昭和 2占年Kは,岡山県農業試験場で ｢近我 15号｣と ｢兼山24号｣の交配種として ｢備前銅｣が
奨励され, ｢朝日｣と同時に栽棉されるに至 った0倍近の擬も旺目すべき動向として払 ｢7ケポノ｣
の急激を台頭である｡ ｢7ケポノ｣は ｢農林 12号｣と ｢朝日｣とを交配したものであり,昭和25年
に奨励品種に採用されたOとの ｢7ケ,rtノ｣は ｢朝日｣と同程変の勲期をもつ晩稲で,昭和52年の作
付面積比 岡山県で805町であったのが,以後ほとんど直線的に増加し,昭和57年には22POO町に
適し,他の品種を大 きくひさはなして県南部の代表品種となった｡これは, ｢朝日｣の欠点をよく補っ
ていること,つまり稲熱病に比軟的強く,耐倒伏性が強いこと,豊凶の差が少ない上,多収であり,し
かも｢朝日｣が片親 となっているため品質も優良であることなど多くのナ ぐれた特性をもっているので
今後も作付面郡が増加し続けるものと思われる｡
運健については,大正5年の ｢一宮村議会読S錦｣VCつぎのようなことが記されている｡
選種
米麦種子ノ選択-専ラ村集会二於テ郡戯会ヨリ交付ノ良種ヲ分配シ,玲水温酔浸シ行ヒ大二歩功七1)
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また,昭和元年の ｢一宮村議会議事卑｣に仕つ章一の上うに記されている｡
選種
米麦ノ種子ノ選択-専ラ村廃合二於テ奨励英施シ大二見効果ヲ碍ツツ7T)
米種子塩水選丑
ま種子硫酸銅浸法丑
貯穀等虫駆除予防丑
104石
42石
1208石 人見 99人
薬品丑 458封変
これらの資料は適確による効果か記されており,選種の方法として,大正5年では冷水温港に浸す方法
をとっているが,昭和元年では米種子は塩水選の方法を,安種子は硫酸銅VE浸す方法をとっていること
がわかるoしかし,その後の遇梗方鮭を ｢一宮本欄 金盛事藤｣からひろってみると,米種子は塩水選の
方法をとっているが,麦都子壮再び冷水息衝に浸す方法をとっていることから.麦種子vc関して比冷水
温狼に覆す方法が当時最適であったものと思われる｡前配の昭和元年の ｢一宮村議会頭車載｣には害虫
駆除の対策がみられるが,薬を使って専虫を駆険し*.とtJlうことは,元禄 10年 (1占99)の稲奮虫
駆除布令が出されているととからも,かなり昔からおこなわれていたと思われるO
属監下村託に記されている禰智虫駆除布令VC上る七次のようであるO
元禄十年丁己
禰害虫駆除布令
稲虫気有之候廓ニ-栴倒乎之枝ヲ挿シ又-薫陸ヲ醗ツ候へノ､虫留1)候由,猪石工門殿-御噂竣成候
間,許村役人共共役披仰出様ニト今朝佐帝大穀被仰侯間,左様二御心碍侯以上
渡 辺 助 左 二 門
右三通申来候問可被碍其意侯以上
一月九日
児 子 三 左 柵 門
相投四人宛
との布令は,輯 健の枚や薫陸 (くんろく)を寄虫薪除のための薬剤として用いでいることを示してい
る｡しかし,この布令からは,ただ禰虫気と詑されているだ吋で,その昔虫が二化映虫を意味してLnる
のか,ウンカを意味しているのかわからない｡ウンカの解除に関しては.この布令が出される50年ほ
ど酌の寛文､10年 (1670)に鯨油を用いたこと机 馬琴下村碁に記されており,これが.脊虫駆除
托典薬を用いたはじまりであると香われている｡鯨油はウソカの鹿除に効果的であったらしく,天明7
年 (1787) 7月 12日の布令軒の中に｢卑ツキ候田方--鯨ノ油凡こ,三蘭ヅツ打チ注ギ償エバ虫
去 り償由｣と秤かれているOその後,明治中頃忙なって石油が用いられるようになったCまた,二イ山河
虫の風除には,大正5年の ｢一宮村議会議車魚｣に上ると.つぎの上うに記されている｡
寄虫鳥巌除予防
吏負要具ノ奨励指斗 卜村出会ノ奨励二依り漸次兵ノ功ヲ賓･yツツアルモ尚往 形々式ヲ免レザルモノ
17I)十分党醒ヲ畢ス
塀虫卵塊捕獲教 蛾 44900 卵 1919970
-1占5-
雀卵買上数
雀捕獲数
占9
111占
嬢虫被等茎切取数 447680
とのエうに.二イ臓 虫の廃除比,諌峨虎を用いて捕殺したり.採卵してその駆除にあたっている.
当時,採卵には小学枚の児竜がかり出され,採卵数は非常に高い数字を示している｡また,青虫と並ん
で島の駆除がおこなわれていることが記されていることも興味深い｡
これ らの苦虫願 除方 法 忙代 って ,明治後期頃 からしだいに,六枚,デリス.硫酸ニコチy
などの良い農薬が用いられるようvcそり,いち7どんと晋虫駆除の効果を増した｡とくVC六液はウソカの
駆除に効果があり,戦後vcI)DTや BHCができるまで使用されていた. I)I)Tは, 1958年 (昭和
15年)vcスイスで殺虫剤として発明され,わが国では昭和25年より使用さればじめ,ウンカ.二化
塀虫などの害虫VC燕異的な効果をみせた｡
(d･) 肥料の質的,丑的発展
むかしは,肥料として,下肥,堆肥,草木灰,人糞尿などの自給肥料を唯-無二として使用していた
が,徳川末期から綿づくりがさかんとなり.古来の肥料で壮役に立たず,種粕 (たわかす).舶来柏 (し
ろかナ),錬粕 (忙しんかす),焼酎柏 (しェうちゅうかす)などがしだいに用いられるようになったO
その後,日清戦争後は満州から大豆粕が大丑に輸入されるようになって,価格が安いのと,肥効が沸点
そのとで多く用いられるようにそった｡
明治20年,アメリカから持ち帰った燐鉱石をもとVCして,東京人造肥料会社が創立され大のがきっ
かりと7日),その後,無機質肥料-と大きを質的転換をもたらす忙至った｡また,明治50年には,児
島郡/J､串村に ｢日本肥料株式会社｣の工場が設立され.チッソ,リンサン,カリを混合して ｢日本肥粗
と称して売り出した｡続いて明治52年には,南米のチ1)硝石が輸入されている｡
しかし,この頃,馬堅下村,一宮村,平津村ではこの無機賀肥料の肥効をど知る者もなく,この人造
肥料が広く使用されはじめたの払 明治末期から大正に入ってからであった｡つまり,一般の農家が肥
料知識を心得て使用しはじめたの払 日露職争後であるoそれは日露敬争当時の農村労鋤刀の減少が自
給肥料から金肥vc移ったため ,自給肥料である有機質肥料から人造肥料の無機質肥料へとJIS的転換がか
こをわれたためである.そして ,無機質肥料の需要はますます旺盛を極め ,明治末期頃から大正の終9
頃にかけての虚東生産刀の発展は ,この肥料工兵の発展と照応するものであった.
その後も徐々に無機質肥料は普及し,昭和に入ってから払 すさに無鯛 時代ともいうべき状勢を示
した｡表5をみてもわかるように,昭和 14, 5年頃を境にして,戦時経済の影尊で一時激減するが,
戦後の経済復興とともに洞斐丑 も敢増し,水稲生産力の回復の重要な原因をなしている｡表7l l-5
では'昭和2D年以降の有機質肥料の消軒丑は明らかではなレ､が,無機贋肥料は敢増し,一方有機質肥
- 1占占-
科仕敵城を示しているO
弄 7-1-5 岡山腺版売肥料消弊丑の変遷
(単位千首)
辛 無 横 井 肥 料 有 機 質 肥 料窒 素 燐 酸 加 重 動物質 l 穏 物 賓硫 安 石 灰皇 架 過燐酸石灰 硫 酸 カ L) 魚 肥 大 宝 粕 綿 実 相
明治55 127 - 552 8 154 1090 512
40 415 2 1112 8 1044 5487 58d
大正 1 占91 5a1 1587 占7 970 2占占0 785
5｢ 588 58 13d8 4 1127 ー 5989 795
ー0 2947 120 5418 68 795 11178 1554
昭和 1 2550 176 2715 154 1 占42 9588 1807
5 5590 405 2465 42占 592 7占47 2095
10 4445 945 2790 545 525 5455 1591
15 7051 1710 5225 368 1407 2占55 529
20f 5110 - 189 7 - - -
25 15924 2657 7405 508 l - -
2占 1C)87占 2045 5274 914 - - -
27 10555 2658 5525 992 - - -
28 9190 5255 548占 10〔日 - - -
旺 ｢岡山平野作か ブる典薬発展と土地改良｣P275を参考托して作成
(o)土地改 良事業
土地改良車兼は.明治52年 (1899)桝地盤理法が制定されてから,土地改良にかける指ヰ奨励
の遠が開かれ,これが契機 とせって固,脱皮に上る改良か弟がおこなわれた｡岡山県IT払 ます.ノ｣＼田
郡北川村大字甲等の普通整理が明海 58年 5月に,英細部粟広村大字属形の普通亜理が明治 57年 1月
に,音傭郡大井村大事業井の暗渠排水が明治58年2月と耕地整理地区がつぎつぎと知卓の認可を得て
耕地艶 秘薬を施行しているo取治59年には,耕地並理および土地改良奨励受規則が公布せられ,耕
地整理浜により,耕地整理を施行せんとするもの,または土地改良の日的で滞概排水,その他の設備も
しくは,=串を施行せんとするものには,この規則で調査設計おエぴ=事の監督を補助することとなっ
た.大正時代に入ってから,土地改良水薬比tすすナ本格的となり,iず大正 5年 7月VCは,耕地亜理
基本調速規程が県令第51号で公布され,耕地婁理予定地の基本現意をかこなうことと75:9,さらに同時
に耕地唾理工費補助規制が腺令 50号で公布され,いちだんと事案の促進を風ることとなったCとの時
期において.土地改良事典は稲作生意力の発展に大きを効果をもたらした0
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土地改良]‡糞には怖概排水,区画豊艶 暗渠排水.地目変換,客土,戯道などの新設改良をおこなう
ものがあり,その卒業主体として国または腺で去-となうもの,市町村あるいは耕地整理組合をどでかこ
夜うものがあるOしかし,ここでは,主推柳地簡恩組合 忙 よる土地改良事典を記述する.
臼)耕地塵理事英
明治 52年 (1899)排他整理法が制定音れ,区画凝理を中心とした中英をおこ乞うこととなった
が,その後明治58年および明治42年の改正n:よ9,怖親排水の設備=軌 開場,地目変換を追加し'
組合もまた法人格を有するなど強化拡充されたので,この頃からいちだんと亜某が推進するようにそった
た｡
一宮町では,旧周覧下村芳㌍桝地整理組合が大正2年 4月 18日V_,旧馬屋下村松尾耕地腰理組合が
大TE4年 3月9日に,旧局毎下村長野耕地整理組合が大正6年 10月 11日vr.旧平津村首部料地腰理
組合が大正 10年 4月 25日V7:,旧一宮村芋川市｣易耕地髄理組合が大正 14年 2月 17日VC,旧馬屋下
村下苛賀耕地亜理組合が昭和 12年 1月 29日にそれぞれ設立している｡せた詳細はわからないが,｢属
星下村誌｣に上ると.狙谷池耕地整理組合や空 木々池耕地亜理組合があったことが記されており,｢御
幸撃即席邑下村大字芳賀森上耕地塵理組合設計番｣には,芳賀耕地亜浬組合とともVC森上耕地埠理組合の
ことが記されているOこのように,大正初年から昭和 12年頃寸での間にかなり多くの耕地審理組合が
つくられ.そして土地改良をおこなっている｡その中でも,ほとんどが溜他の拡張新設で,水路を新設
改良して,旧田の早宮を防止するとともに,新EElの碓概用水にあてて1.1るOせt,山林や原野を牌重し,
畑を地目変換して新田を造成し,区画の改正を主･こなっているO
① 芳賀耕地車理組合
芳賀耕地整理組合が設立されたのは,大正2年 4月18日であるが,明治44年の ｢耕地亜理に閑す
る苛類｣にエると次の上うな耕地整理予定地踏査願が出されている｡
耕 地 整 理 予 定 地 踏 査 願
塵理予定地ノ所在 御津郡席尾下村大字芳邪
魔理予定地ノ面朋 五町五反歩
今般前記ノ土地塵理数匪僚二村キ実施御踏査相成変,土地現形容固相添工比歴申謝儀也｡
明治四十四年給弐月給宅日
御津郡馬屋下村大字芳賀
入 江 官 次 郎
岡山原知事 大 山 綿 昌 殿
これは･明治59年に耕地腰理および土地改良奨励鰹規則が公布され,耕地並理法によって耕地壇理
を施行するものは'この規則で調査設L51および=車の監督を補助するという腺の奨励策に対する調査救
いであるO
この帝査厭後･大正2年 1月 29日につぎのような耕地整理組合設立認可申請苛が出されているo
耕 地 整 理 組 合 設 立 認 可 申 稲 再
今般御酔郡局毎下村大字芳焚地内二於テ規約二建メタル土地ヲ地区 トシ耕地整理組合設立致壁涙二村
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